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ネトゲで知り合った関西弁で喘ぐ奴隷志願のメス犬が、同じクラスの俺にだけウザい幼馴染だった件
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プロローグ







出会い




　数年前。

　まだ彼がネトゲを初めて間もないころのこと。

　獣人のアバターが可愛くて、神だと評判だったそのゲームのプレイヤーたちの間では、とあるハンティングが流行っていた。

　ハンティング。

　つまり、狩り。

　それも美少女アバターの音声で飼育できる本物のメスを、自分のペットにしよう。

　そんな、裏プレイが一部の好事家の間で流行りになっていた。

　彼らの多くは単なる一般人だったけれど、中には資金的に裕福なオヤジや、本物のサディストたち。

　世間でいうところのＳＭプレイを楽しんで行える連中も混じっていた。

　淫乱なペット。

　略してＩＰ。

　ＩＰは普通には存在しない。

　数少ない希少種のどＭなＩＰを探すか、それとも、開発して調教し、自分好みにしつけて飼育するか。

　そのどちらかしか、方法はなかった。

　こんな行為は表立ってやれるはずもない。

　でも運命というやつは奇妙な縁をもたらしてくれる。

　別にどＳでもなければ、ＩＰ探しに奔走していたわけでもない祐輔が、軽く興味をひかれて参加した、ご主人様となることができたプレイヤーたちのチャットルーム。

　たまたま他の主に棄てられて野良になったという、自称奴隷志願のイヌ耳アバター少女に出会えたのは奇跡というべきなのかもしれない。

　最初はおずおずと興味本位で彼女に近づいた祐輔は、互いの年齢が近いねー、そんな会話から始めた。

　好きな歌手、好きな漫画、好きな絵師、好きなゲーム。

　二人の趣味は似ていて、どこか違う。

　それなのに、祐輔は彼女に心惹かれていた。

　ただ文字だけで会話をするだけで特に知りもしない、あきなという名前の奴隷志願者に。

　やがて二人だけのチャットルームに移動して、会話は続けられた。

（前のご主人様に拾われて、しつけていただきました。自分でいじるのが快感です）

（へえ、そうなの）

　ふと、質問した言葉。

　奴隷になりたいんだ？

　それに対する答えがそれだった。

　見知らぬ背徳の世界。

　その中に彼女は一歩先に足を踏み入れて戻れないようだった。

（でも、自分でするだけじゃもう、満足できなくて。どなたかに指示して頂かないと、イクことができません。いつも頭で想像して……）

（して、何？　それからどうすんの？）

（その想像だけしてしまいます。公園とか、駅のホームとか、線路沿いの誰もいない脇道とか。そんな人気のない場所でうちを……）

（うち？　何？　はっきり言わないと分からないよ）

（あ、うちって言うんです。自分のこと。その、うちを調教してしつけていただききたいんです。誰か、もう捨てられることのないご主人様にだけ可愛がっていただきたい。そう、想像していじります）

（まさか、いまも？）

（はい……ごめんなさい）

　本物？

　でも文字だけだし。

　信用なんてしていいのか？

　だけど、もし……彼女を手に入れることができたら？

（なあ、お前さ。名前は？）

　いきなりの質問。返事がなければどうする？

　でも、その心配は無用だった。

　そっけなくもかわいらしい一文が戻ってきたからだ。

（あきな、です。ごめんなさい、こんな淫乱なメス犬で……初対面の人に話して引かれますよね）

（いや、引かないよ？　でも、俺は飼えないなあ）

（そう、ですよね。すんません、自分のことばかり考えて。祐輔様にはもう、メス犬さん？　がいらっしゃいますもんね）

（俺は奴隷って呼んでいるけどね。何？　二番目でもいいってこと？）

（捨てないでいただけるなら。それと、会わないって。会いたいって迫られないなら、約束していただけるなら）

（お前、何？　自分から主になる人間に対して注文つける気？　身の程を知れよ）

（すんませんっ……！　前のご主人様に会ってその）

　その？　なんだよ。

　何かされたのか？

　それなら警察に行けよ。

　何より、うちとか自分を呼ぶって関西じゃん。俺は関東だっつーの。

　バイトも出来ないのに、会う金なんかねーよ……。

（いいよ、飼ってやるよ。その代わり、お前は俺だけのモノな。身も心も全部ささげろよ。死ぬまで彼氏も、夫も、セフレもつくんなよ？　あと、他のご主人様に飼われるのも、一時的に調教されんのも禁止）

（本当に？　ええんですか？）

　えっ。

　矛盾しているだろ、それ。

　あきな、お前は会いたくないって言っているくせに。

　一生、俺だけのメス犬でいるなんて、できるわけがないじゃん。

（いいよ。守れるなら。どうやって調教すればいいんだ？）

（あの、その、こうやってチャットとか。時々、通話でいじめて欲しいです、祐輔サマ）

　多分、この祐輔サマ。その一言が、彼の正常な判断を鈍らせた。

　その後二人で少し話しておおまかな条件を決めたけど、内容は最初のそれと大差なかった。

　それからゲームの通話機能を利用して会話をしたり、チャットをしたり。

　ご主人様に不慣れなはずの祐輔は、必死に別の奴隷がいるような演技をしながら、あきなに快感を与えようと必死に努力した。

　あきなは、祐輔が創り出したまぼろしの一番目、『ゆきな』に嫉妬し、微妙に心を狂わせながら祐輔に相応しいメス犬になろうと努力とする。

　それから数か月して、ゲームの運営側がこの異常事態に気づいた。

　援助交際まがいの事件が起きて、それが通報されたからだった。

　規制が敷かれ、チャットは禁止ワードなどが入るとアカウントが凍結されたりする事態が多発して、やがて、ハンティングそのものが消えたように見えた頃。

　祐輔はあきなの個人的なチャットアプリのＩＤを教えてもらい彼女を毎夜、好きなようにいたぶっては楽しむようになっていた。

　ゆきなという、都合のいい道具を駆使しながら。







嫉妬するあきな




　警戒しなかったかって？

　そりゃ、警戒するにきまっているだろ？

　だって、ネットの出会いなのだから……。

「ふっ……ッんッ……。もうもうあきません、ご主人様……もうッ」

「まだだ、甘えんな。俺の声で感じる嫌らしいメス犬が！」

「はうっ、ごめんなさい」

　まただ。

　こいつはあっけなくイキそうになる。

　何が嬉しいのだか、俺の声を聞いただけで最近が濡らすようになったらしい。

　それは、自分でも制御できないのだとか、無意識のうちにそうなるのだとか。

　あきなが祐輔の正式なペットになって数か月。

　イキそうになったら、我慢させる。

　数分休ませてから、またいじらせる。

　次にイキそうになる時、こいつは賢く学んだのか、黙ってしまうのだ。

　それまで続いていた喘ぎ声が数秒間、長くて十数秒。

　聞こえなくなる。

「おい、またごまかしているだろ？」

「はっ？　……どうしてっ！」

「分かりやすいんだよ、お前。ほんっとーに、わかりやすい。わざとやってんの？」

「……いえ、そんなことは、ありません。ありませんけど……」

「何だよ？　俺に言えないことでもあるのか？」

「……」

　今度は違うな。

　そう祐輔は察した。

　今度はあれだ。

　メス犬志望の関西弁のこいつは、恥ずかしがって黙ってしまったのだ。

「返事っ！」

「は、はいっ……申し訳ありません、ご主人様……」

「遅い。ゆきなはもっと早くこたえるぞ？」

「……ッ！」

　最初は気づかなかった。

　こいつの黙ってしまうパターン、その二。

　嫉妬だ。

　それも、二号でいいですと自分から申し出てきたくせに、存在しない一号のメス犬に嫉妬している。

　ついでに、あそこを濡らして。

　嫉妬でも、快感でも、優越感でも濡らし、喘ぐのだ。

　この、あきなという祐輔にとって捨てがたい奴隷は。

「またか？　お前、今なに考えた？」

「それは言えません。言いたく、ないっ」

「ふうん。ならいじれよ」

「え……ッ」

　祐輔にはまるわかりだ。

　だが、それは言ってやらない。

　表さないし、気づかせない。

　それよりもうまく利用してやる。

「いじれよ、メス犬」

「そんなっ！　そんなあっ……」

　はは、いじっているよ。

　言われながら、触っている愚かなメス犬。

　どこ触っているんだか。

「どこだ？」

「と、突起を……ク〇を」

「言うんだな、お前？　恥ずかしくないのか？」

「だって、ご主人様が言えってっ」

「とんだド変態だな、まったく」

「そんなあ……」

　喘ぐ声が重なる。

　何度も何度も自分で摘まんでは、こすっているのだろう。

　その様を想像すると祐輔の肉棒も硬くなる。

　勃起して、ズボンの前にテントを作り上げていた。

「なあ、俺のいやらしいメス犬、ゆきな？」

「えっ、ちがっ！」

「ああ、すまん。間違えたわ、あきなだった。悪いな？」

「ひどいです、そんなっ、あきません。ひどい……うぅっ」

「泣くなよ、それもフリだろ？　言いながらいじるんだもんな、お前は？　嫉妬で感じるメス犬なんて初めて見たぞ？」

　見てないけど。

　音だけで、何もわからないけど。

　写真すら貰ったことがないのだから。

　彼女のメス犬あきなの容姿も、年齢も、一部だってその姿を見たことはない。

　いや？　そうでもないか……。

　あれだけだ。

　ネトゲで閉鎖される前に一度だけ、あきなが貼ってくれた階段からの写真。

　どこの階段かもわからない場所で時間は多分、昼間。

　制服のスカートの裾をめくりあげ、大股に足を開いて、秘部を片方の指先で広げている。

　そんな写真をもらったことがあった。

　あいにくとスカートの柄まで見えず、ただ、剃っていることだけは言っていた通りだと理解する。

　いやらしい奴隷の最初にもらった大事な一枚だった。

「だって、それはご主人様のことが」

「俺のこと？　悪いが、俺は犬には興味がないんだ。可愛い奴隷が一番だからな？　お前みたいな声を聞いただけで濡らす淫乱なメス犬は見たことも聞いたこともないよ。なあ、俺だけのメス犬？」

「っーッ。うっはあっ……！」

「イクなよ！」

「っ！　はい……ご主人様」

　悲しそうな響きの返事。

　喘ぎ声が止まらない。

　それなのに、イキたいと彼女の甘い吐息は告げていた。

　もう何日になるだろう？

　イクことを我慢させ、自分が指示する時以外、イジることを禁止したのは？

「我慢できるのか？」

「はい、頑張ります。あきなは……祐輔の、祐輔様だけの犬ですから」

「そうか。なら、やーめた」

「へっ？　何を、です、か？」

「たまには褒美にイカせてやろうかと思ったんだが。我慢できるなら、誉めてやらないとな？　えらいぞ、メス犬あきな。そろそろ、ゆきなを可愛がる時間だな」

「あ、えっ、待って待ってください、ご主人様！」

「知らんなあ。俺は奴隷が大事なんだ。じゃあな？」

「ウチ、まだイッてない」

　そこでプツんと通話アプリを切ってやる。

　ふん、そうそう簡単に満足させるかよ。

　これからゆきなをいじめる。

　その言葉にあいつは反応していた。

　悪くない。ご主人様がこんなにいいもんだったなんて、ただ。

　心配なことはいくつかある。

　だから、祐輔は自分のことをなにも教えなかったし、あきなにも深くは問わなかった。







あきなの限界




　あきなは我慢ができない。

　数時間どころか、十分もすると通信アプリのスタンプが送られてくる。

　それは最近人気のアニメキャラのモノで、可愛らしい子供ドラゴンの涙を流す姿が印象的だった。

　背負っているのは「寂しいです！」、の一文。

　あいつ、またか……。

　祐輔は何か月経過しても慣れないやつだ。

　そう思って放置した。

「でも、あれか。あきなのやつ我慢だけはしている？　違うか、確かめようがないしな」

　祐輔はあきなを言いつけを守っている奴隷だとは思っていなかった。

　どうせ、どこか自分が知らないところで慰めているのだろうと、そう疑っていた。

　それは会えない相手を信じられないという猜疑心もあったし、踏み込めない警戒心もあった。会話を録音して後から楽しもうなんて考えたりもしたが、それはすぐにやめた。

　自分が嘘つきの上に、あきなを利用している罪悪感が邪魔をする。

「あきなは二号で、二番目のご主人様が俺で、それに、あいつは前のやつには会っているんだよなー」

　うらやましい。

　怖さもあるが、知りたいという興味も多分あった。

　ＳＭ雑誌とか買わなくても、ネットに出回っている情報で十分だった。

　相手を惚れさせ、言葉と快感で錯覚を与える。

　メス犬がご主人様を愛している……奉仕することによる忠誠心がそのまま、あきなの独占欲を満たしたような錯覚に陥らせる。

　そして元から備わっている被虐心、依存心、秘密を共有するという背徳心。

　あきなの心を縛り上げ、都合よく扱うための導線はどこにでも存在する。




　問題は自分が偽りのご主人様だという点。それだけだ。

　ゆきなは存在しない。

　適当な都合のいい内容をあきなに教えて、彼女の嫉妬心を煽る。

　ついでに独占されたい？

　いや、違う。

　依存して自分だけの誰かでいて欲しいと願うあきなを利用している。

「俺の欲求不満の解消のはけ口にしているだけなんだよなあ、実は。満足させてやれるのか、おい？」

　自分への戒め、自分への問いかけ。

　自信のなさはすぐに言葉の裏に潜みこんであきなに伝わるはずだ。

　それはいつか、真実がバレる日が来ることを意味していた。

（ゆきなさんは、どんな女性なんですか？）

　その一言に、記憶にある一人の女性。

　幼馴染で同学年にいる、自分にだけめんどくさいと思うくらい対応がひどい、女の顔が思い浮かんだ。

　橘ゆきな。

　顔を合わせない日のほうが珍しいくらい、あいつは俺のそばに居る。

　心のどこかに、ゆきなが本当のメス犬ならいいのに。

　そんな祐輔の願望が叶うことはないまま、あきなを調教する日は続いていく。

　イクことを我慢させて三週間目。

　とうとう、あきなはもう無理です、イカせてもらえないんなら、メス犬を辞めたいですと音を上げたのだった。

「なんだよ、メス犬？」

「……祐輔様。お願いがあります」

「だから、なんだ？」

　通話口の向こうからはとめどない吐息が聞こえてくる。

　いじりたい、でも、それが許されない。

　あきなは三週間の間、祐輔の命令を守ってイクことを我慢していた。

　聞きなれた関西弁。

　ウチ、もうだめです……辞めたいです。

　その諦めにも似た一言が、祐輔に火をつけた。

　ここで許したら、こいつは俺の手元から離れていく。

「そうか。じゃあ、辞めるか？」

「えっ……お仕置き、は……？」

「なんでお仕置きがあるんだ？　だって、お前が言い出したんだろ？　辞めたいって」

「えっ！　ちがっ、ちゃいますっ！　そんなこと言うてませんっ、ウチ、うち……」

「嘘をつくのか？　奴隷の癖に？　ああ、メス犬だった。家畜だったな、お前」

「ッう！　はあっー……ッ」

「こんな言葉だけで満足するのか？　感じるのか、お前？」

「感じます、感じるから、つらいんです」

「どうつらいんだ？　俺にはわからん。詳しく言ってみろよ」

　あきなの声が途切れる。

　どう表現しようかと迷っているらしい。

　数分、じっくりと待っている間、祐輔は逆にドキドキしていた。

　もし、ここでさよならしたら、俺は大事なものを無くす、と。

　そう心のどこかで思っていたからだ。

「その……わかりません」

「はあっ？」

「すいません、ほんまにわからへんのですっ！」

「いや、わかるだろ普通。自分のことだろ？」

「だって、だって、うち……っ。ご主人様のお声を聞いただけで濡れるんです、ほんまに、嘘やなくて。そのたびにク〇が固くなるし、乳首だってっ」

「そんなこと聞いてねーよ、バカ」

「……すんません……ご主人様」

「お前の反応なんて聞いてないんだよ、あきな。俺の声を聞いたらどうとかじゃなくて、いまどう思うかを聞いているんだよ」

「いじりたい、イキたい、可愛がられたい、ご主人様の肉〇が欲しい……です」

「お前っ、ほんっとーに、メス犬だな？　どこまで奴隷根性あるんだよ……」

　呆れたように言うと、それもあきなのツボだったらしい。

　もう何を言ってもこいつは感じるんじゃないのか？

　とりあえず、さよならをしたいです。

　そんな意味だったのではないことが分かり、祐輔は胸をなでおろしていた。







ヒトでないモノ




　だが、ペットも時には反抗するものだということを祐輔は忘れていた。

　こんなふうになるまで追い込んだのは、ご主人様ではないですか。

　怒りを込めてあきなは文句を言いだしたのだから。

「奴隷根性って。うちをしつけたのはご主人様ですよ？」

「だから何だよ？」

「こうしろって言うから、言われたから‥‥‥望まれたからうち、頑張ったのに。ひどいっ……」

「えっ？　あ、おい何がひどいんだよ？　俺の好きなようにしつけていいって言ったのお前だろ？」

「せやけど、せやけど……そうですけど。でも、ずっとイカせてくれへんし、可愛がっていただけて無いです。いつもいつも、最後は関係あらへんみたいなこと言うて通話切られてしまうし。うち、放り出されたみたいでどないしてええか……ひどいっ、ううっ……」

　おいおい、泣き出したよ。

　しかもご主人様に反抗するなんて、どんなしつけ受けて来たんだよこのメス犬はあ……っ。

　そこまで言いだそうとして、祐輔はなじる言葉を喉奥に引っ込めた。

　不安だというあきなをそうさせたのは自分ではないか。

　この結論に簡単に思い至ってしまったからだ。

「なあ、あきな」

「えっ？」

「なんで、え？　なんだよ？」

「だって、いっつもメス犬って先につけはるから……つい」

「つい？　恋人みたいな気になったのか？　いま、感じて無かったろ？　いつもなら、はうっとか言うのにさ」

「すいまへん……ドキってしてもうてーその、祐輔様のことをつい」

「つい？　その返事多いな、お前。あきな、何を思ったんだ、俺のことをどう考えた？」

　ボソっと、その一言は最初、蚊の鳴くような小ささで聞き取れなかった。

　え？　と聞き返すと、ようやくメス犬は、一人の女性としてその気持ちを告白する。

　まるで嬉しそうに、デレるように。

「抱かれたい……」

「は？　セックスしたいってか？」

「ちっ、ちゃいますよッ！　そんなだいそれたこと考えていません。ただ、抱き締めて頂きたい、祐輔様に。そう思っただけです……」

「俺、言葉プレイは良いけど、そんな行動まで妄想するのは難しいんだけど？」

「言葉攻めだけじゃないです、祐輔様はその、うちの信頼するご主人様になってくれたお人やから。だから、ただ抱き締めて頂きたい。そう思っただけです」

　複雑だ。

　相手は妄想でどうにでもできるかもしれない。

　でも、俺にはお前の声だけしか……それはお互い様か。

　独占するということと、独占されるということ。

　その経験が違う。

　依存度も違う。

　俺がハマりそうなときに、こいつはどこか素知らぬ顔でするっと抜け出て、またいつか戻ってくる。

　そんな感じがしてならない。

　つまり、あきなを一番だと示すことは失う可能性を示していた。

　この、世界一大事なハズのメス犬を。

「そう、か」

「はい、そうです。だめ、ですか？　あきませんか？」

「あきませんな」

「えっ、祐輔様。それ関西弁……可愛い」

「デレんなよ、ばかメス犬」

「すんません……」

「きちんと理解してわきまえとけ。お前は二番。俺にはゆきながいるんだ。お前よりも上の、奴隷のゆきながな？　お前はペット。メス犬を抱き締めるのは良いが……」

「ええん、です、か？」

　いいのか？

　本当に？

　そんな思いが脳裏を交錯する。

　いやそうじゃない。抱き締めるのはいいんだ。

　それはいい。ただ、理解させなければならかった。

　メス犬は、人ではないということを……。

「いいか？　よく覚えておけよ、メス犬あきな」

「はい、なんでしょうかご主人様」

「メス犬は人間じゃない。少なくとも、俺はそうけじめをつけているんだ。意味が分かるか？」

「あっ……」

　長い沈黙となぜかむせぶような押し込めたくぐもった声が聞こえてくる。

　それは数秒？

　いや数十秒続いただろうか。

　そして、あきなの諦めたような口ぶりの返事が一つ。

「……申し訳ございません、ご主人様。あきなは、ご主人様に飼育調教して頂いてあそこを濡らす、タダのいやらしい……ペットです。メス犬あきなです……」

「ものわかり、いいな。お前……」

「だって、飼って頂いていますから。ご主人様にはゆきな様がいらっしやいますから……あきなはその下の一番だめな、底辺の奴隷以下のメス犬ですから……」

「だから？　なんだ？」

「ですから、お願いします。ゆきな様にもいつか、可愛がられるような。うちをしつけして、いじめて喜んで頂けるようなそんなメス犬になりますから」

「だから？」

　ここは追い込むべきだ。

　そう祐輔の数か月とはいえ培ってきたご主人様としての勘が告げていた。

　今、首輪を締め上げないと、こいつはいずれ同じことを言いだす。

　もっと愛してくれ、可愛がってくれ、いじめてくれ、ゆきな以上に。

　そう言われたら最悪だ。

　ゆきな様？

　ふざけんな、俺にはお前しかいないんだよ。

　お前だけをしつけて俺だけのメス犬に育てたいのに。道具のゆきな、なんかどうでもいいんだよ。

　……それは言わないけどな。

　お前の心を完全に堕とすまで、明かしてたまるか。

「だから、捨てないでください。もっと、しつけてください。ご主人様好みの女になりますから」

「ふうん。だが、イクのはなしだ。じゃあな」

「待ってー……」

　会話はこう終わらせる。

　俺が主人だ。

　そして、俺がすべてを決める。

　我慢しろよ、あきな。

　もうしばらく、そう、俺が満足するまでは嫉妬で濡らす道具になれ。

　祐輔はいやらしく微笑むと、一度だけかかってきたあきなからの着信を無視してスマホをベッドの上に放り投げた。







新学期前夜




「ゆきなの設定……考えなきゃな……」

　祐輔はそれからしばらくしてポツリとそうつぶやいた。

　自室の机の上にデスクトップパソコンのモニターがあり、そこにはテキストファイルが開いている。

　チカチカと点滅するカーソルは画面上に文字を表し、バックで削除してはまた数文字進む。

　そんな作業が数時間続いていた。

　あれからあきなは二回ほど連絡してきて、諦めたのかスマホには反応がない。

　デスクに足を上げ、椅子に座ったまま天井を眺めていた祐輔は、グレーの空をじっと見つめていた。

　あきな……身長百五十六、体重四十四。胸はＤあるとかないとか。

　細いようで平均的？　髪色は亜麻色でちょっとブラウンシルバーを混ぜたもので染めてもらっているらしい。

　薄く緑色にも見えないこともない度入りのカラコンをつけていて、実は近眼なんだとか。

　最近の会話で、髪は前の主人の意向で短くしていると聞いた。

　それなら俺は長髪がいいなと祐輔は返事をした。

「伸ばしているって言っていたよなー。いまどれくらいだろ？　肩？　それとも肩甲骨？　腰までってことはないよな？」

　聞いてみるか？

　さっきというか最近、いつも通話を切ったまま放置してきたしなー。

　俺がご主人様だし。

　いいよな？

　ギっとなる椅子から腰をあげ、よっと、ベッドまで手を伸ばして目的の物を取ると、画面をこちらに向ける。

　黒のカラーリングのスマホは赤く点滅していて、何件かのメッセージやアプリのお知らせを通知していた。

　画面をタップしてスマホを起動してみた。

　すると、あきなとの通話に使っているアプリとは別の、クラスやリアルな友人たちと共有しているメッセージアプリの方からも何か届いているのが目に入る。

「あれ？　そっち？　誰からだろ？」

　あきなからのメッセージが気になるが、なんとなく、リア友からの方を優先した方がいい気がしてそちらを先に開く。

　明日から始まる新学期。

　そして、学年が変わる日でもある。

　前の担任は交代して今年からは副担任の能見先生、三十代独身の担任にレベルアップするらしい……などなど。

　チャット形式でそれらはつづられていた。

　そして個人チャットの欄にメッセージが一つ。

「あ……まじか」

　その項目にあったのはゆきな。

　といっても祐輔が妄想で作り上げようとしている奴隷ではなく、現実に存在するクラスメイトの橘ゆきなから送信されてきたものだった。

（明日、どうする？　寄っていく？）

　簡素な一文。

　二人には共通の幼馴染がいる。

　野上れいな。

　通学路から駅まで行く合間に、彼女の家は存在する。

　駅から逆算すると、野上家、橘家、そして、祐輔の三笠家となる。

　だから祐輔から駅で会うか、それとも各家の前の路地で落ち合うか。

　用事があるときはこうやって確認が入る。

　朝練だったり、どこかに買い物に寄ったり。

「春休みも終わり、か。さーてどうすっかな。拾っていくのがいいかなー」

　拾う？

　なんとなく聞きなれた響きだ。そう感じて祐輔は思い出す。

　ゆきなの設定を作ろうとしていたことを。

「いつも通りでいいんじゃないか？」

　そのままの文章を入力して送信。

　二人から既読といいね、がついていた、

　ここの会話はそれで終わる。

「あきな……怒ったか？」

　今度は後回しにしていたペットの方だ。

　それを開いた時、祐輔の目に飛び込んできたのは嬉しい画像と悲しい一文だった。

　数か月ぶりに見る、愛玩奴隷？　いやメス犬の自分からおねだりするような、写真。

　太ももと秘部だけのものだったがあきなはあそこにシャーペンを数本突っ込んでいた。

　そしてその下に「ご主人様だけのあきなです」「でも、明日は少し連絡できないかも……学校、始まるから。すいません。うち、ダメなメス犬です」。その二言を受信していた。

「見抜かれている……？」

　捨てられたくない、そんな思いからの数か月ぶりの写真かもしれない。

　だがそれは一番ちょうどいいタイミングで祐輔の心を刺し貫いていた。

（分かった。きれいだな、お前。俺はシャーペンよりも、極太のマジック数本の方が好きなんだけどな？）

　ま、無理だろうと思って送信してみる。

　以外にも早く返事は帰って来た。

（ごっ！　極太？　……そんなの挿入したら、ガバガバになりますよ、あきませんよ……）

（俺は手首を入れようと思っているだが？　いずれな？）

（そっそんなーッ）

（ピアスもいいな？　ク〇とかに。乳首も悪くない）

（えっ……あ、その……）

　なんだ？　痛いのは嫌か？　そりゃそうだよな？

　そう思ったら、数分の時間差をおいて、とんでもないものが送信されてきた。







あります




（あります）

「はっ？」

　その一文が祐輔の脳裏に大量の疑問符を出現させる。

　あります、何があります、どこにあります、というか、誰か何をあるんだよ？

　頭の中を意味不明な日本語の羅列が特急列車のように走り抜けて行く。

　焦らされ、待たされた挙句、こんな回答しか来ないなんて……あっ。

　ふと祐輔は思ってしまった。

　いや勘ぐってしまう。これは彼女なりの、報復ではないか、と。

　そして送られてきた一枚の写真。

　湯気で白くなったそれは身体の一部で、何かが煌いているような、いないような。

　密着しすぎていて、何も見えないといったほうがいいようなものだった。

（何が……あるんだ？）

（ですから、その……あります、よ）

「だから、何があるんだよ？　俺がずっとイクことを待てって、伏せって犬みたいにおあずけしたことへの、嫌がらせか？」

（あります、では分らんだろ、駄犬！）

（ひゃんっ、そんなひどすぎますっ、ご主人様！　もうっ、教えてさしあげません、いじわるばかりされて……）

「それをされているのは俺なのだが。焦らしプレイってやる方はいいけど、される方はある程度でやめなきゃあかんなあ……って、関西弁が移っているし！」

（されてって、お前がそうして欲しいと言ったんだろ？）

（虐めるのと、意地悪とはちゃいますよ、祐輔様！）

　あ、なんか今夜のこいつは強いぞ。

　我慢に我慢を重ねて、もう爆発寸前の感じじゃん。

　ふうん、なら爆発させてみるか。

　一度くらいキレたあいつも見てみたい。

　いや、聞いてみたい。

　祐輔は不敵に笑うと、負けてなるかと通話アプリの発信ボタンを押す。

　すると、出たのはあきなだがしかし、あきなじゃないようなあきなだった。

「はい？　もしもし？」

「え……？　あれ、かけ間違えたか？」

「はあっ？　誰って。ひいっ……ゆう、すけ……サマ……？」

「……」

　なんだこの反応。

　いや、妙に声が反応して、なんか水音も聞こえるし。

　風呂場か？

「あの、その……ご主人様？　後からかけなおしていいですか？　いまお風呂」

「あー……。ダメだ」

「そんなっ、だって」

「だって？　何か都合が悪いのか？」

「……あきません。また虐めるおつもりなんでしょ？」

「お前、さっきまで標準語だったよな、あきな？」

「ゆるっ、許してくださいっ！　普段はこんなんじゃないですから、ちゃんと関西弁使う、祐輔様だけのあきなですから、メス犬ですから……」

「そんなに何を慌てているんだ、お前？　誰か一緒に入るのか？」

「っ！　違い、ます……ちゃいますけど、でも、ちょっと作業が……」

「作業？　なんの作業だよ？　風呂場で仕事でもやってんのか？　学生って話だったよな？　俺と同年代の？」

「お願いですから、待っていてください。ちゃんとかけなおしますから、お願いします」

「むう……。俺が悪い奴みたいな言い方だな？」

「そんなことありまへんから、本当に、ご主人様が一番ですから」

「……俺にはお前は二番で、ゆきなが一番だ。だから、お前はあと一年、イクの禁止な？」

　お？

　返事がない。

　キレたか？

　しかし、聞こえてくるのは何やらカチカチというもの音と、時折、コロンっという小さな音のみ。

「おい、あきな？　メス犬？」

「っう……痛い……。分かっていますよお、理解しています。心得ています、嫉妬はしますけど、刺したいとかもたまに思いますけど」

「はあっ？」

「嘘です、てへ」

「お前、二年に延長な？」

「嘘っ？　そんな酷いっ！　いつまでうちのこと意地悪なことしかしない専属にするおつもりなんですか！　こんなに、こんなに……こんなにしているのに……」

「お前は奉仕する、俺は命令する、お前は俺の希望にできるだけ添えるように努力する。見返りは求めるな。だろ？」

　冷たく突き放そう。

　いつかこいつが自立できるように。

　あれ、何言っているんだ、俺。まるであきなをどこかで手放す用意があるような、そんな物言いじゃないか。

　言ってないけど。

　そして聞こえてくる、苦悶の声。

　呻き声のような、泣き声のようなそれは、決して、快楽という二文字には相容れない。

　そんな感情が押し溜まったような重苦しいものだった。

「ううっ、あっつ！　いだ、いっ……ううっ……」

「おい？　メス犬？　お前何して？」

「絶対……」

「はあ？」

「あきなは、うちは絶対、ご主人様から離れません、捨てられても必ず側に戻ります。必ず……必ず！」

「お前、大丈夫か？」

「大丈夫っ、っう！　ひぐっ、あかん、いたい……」

「何やっているんだよ？　一体、何やっているんだ、お前？　俺は捨てる気なんか……」

　しかし、女の勘というのはすさまじいものだと、この時、祐輔は実感した。

　あきなは一方通行だけに済ませようとしていた祐輔のそれを、あっさりと見破っていたのだから。







名札




「ご主人様！」

「えっ、あ、はい……なんだよ。そんなに痛みを押し殺して泣くようなもんか？」

「泣きますよお、当たり前やないですか。捨てないってそう約束してくれはったのに、いつもは否定してくれはるのに、さっきはそのまま流そうとしはった！　うち、そんなん嫌いです！　約束っ！」

「おっ、おう。約束……」

「一生、二号でええですから。彼氏も、恋人も、セフレも、だんな様も作りませんから！　だから会わなくてもええですから……ご主人様が嫌ならそんな重たい、うちが負担になるようなことしませんから」

　捨てたら、マジに殺される……。

　Ｍ女の執念を垣間見た気がした。

　捨てないなんて、言葉だけではこれは終わらないような気がする。

　だからと言って、いま謝ることだけは負けるような気がしてしたくなかった。

　出た言葉は、

「そう思うなら、お前がどうしたらいいか、考えて行動しろよ」

「それは無理ですよっ！」

「なんでだよ？」

「だって、祐輔様はうちにご主人様のことだけを考えて、いつも濡らすような、それだけしか考えないメス犬になれって、そう命じられているんですよ？　犬は自分で考えて行動しても、それは檻の中というか……所詮、動物です。人間みたいには考えたら、祐輔様に逆らうことになります」

「お前なあ、あきな。そうは言うけど、会うのは嫌。場所も聞かない。こうして通話だって、いつ終わるかわからないアプリで、だろ？」

　言っていて矛盾に気づかないのか、お前。

　祐輔はそう思うが、それはあちらも理解しての発言だったらしい。

　また続く無言。そして、謝罪。

　それも、これまでにない、心を込めたもの？

　いやいや、そうじゃない。

　諦めの悪い、まるで、散歩から帰りたくないと全力で駄々をこねる飼い犬のそれ、そのままだった。

「いややっ！　そんなん、いやや……」

「嫌だって言ってもお前がそう言いだした……」

「あきまへん、あかんけど、嫌です！」

「だから、何をどうすると？　お前、これ、会話になってないぞ？　せめて、乳首くらいいじりながらだなあ……」

「知りません！　聞こえませんよって！」

「それ、京言葉だろ？　関西の言葉、めちゃくちゃ入り混じってないか？　まさかエセ関西人？」

「もう、どうでもええやないですか。男気のないご主人様なんて、ほんまみったくないわあ！」

　それを耳にして、祐輔はなんかカチンっときた。

　みったくないわあ＝みっともないわあ。

　多分、意味はそれだ。

「おいこら、メス犬……」

「ひいっ！　は、はい……」

「お前誰のメス犬だよ？　誰の所有物だ？　誰の二号になりたいって自分から言い出したんだ？」

「祐輔様……、のモノです。身も心も、穴は全部、祐輔様のためにあります……」

「そこまで聞いてねーよ、クソボケ」

「すんまへん……」

「いじれったらいじれや？　なあ？」

「いまは無理、とれちゃう……」

「は？」

「だから、ですから……取れてしまいます」

「何が？」

「ですから、そのーピアス、が……」

　唖然とした。

　予想外だった。

　なんの話だ、そう思った。

　祐輔の頭の中は真っ白になりそうだった。

「……お前、ピア、ス？　空いてん、の……？」

「っうっ、痛いっ、あ。はい。空いています、けど。除けるのがちょっと大変……」

「詳細！」

「はいっ！　ええっつつつ？　詳細ですかあ？」

「そりゃ、聞きたいだろ、普通」

「そうなんですか、普通？」

「良いから答えろ」

「えー……どうしよっかなー……知りたい、ですか？　教えたくないかも」

「答えるのと、通話切られるの、どっちがいい？」

「言いますっ、言いますからっ！」

　はあ……チョロい。

　チョロいから、空けられたんだろうなあ、前のやつに。

　それとも、自分で空けたんだろうか？

　妹の咲みたいに、耳に空きまくりのあれみたいに。

　あれ？

　なんで実妹のことを思い出したんだろ？

　いまはあきなとの通話中なのに。

「あ、ああ。言えよ。さっさと」

「？　ご主人様？　どうかなさいましたか？」

「え、なにが、だ？」

「いえ、何もありません、その、あれです。胸が両方、それに、あと、秘密……」

「はあ？　お前、なんかすごいな。自分で空けたのか？」

「……ないしょ、です」

「秘密主義は減点百だなー俺が空けられるとこ、どこにもないじゃん……」

「まだ、両耳が。その、鼻も舌もヘソもありますから……」

「ク〇やびらびらはどうなんだよ？」

「それはひみつですっ！」

「鼻輪はまだいいけど。それ以外は普通のだろ？　なんでそう、アングラなとこばっかり進化しているんだよ……まさか、タトゥーとかないだろな？　聞いたことなかったけど。俺、そろそろあいつにしたくなってきた」

「あっ、またゆきな様の話題ですかー？　いいなあ、ご主人様の所有物って彫られるんだ！」

「いや、それはいいから、あるの、ないの？」

「最近はやりの、淫紋とか、ですか？」

「そこまで具体的に聞いてねーよ……」




　一瞬、本物のゆきなが思い浮かぶ。

　あのデカイ胸、ブラの下もショーツの下もまだ知らない。

　いや、知っていたらそれはそれでだめなのだが、もし、そんな一生涯消えない刻印を彫れるものなら……それはＳ冥利に尽きるというものだろう。







タトゥー




「今のと……そう、ですね。確かめてください」

「は？」

「祐輔様が、あきなに会いたいって。この人のためなら、人生捨ててもいいって。そう思えるように調教なさったら確認できますよ、きっと」

「おーい、それはお前が嫌だって……」

「言いましたけど、でも、会いたいのも本当。抱かれたい」

「俺が困るわ」

「あきませんか？　あきなでは、ご不満ですか？」

「いや、そんなことは」

「では、おやすみなさい。ご主人様、愛している……」

「は？　え、おい」

　プツっ、と通話が切られてしまった。

　やられたっ！

　今度は明確なやりかえしだろ、それ！

　だけど、その夜は素晴らしい？　いや、痛々しい生々しい写真もついてきた。

　左側と思しき乳首。

　そのついていたピアスを外して新たに差し込んだのだろう。

　よくある、店員などが制服につけている小ぶりのネームプレート。

　針で止めるタイプの白いそれが、「メス犬　あきな」、と可愛らしい手書きで書かれて誇らしげにつけられていた。誇らしげというのは、多分、それを撮った時のあきなの姿勢が良かったから？

　ピンっと背筋を伸ばして、でも、乳首からは血がしたたり落ちながら。

「胸元にほくろ二連星みたいだな、あるんだ……」

　ついでにもう一枚。

（何これ？）

（タトゥーです。両方の乳首を勃たせたまま、そのー彫られた、んです。痛かった）

（痛いだろうなあ、なんで俺に見せるんだ？　二枚も。最近、サービスいいな、お前？）

　見えた、乳首そのものの、突起した周辺に彫られた鎖同士がつながった図案の円形に縁どられたタトゥー。

（だって、見られるの。悪くないですよ？　好きな人になら）

（お前、メス犬、な？　いつか本物の犬のオスと交尾させてやるかな……）

　悪趣味にもほどがある。

　だが、そういうプレイを好む層もいるということを祐輔は知っていた。

　あきなからの返事は、滝のような涙を流す、可愛いドラゴンのスタンプだった。

（うそ、ですよね？　そんな趣味、ありませんよね？　うち、それはちょっと無理かなあって）

（無理、嫌、できません、は言わない約束だったよな？）

（ひっ……はい、そうでした）

　なんなんだろう。

　一気にあきなとの境界線が縮まった気がする。

　ついでに、血が生々しい乳首につけられていたネットプレートの手書きにも、なんとなく馬鹿っぽさを感じていた。

（痛いだろ、それ？）

（……知りません）

（それするために、風呂場で頑張っていたのか？）

（……）

（バレないのか？）

（バレるから、困るんです。休んだり、いろいろ）

　いやいや、バレるだけじゃないだろ。

　それだけじゃ済まないはずだ。

　つまるとこ、フェイク。

　嘘もいろいろと混じっているんだろうなあ、こいつ。

　俺もそうだけど。

　そんなことを冷静に思える自分がいる。

　これは数か月の成果？　Ｓとして培ってきたものなのか、それとも自分が知らない自分がいるのか。

　どちらにせよ、タトゥーはほぼ、黒確定。

　シールだと見切ることにした。

　だから、祐輔は嫌味を込めて言ってやった。

（両方の胸にあるんだろ。いつか切り取ってやる、乳首ごと）

（はっ？　ひゃいっ……なんで切り取る）

（そりゃそうだろ？　お前は俺の所有物なんだ。前のやつのにおいなんていらないだろ？）

（だって、痛いっ……）

（我慢しろ、駄犬！）

（はうっ、あきません、それあきません……）

「まさか、駄犬呼ばわりで感じてんのか、この変態メス犬……」

　いや、それはないだろうと思いながら実験開始。

（黙れ、駄犬！　この駄メス犬っ！）

（あうっ）

　言葉ではなんとでも書けるんだよなあ。

　実際に聞かないと判断できない。

　とはいえ、もう深夜近い。

　隣では妹も寝ているだろうし、聞かれたら部屋の壁は厚いはず。

　逆隣の両親の寝室からは、とりあえず、あれの音は洩れてこないし……。

（いつか切り取るからな。いやなら会わない方がいいかもな？）

（でも……会いたい、ですよ？　祐輔様の赤ちゃん産んでも、母乳あげられないですね。覚悟しておきます。ごめんなさい、ご主人様）

　そんな返事が返って来た。

　子供、かあ。

　嬉しい画像だけど、とんでもないものも知ってしまった。

（その名札、つけたまま学校行けよ。外すな）

（ええええええっ！）

（おい、なれなれしいぞ？）

（すいません、すいません、すいませんっ！　行きますから……）

（本当に行けよ？　明日、証拠送って来いよ！）

（制服……バレちゃうよおっ）

　関西弁の設定、どこ行ったんだよお前。

　呆れながら、寝るぞ決めた。

　もう、疲れた。

　祐輔はおやすみ、俺のメス犬。そう入力して送信すると、そのまま布団に潜り込む。

　だが、なんとなく気になっていた。

　咲？　なんで出て来た……？

　隣の部屋だし、な。聞こえてないよな、まさか、なあ？

　そう思考するも、彼の意識は深い闇のなかへと落ちて行った。







妹




　春だ……。

　春休みも終わりを告げたその朝、祐輔の一日は早すぎる朝に始まった。

　上級生ともなれば部活の引退を三か月後に控えるし、進路もそろそろ決めないといけない季節だ。

　あいにくと俺には所属している部活はない。ないけど、妹にはある……。

　咲のやつが朝練に出る時間が早いこと忘れていた。

　隣でゴンッ、と大きな音がしてなぜかそれに起こされてしまった祐輔だった。




　陸上部の妹は春の強化合宿が終わって戻ってきたばかりだった。

　いま何時だよ？

　スマホを取り出して画面をタップすると、朝練に行くにしても早すぎないか？　そう突っ込みたくなるような時間……朝四時半が示されていた。

「何考えているんだ、あいつ？」

　どうして春なのにこんなに寒いんだよっ！

　毛布を首元まで引き上げてあと二時間は寝ようと再び目を閉じたて数分後、静かに誰にも聞こえないようにと配慮しながら、それでいてザリっと扉を開ける物音が再び、祐輔の目を覚まさせた。

「ベランダ……？　なんで？」




　こんな夜更けに何するつもりだ？

　洗濯物なんて干してないだろうし、咲……？

　耳を澄ますとフウッと何やらどこかで聞き覚えのある音が聞こえる。

　なんの音だっけ？

　このすうっと心の中に入ってきて、足りない何かを埋めてくれるようなそんな感触。

　ざわっとして、それでいて怖いとかそんなものじゃない。揺らめくローソクのような、そんな不可思議なもの。

　それでいて……見てはいけない、そんな禁忌の何かに属するもの。

「あきなの吐息と同じじゃん……？　咲？」

　春だし、犬や猫の盛りのつく季節でもあるよなあ？

　迷い猫でも見つけたのか、あいつ。

　眠いのにどうでもいいや、どうせもうすぐにでも学校行くだろ。

　重い溜息。

　これは自分のものだ。

「はあっ……」

　は？

　俺は一度しかため息ついてないんだけど？

　誰の声？

　ベランダってなにしているんだ、お前……？

　祐輔はベッドから出られないでいた。

　相手は妹は自分の部屋と共有しているベランダを渡って来たからだ。

　祐輔の部屋の、窓辺まで。

　咲の身長は低い。

　高一、まだ百四十六センチだとこの前ぼやいているのを聞いたばかりだ。

　それでもスタイルは悪くないと思う。

　ホットパンツにキャミソール一枚の恰好で家の中を始終うろちょろしているのを眺めているから間違いはない。

　スタイルは良いが、胸は昨日見たあきなのやつよりはさすがに小さいよな。ふとそんなことを思う。

　真っ暗のはずの西向きのベランダにその全身が浮かび上がる。

　向かいに立つ高層マンションの明かりで、祐輔の部屋はお世辞にも暗いとは言えないでいた。

　それでも朝日を浴びるのが大事だからと薄手のカーテンを譲らない両親に感謝をするべきか浮かび上がる咲の肢体はどこか奇妙だった。髪を結い上げる必要もないのに、いつものようにポニーテールにしているし、臆病なくせにこわごわとベランダの床を這うように歩いてやってきたにしては……。

「あれ、スマホの明かりか……？」

　背面のライトではなく、画面のそれがよりくっきりと浮かび上がり、祐輔が変だと感じた原因をさらに明確にしてくれた。

（こいつ下着……服、着ていないのか……まさか？）

　そんなことは望んでも見られない光景のはずだった。

　実妹の、それも自分の兄の部屋の前でしゃがみ込んで何かをしようとしている妹なんて多分、咲は……全裸だ。

　ぞわっと全身に何かが走る。

　それは、祐輔のＳとしての気質が教えたのかもしれない。

　ベッドからそっと這い出ると、気づかれないようにと心を砕いている妹以上に細心の注意を払い、祐輔はスマホをそっとカーテンの隙間から差し出した。

　画面の明かりはもちろん、消したまま。

　モードは録画にしてある。

　予感が正しければ、咲は。妹はそこで何かをやるはずだ。

　祐輔があきなにさせたことのある、あることを……。

「聞こえますか？」

「……」

「ほらっ、ふふ。恥ずかしい……」

「………、……ろよ」

「はい、でもまだ出なくて……寒いからかな？　もうちょっと待ってくださいね」

「……」

「あ、出たっ」

　それは風呂場でよく耳にする水音だった。

　昨夜のあきなとの会話でも耳にしたじゃないか。

　でも目の前でガラス一枚と二枚のカーテンを隔てて、そこでしているそれはまさしく。

（咲……何やってんだよ……？）

　手元のカメラは綺麗にそれらを録画していることだろう。

　音声と共に。

　自分は壁に隠れてあちらに気づかれないように息すら潜めているというのに。

　妹は上から覗かれる危険性も、兄に見られているという現実も知らずに甘い吐息を漏らしていた。

「うんっ……、終わっちゃいました……聞こえた？」

「……」

「マジ？　嬉しい。感じているなんて、こんなんでいいの？　本当に？」

「……！」

　通話口の向こうで誰かがいる。

　それは妹に指示してか、それともねだったのか。

　兄として信じられないものを聞いている気分になる祐輔だった。

「ンふふっ、ごめんね○○」

（聞こえねーよ、バカ）

「まだしたいんだけど、これ好きなんだけど。裸でするってきもちよくて、でもお兄が起きたらだめだから。それに寒いしー真冬ほどじゃないからもう慣れたけど……ね？」

（真冬？　こいつっ、俺が寝ている間にこんなこと？）

「うん、あとは部屋でするから、待って。たくさん、見せたげるから」

（……っ？）

　そこで通話が終わったらしい。

　カシャっ、カシャっ、とシャッター音と共にフラッシュが数度またたき、祐輔の室内に妹の裸体の影が映りこむ。

　勘弁してくれっ！

　普段は自分があきなにさせていることなのに。

　見てはいけないものを見てしまった罪悪感で、咲が室内に戻ったあとも祐輔はそこをしばらく動けずにいた。







新学期




　ぶるっ。

「寒っ」

　制服に着替えいつも通りに家を出て、ゆきなの自宅前を通る河川橋のたもとで彼女を待つ。

　普段なら待っているはずの彼女が来ないので、祐輔は通信アプリで「まだかよっ？」と催促のいかつい番犬の吠えているキャラを送信してやった。背中に「遅刻は厳罰だあ？」　と背負っているやつだ。

　そうしたらそれは本当にやってきた。

　手元のスマホがキンっ、と金属音を鳴らした。

　それはメス犬専用に設定しているやつで、よくゲームなんかで剣を持つキャラ同士が剣を叩きあっているときに使われる効果音に似ていた。

「は？」

　思わず祐輔は間抜けな声を上げてしまう。

　だって、自分はゆきなに送信したのであって、あきなに送信したのではないのだから。

　おかしいなーと思いつつ見返すと、朝から咲の一件とか後始末とかでバタバタしていたせいだろう。

　ご主人様失格と言われても仕方ない。相手を間違ってスタンプを送信していた。

　どんな返事かと思いきや、可愛らしい一文。

（すんまへん、すんまへん、愛しています祐輔様！　朝の挨拶遅れてごめんなさい、あきなはほんまにいやらしくてダメなメス犬です、勘弁して下さいっ！）

　というメッセージとともに、あれだ。

　これは朝から本能がそそり立つのを抑えきれない。

　というよりは、すさまじい爆弾だった。

（アホか？）

（アホです、間抜けなメス犬ですうっっ！　でも、……お好きでしょう、こんなん。まさか、こんな程度であきなのご主人様ともあろう祐輔様が勃起とか！　クスっかわええー）

　こいつ、文面がクソウゼー！

　黙れ、メス犬、この駄犬がっ！　と、入力しようとしてやめた。

　ここは相手を心底黙らせてやろう。

　別の意味で。

（この程度で？　アホかお前。駄犬どころか、そこいらのグラビアアイドルでもできるわ、こんなもの。もっと精進してエロくなったらどうなんだ、この駄貧乳が）

（……すんまへん。もう電車乗りますよってに。ご主人様、お気をつけて……）

　帰ったらまた連絡しますとの簡素な一文の後にはスタンプすら生えない。

　よしよし、撃沈には成功したらしい。

　祐輔は満足そうに軽くガッツポーズをする。

　ちなみに、送られてきた画像は昨夜のネームプレートをつけたまま、一夜を過ごしたのだろう。真っ赤に腫れあがった乳首にそれをつけたまま、薄い青のブラから「メス」だけ、文字をはみ出した状態でブラウスを開帳したあきなの上半身だった。

「実は胸かなりあるよなーあきなのやつ……。あのままいくなんて馬鹿だろ……」

　感染症などが心配だが、そこはなんとかするに違いない。

　本当はご主人様、大満足なんだぜ？

　よくやったと誉めてやりたい。

　でもな……。

「ごめーん、祐輔。待った？」

「お？　おお、いやまあ。数分な」

「そ？　いつもなら催促が来るのに来ないから、もう行ったのかと」

「催促？　あ、ああ……もう来年はほら、進学するしさ。大人だろ、大人……」

「それって、言われなくてもやれよって暗に叱られているみたいでウザっ」

「お前のその性格よりはましだよ」

「あっそ！　なんか言うことあるんじゃないの？　その性格悪い誰かさんに！」

「言うこと……？」

　まだ春先だ。衣替えには時間がある。

　黒ブレザーの制服の中には見事にたわわになった双丘があるだろうが、ここからは見えない。

　緑色のチェックの入ったプリーツスカートからは長身のゆきなの長くて、ほっそりした足が伸びている。

　こいつ、手足長いのだけは良いんだよな、まるで咲みたいだ。

　と、昨夜の悪夢がよみがえりそうで、祐輔は頭を振った。

　うちの学校はニットも着られるし、冬場は三種類のセーターもある。男女ともにブラウスは一枚、白のものだが、紺に緑、黒と三種類のスカートとズボンもある。ちなみに女でもズボンが履ける。

　開明的だなあとは思うが、さて、何が違うのか。

「あーなに？　歩きながらにしないか、れいなの家までもう少しあるし」

「いいよー、で、どうなのかな、祐輔？」

「近づくな、視線が近いっ、キモいだろが！」

「つれないなあ……さっさとわかりなさいよ、このノロマっ」

「一度、その頬、張ってやろうか？」

　つい、祐輔はいつものあきなに対しての声を抑えた口調で反論する。

　無理もないここ数週間、ご主人様を演じるのに必死だったのだから。

　抑揚のない、冷たさを含んだその言葉。

　普通にした聞こえないが、Ｍ女にしてみればある種の音程に乗ったそれは、どこまでも圧があり被虐感をそそるのだとか。

「っ？　な、なに……よ？」

「は？　いや、お前がウザいから。失礼だろ？」

「……気を付けるでも、気づいてよ。これ」

「これ？」

　ゆきなが示したもの、そこには見たことのない紫色のシュシュがあった。

　これ、生活指導に文句つけられなきゃいいけどな、そう思い、ふと耳もとを見るとこいつは咲と違ってピアスがない。

　そうだったけ？

　過去の記憶があいまいでどうでもいいかと思いつつ、「可愛いじゃん。浩紀とか喜ぶんじゃないか？」「はっ？」「何？」「竹岡クンとかどうでもいいからっ！」「そう、か」「そうなの！」、といった感じでなぜかゆきなは不機嫌になる。

　髪色は栗色というか亜麻色。少しグレーっぽい。

　あきなもこんな感じかな？

　そっと自己主張する胸元に視線をやると、いつもは左肩にかけているバッグが右肩にあることに、祐輔はまだ気づいていなかった。
















第一章







猫毛の幼馴染




　野上れいな、橘ゆきな、そして、三笠祐輔。

　この三人は、腐れ縁。

　そして、幼馴染だ。

　同じ学校の、同じ学年の、同じクラスに三人がいる。

　正直、飽きてしまう。

　両脇に美人が二人もいてうらやましい？




　それはあれだ。

　れいなに恋煩いをしてもう何年もかなうことのない、竹岡浩紀。

　身長も百七十後半、日本人離れしている容姿はモデルといっても通用する。

　そんな、美男子なこいつが引き連れていてこそ華が際立つし、絵になるのだ。

　祐輔は脳裏でそんなナレーションを読み上げながら、毎度のようにれいなのバッグを抱えてやる浩紀をすごいと思う。

　彼は他の女に目が行かない。

　常にれいな一筋だ。

　なのに、その視線の先にいる美人ときたら……。




「髪、相変わらずな」

「おはよう、祐輔、ゆきなー。もう本当、ひどいの。猫っ毛？　そう言うんだったかなあ、天然どころの騒ぎじゃないのよー」

「湿気がある日はもっとだしなあ。お前、それどうにかならんのか？」

「どうにかしたいのが本音だって。一度、ストパー当てて、そっからまた整髪料使って。んで、これ。意味ないじゃんってねー」

「タンポポの綿毛みたいとはよく言ったもんだ……」

　そんな祐輔とれいなの掛け合いは毎度のことだ。

　浩紀は黙って微笑んでいるし、ゆきなはどこかうらやましそうに自分たちを見ている、とれいなは前に祐輔に告げていた。

　しかし、ゆきなは欲しいが、欲しいが、あきなが今は一番だ。

　どうせ俺にはいつか罰が下る。

　あきなをだまして良いように使った罰が。

　それを理解しているから、祐輔はなるべく自分の周りに壁というかそんな感じのものを作っていた。

　なるべくなら、ゆきながそこに入ってこないように。

　俺は嘘つきだから……。

「れいなにゆきなって……それ、お似合いだね。二人一緒かい？」

「あ、浩紀、気づいてくれてんじゃん。祐輔ったらぜんっぜん、気づかないの。本当に優しさがないっていうか、なんていうの？　ノロマ？　違うか？」

「ゆきな、それ言い過ぎだから。祐輔じゃないと怒られていると思わね？　気を付けた方がいいよ」

「でた、浩紀の正論。つまんないわーダルイ……」

「ゆきなー」

「知らなーい。れいなと二人で仲良くやってればいいじゃん」

　そう言って、ゆきなは憮然としてやってきた電車から乗客が降りたのを見計らってさっさと奥に行ってしまう。

　追いかけろと二人の視線に追いやられて、仕方なく祐輔がゆきなが占拠した二人掛けのイスの片方に座ろうとすると、窓際にかけていたゆきなの左肩にぶつかった。

「……っうっ！」

「え？　どしたんよ、お前」

「何っ、でもない……。昨日、こけただけ」

「左肩打ったってか？　間抜けな、本当に」

「うっさい、バカっ」

　そんな目尻に涙をためるほどに痛いなら、医者にでも行けばいいのに。

　しかし、ゆきなはブレザーの裾からさらに谷間をのぞかせている、豊かな胸の片方をそっと庇うように顔を伏せてしまった。

　育ってんなぁ……なんでこいつ、こんなにデカいんだろ。

　そうこう思っていたら、カーブで揺れが来た。

　この路線は竣工が昭和初期でそろそろガタも来ているいう。立っていたら、カーブを曲がる遠心力でたたらを踏みそうになる。

「うおっ？」

「あ、悪い、祐輔……」

「んっっ！」

「は？」

「え？」

「ゆきな、どうしたの？　そんなつらそうな顔……」

　自分たちの隣、座席に座ることのできなかった浩紀とれいなの荷物を膝上に引き受けていた祐輔は、その揺れに耐え切れずつい、ゆきなに当たってしまった。

　というか、れいなの荷物が左胸を直撃していた。

　くぐもった悲鳴が長く細く続いて三人はびっくりしてしまう。

　当たったの胸だろ、肩じゃないだろ？

　大きかったらその分、反動が肩にも行くのか？

「……っさい！　バカ祐輔、痛いって言ったのに肩に当たんなっ！　マジで気遣いできない男って嫌い。イラつく、お前もう帰れよっ！」

「冤罪だろ、それ……。いや、冤罪じゃないが、不可抗力って、やめろって、俺に当たんな。殴るなって」

「うるっさいの！　痛いのよっ！　痛いって言ったのに、あかっ……なんでもない……」

「はあ……？」

　あか？　なんだ？

　拳を固めて、揺れが無くなった車内で祐輔の頭を軽く殴りつける、ゆきな。

　それは痛みの憂さ晴らしかもしれないが、両手が荷物でふさがった祐輔にはもちろん防げないわけで。

　ゆきなの理不尽さはここ数年、いつもなわけで。

「あーハイハイ……。俺が悪かったから。後でサンドバッグなってやるから。な？」

「うーっ……私がバカみたいじゃんかあっ」

「その通りだろ？　痛いなら痛み止めでも飲んで来いよ、間抜け」

「ぬっころ！」

　こんな他愛のない会話でも気がまぎれるならそれでいいかと祐輔はいつものように、ゆきなをからかい、上手に付き合っていく。

　その光景は浩紀にはとてもうらやましく映るだろうと、祐輔は思ってしまうのだ。

　浩紀の視線の先にはいつもれいながいる。

　しかし、れいなの視線の先には誰もいない。

　少なくとも浩紀はそう思っていて、真実を知らない。

　知っているのは祐輔だけだ。

（黙っていてね？　祐輔だけが知っているんだ、わたしの秘密。お願いだから……）

　ダレニモハナサナイデネ。

　その一言はどんな秘密よりも重く祐輔を縛り付けた。

　いつか、れいなも誰かによって裁かれるだろうと、あの時から祐輔はそう思っている。







れいなの裏




　今朝の二人は同じ髪型だね。

　そう浩紀が言った時、初めて祐輔はそれに気づいた。

　ついでにシュシュも紫と淡いグレーでそれぞれの髪色に合っている。

　俺、観察眼なさすぎるわ。

　ゆきなを見て、れいなを見て、そしてその背中をのんびりと駅まで追いかけてきたら、浩紀は一発で見抜いていた。

　左肩が痛むと涙を流すゆきなに、最初に優しい言葉をかけたのも浩紀だ。

「学校の売店でなんか置いていたっけ？」

「それより保健室じゃないか？　れいな一緒にいってあげたら？」

「え、でも……ちはやちゃん、今日いるのかな？　祐輔どう思う？」

「さあ、分かんねー。てか、非常勤だし、いないかもな。それより構内のドラッグストアで痛み止めと湿布とか買った方がよくないか？」

「あ、それありえる。その方がいいかもね」

　そんな話で学校前の駅に入っている薬局で痛み止めだの、湿布を買うことにした。

　ゆきなの顔色はそんなに悪くない。ただ、痛みはあるらしく、時々、誰かとすれ違うたびに顔をちょっぴりとだけ歪めていた。

「祐輔、ゴメン。先にトイレ行くから」

「は？　ああ……れいなと浩紀、先に学校行けばいいよ。あいつは俺が連れてくから」

「でも心配だしなー。浩紀、荷物だけ持ってってよ」

「はあ？　れいなお前っ」

「いいよ、そうする。先に行くよ」

「サンキューッ」

　れいなはいつもこんな感じだ。

　絶対に浩紀と二人になるのを避ける。

　必ず祐輔かゆきなを間に挟んで、クッションにして、浩紀の優しさから逃げようとする。

「お前、まだやってんの、あれ？」

「何？　ああ……まあ。ゆきなには言わないでよね？」

「誰にも言う気にはなれないよ、趣味悪いだろ」

「あんただって……同類、じゃない」

　ゆきなを待つ間、二人は自販機の前にあるベンチに腰を下ろしていた。

　いやに時間がかかるなと思いながら、祐輔は何がいい、とれいなに問いかける。

　コーヒー、ブラックで。

　それがいつものれいなの決めセリフだった。

「好きな、ブラック。お前、もう真っ黒じゃなくてドス黒くなっているんだろ……」

「春休みでそれも増えたかもねー。でも、悪くない」

「悪い悪くないの話じゃなくてーさ。どうすんだよ、浩紀のこと。あいつ、この二年間ずっとお前だけに尽くしているじゃん」

「知らないよ、れいな悪くないし。浩紀、しつこいんだよ……ストーカーまがいだし」

「さっきみたいにこれがいいって言ったら、そうするだろ、あいつ」

「……しないよ。全部、俺様。全部。だから、嫌なんだ……」

「ドＭのくせして、何言ってんだか」

「それ、セクハラだから……」




　知らねーよ、ばーか。

　年上の男ばっかと付き合って、金搾り取っているからそうなんだろ。

　身体売らずに、食事だけとか。好きなもの買ってもらう代わりに、小遣いもらうとか。

　れいなの裏の顔。

　母子家庭なのは知っている。まだ両親がいた頃からの中だから。

　母親がお水になって、ホストに貢いで、若い男と遊んで何日も戻らないのも知っている。

「寂しいからってそれ埋めようとしてさー。ヤリなしで男から金儲けてもさ。お前、いつか刺されるぞ？」

「そんなヘマしてないし、最近はネットだけだし」

「何それ？」

「顔だけ隠してさー……んで、オナるの」

「んなこと聞いてねーよ、ばーか。見つかったらどーすんだよ」

「いいんだよ、経験になるから」

「何の経験になんだよ……」

「前に話したじゃん。小説書きたいってほら、官能小説だから、知るには、いい、よ？」

「勝手に調教されてろ、メス犬れいな」

「……誰かをそう呼んでんの？」

「ねーよ。いまどき、週刊誌のマンガにだって出てくるだろ、そんなセリフ」

「あんたは？　飼ってないんだ？　れいなの憧れ聞いて、書いてみろって。俺もそんなの好きだからって言ったの、あんたじゃん」

　ついつい口が滑りそうになる。

　いま半年以上、飼っているんだ。好みの可愛い、世界一大事なペットを。俺のあきなは可愛いんだって。

　でもそれは言えない。

「いねーよ。いても、言わないし。いなくても言わない。それ、ルールだろ？」

「……そうだね。ＳＭのルール。ペットとの関係を他人に漏らさない。二人だけの秘密の魔法のルール。でもさ、祐輔？」

「んだよ？」

「あんた、れいなの秘密……知りたくない？」

「は……？」

　その時だ、シャキンとスマホが鳴った。

　自分のやつじゃん。しかもあきなからのタイミングが悪い。祐輔は返答に困った。

　知りたい、それを言えば浩紀を裏切ることになる。




「教えてもいいよ？」

「……あ」

「ごめんっ、お待たせ。もう買ってきたよ」

「あ……」

　二人の声が重なる。

　その秘密の空間は、ゆきなによってあっけなく破られた。

「どうしたの、二人して顔赤い？」

「何でもない。買うなら買うで、先に言っとけよ」

　ぶっきらぼうな言い方を残して祐輔は一人ベンチを立っていた。

　危なかったっー。危うく、知りたいって言うところだった。

　背後ではゆきなとれいなのやり取りが聞こえるが、急がないと新しいクラスに移動する必要がある。

　いまは二人に構っている場合じゃないじゃん。

　スマホを取り出してみて、その時間におののきながら祐輔は画面をタップした。

　内容は？

（撮ってみました。ちゃんとつけていますよ、うち、えらいでしょ？　いいメス犬でしょ？　ご主人様！　でも、誰かに触られたりしたらめっちゃ痛くて泣きそうでした）

　相変わらずのドラゴンが大泣きしているスタンプ。

　それは痛いっ、と文字を背負っている。

　画像は……。

「痛いならつけるなよ、まったく」

　人に見られたら恥ずかしいどころじゃすまない。

　上半身裸のあのバカ犬が、どこかの公衆トイレで胸だけ自撮りしたものが一枚。

　でも、なんだか素直に喜べない。

（もう取れよ、それ）

　冷たくそんな一言を入力して、祐輔は学校へと急いだのだった。







スカートの中




　眠気を誘うような内容のスピーチが祐輔の五感を刺激する。

　それだけではなくて、体育館に数百人の全校生徒が一堂に会すると……マジで眠い。

　いや、これを耐えろっていうのはもう、拷問だろ？

　心で毒づきながら、女にしては身長が高いれいなが男女に別れた列だと自分のすぐ隣に来るのが、まためんどくさい。

　ゆきなは頭一つ低いから前にいるし、浩紀はクラス一の長身だから一番後ろだ。

（あきなの身長、どれくらいだったけ？）

　ふとそんなことを祐輔は思い出す。

　あの後、簡素過ぎる命令はショックだったのか、それともスマホ禁止の学校なのか。

　どちらにせよ、まだ学生の自分たちだ。

　休みの日でもないとまともに通話でいじめることもできないから、これからしばらくはメス犬とも普通の通話か、チャットでの調教となってしまう。

（ね、祐輔）

（は？　なんだよ？）

（あれ、まだ話）

（後な。後）

（分かった）

　隣の列のれいながこそっと話しかけてくるが、祐輔はそれをすげなくかわした。

　ＳＭ小説を書きたいから体験しているのか、ＳＭ小説に書かれていることのような体験をしたいから、危ない橋を渡っているのか。

　どうもこいつは後者のような気がしてならない。

　でも、それなら俺様気質だという浩紀に調教してもらえばいいのだ。

　なんで、俺に関わってくるんだよ、どいつもこいつもそう、咲もだ。




「皆様のような素晴らしい先輩たちにご指導ご鞭撻のほど頂きたく」




　うるせえ、そんなもんしたくねーよ。

　なにが、ご鞭撻……鞭でも使えばあいつも喘ぐんだろうか？

　いや、今朝の会話だけでＳＭをしているとは限らない。

　少しばかり変態の彼氏さんの欲求不満に付き合っているだけかもしれないし、男に弱いだけの恋愛脳な妹の本性を自分が知らないだけかもしれない。

　ただあれだ。

　カーテン越しにフラッシュを浴びるあの股を開いた状態でもしゃがみ方。

　あれを正面から撮らせたやつは幸せだろうな、とは思う。思うが、兄として許せないとも思う。

　あとはあれだ……用を足すのはいい。

　そっと分からないように、二階のベランダに引いてある水道からつながるホースで水をかけてそれを流すのもいい。

　バレるんだよっ！　臭いが、一階の居間のすぐ横に立ち込めるんだよ、このマヌケが！

「あれの臭いがあんなにしつこいなんて、思わなかった……」

　心底嫌そうな顔をして、祐輔は誰にも聞こえないようにそうぼやいていた。

　列がだいぶ左手になるが、咲は目に見える範囲にいる。

　あの後、壁に聞き耳を立てたら「なあにー、えっ。それまじで言ってんの？　だって、明日から学校。ブラは無理だって、咲、Ｃはあるし。バレるって……うん、うん。……パンツなら、いいかも……」、そんな会話が聞こえた。

　そう、聞こえるんだよ、うちの壁、めっちゃ薄いじゃん……

　これまであきなとしてきた会話も、全部筒抜けかもしれない。

　下手なことを言って、もしその一部でも録音されていたら？

　自分が部屋に放置していたスマホのロックを解除されて、何かのスクショでも抜かれていたら？

　悪夢だ……そして、後始末をした文句の一つも言いたいが言えない。

（犬が散歩したときにかける消臭剤みたいなのあったよなあ、確か。帰りに購入して帰ろう）

　そう思い、またため息を一つ。

　最後に心配事がまだある。

　咲の後ろ姿からは、下着のラインなんて分からない。

（うまくすれば、れいなと咲。二匹を調教できる？　無理だろ）

　この角度から見て、陽光に透かしてスカートの中を覗ける奴がいるとしたら、それはもう、自分たちの年頃なら神様扱いされるかもしれない。いや、多分、変態扱いで即死コースだな。

　最近の女は平気であれを出す。

　護身用とかいって、スマホケースについているスタンガン。

　あんなもんくらったら悲鳴どころじゃすまない。




　実際に食らった男も、食らわせた女も知らないが、誰かは被害に会っているかも……咲のスマホケースにもついてんだよなーあれ。

　電流といえば、この前見たＳＭモノではマチ針に消毒用のジェルを塗り付けてから、乳首や胸に刺していたなと思い出す。

　流血は嫌だけど、犯しながらあれで刺したらどうなんだろな？

　痛みはより強い快感を与えながら調教すると……痛みを快感と覚えるようになるっていうし……あきなは自分から乳首に穴を開けるような変態だし。犯しながら電マをク〇にあてて、乳首に針を刺しこむってのも悪くない、れいなは……。

　ふといやらしい目つきで胸元を見たら、にらまれた。




（ばーか）




　そんな口パクと、慣れてないんだろなーと思うウインクが返って来る。

　それを受けて祐輔はやっぱりあきながいいと思ってしまうのだった。

　後はあれだ……

　今朝、あきなに与えた指示が一つ。

　咲と同じようにして登校しろ。

　でも写真は要求していない。

　さて、あいつはどうしているのかな……眠気をまたかみ殺しながら、祐輔は始業式が終わるのを待つのだった。







痛み




（メス犬の痛みも考えてくださいっ！）




　それは時々、思い出したかのように反抗的なあきなの、怒りの一文だった。

　朝の写メもご主人様のため。

　昨夜の痛み耐えて刺した乳首のネームプレートもご主人様のため。

　いきなり朝早くに命じた下半身は下着禁止を守って登校したのも……祐輔様のため。

　主人に対しての忠誠心を示すためにやったその行動の結果は、もう、除けていいぞ。

　その一文であっけなく砕かれてしまった。

　いや、泥沼に細分化されて沈んでしまった。

　そんな感じに怒りと虚しさが詰め込まれたメッセージを見て、祐輔は何も言えなくなってしまった。




　始業式が終わり、クラスのある西棟の三階に移動して自席に戻ると、祐輔はなぜかゆきなを見ていた。

　目が悪いゆきなは教師が立つ壇上に近い方に席がある。

　対して祐輔の目は悪くなく、前回決めた席次のまま、最後尾に近い列の廊下側にいた。

（俺がお前の都合なんか知るか、この駄犬！）

　なぜだろう、そう返事をしてからあきなから返事はない。

　だが既読はついている。

　そして、さっきゆきながスマホを教師がまだ入室していないのを確認してから取り出して画面を確認すると、何か切なそうな顔をしてうつむいてしまったのが目に入ったからだ。




　まだ痛いのかな、あの肩。

　もうすこし優しくしてやればよかった。

　祐輔はゆきなのつらそうにしている理由を知らない。

　いつものように周りの女と会話をするわけでもなく、黙っている幼馴染がちょっと心配だった。

「まだ解散、ならねーかな？」

「いや、どうだろうなー。試験の範囲とか発表あるんじゃね？」

「なんで春先に試験なんかやるかなー。普通、夏だろ……」

　そんなクラスメイトのしゃべりが聞こえてくる。

　明日から試験じゃなかったっけ？

　違うかもだけど。

　れいなはそう言っていた気がする。

　あいつはそういうのに耳聡いから。

　副担任の男性教師、能見が担任になることだって確定だと教えてきたのはれいなだった。

　クラス一の情報通？

　いいや、そうじゃない……そう考えていたら、隣の席から何かが回って来た。




「あに？」

「野上から」

「は……？」

「知らねーよ、ほれ」




　ゆきなの後ろの列にいるれいなからのそれは、丁寧に長方形に折り込んだものだ。何かのメッセージが書かれているのだろう。

　浩紀が興味ありそうにこちらをチラチラと見てくるから、祐輔は余計にバツが悪かった。




　元、三笠　と書いてある元を、二重の斜線で消すと、宛に書き換えて差し戻す。

　渡してきた男は見なくていいのかよ？

　そんな顔をするが、祐輔は頼むと言い押し付けてれいなにバーカと口パクで合図をする。

　それは元のルートを戻っていき浩紀の手前で彼に強奪された。

　……ま、そうなるわな。俺、知らねー。

　担任が教室に入ってくる直前というところで、浩紀に突進したれいなはどうやらそれの奪還に成功したらしく、それからしばらくして解散が告げられた後、階段の踊り場で祐輔はいきなり後ろから背中を蹴飛ばされたのだった。




「っ？」

「このっバーカ、クソバカー、なんであんなことすんのよ！」

「いってーな……バカしか悪口ないのかよ、この暴力女。下着が見えるだろが……んな高く足上げたら。恥ずかしくないのか？」




　そう言いつつ、祐輔は辺りを見渡すが。




「ちゃんと確認しているわよ。最低男、短小、あんたなんか一生、彼女できないわよ」

「……あっそ。確認しているならいいんじゃないか？　浩紀は？」

「先に帰らせた」

「一人で？」

「ゆきなをよろしくって送らせた」

「なんでまたそんなめんどくさいことを……。それで俺を追いかけて来たのか？　また誤解させるだろ？」

「方向が一緒だったから。丁度いいの」

「一緒？」




　自分が向かう方向には担任の能見が顧問をやっている天文学部の部室と、屋上に続く階段。そして、その反対側には理科室とこれから抜けようと考えていた、通学時とは違う裏門に続く階段がある。

　ああ、あれか、と祐輔は理解した。

　こいつ、まだやっていたんだ、と。

「何か？」

「なあ、冬休みで辞めるって約束だったよな？」

「知らない。もう一回、蹴飛ばさせてよ、まだイライラする」

「やってみれば？」

「何よ、このっ、あっ放せっ、この、見るなー！」

「いやー予測してりゃ、誰でも掴めるだろ、このだらしなく脂肪のついたふとも……」

　思わず、スカートの中身まで見える程に蹴りかかって来たれいなの足首を挙げてしまい、祐輔は絶句する。

　そこにはあれだ……始業式からずっと自分の頭の中を離れない二人の女性。

　咲やあきなと同じく何も用意をしていないれいながいたのだから。

「……見た？」

「見えた。もっと見られたいか？」

「ドＳ！　変態っ！　通報してやるっ！」

「恥ずかしさとかないのか、お前。どうやって通報すんだよ、わたしは履いていませんでしたってか？　ちょっと来いよ」

　抵抗するれいなの腰に手を回すと、軽いなと思いながら彼女を半ば抱えるようにして祐輔はそれを上がった。

　普段から入口は開いていないが、生徒の来ることのほとんどない、別棟のようになっている屋上に続くその階段を。

「ちょっ、怖いのー！　何すんの、バカ祐輔」

「バカだよ、放すから、お前も俺にきちんと話せ」

「……何をよ？」

「いいから、話せ」

「分かった……」

　案の定、屋上に続くそれは開いていない。

　しかし、コの字なったその場所にれいなを押し付けて逃がさないようにするには、もってこいのスペースだった。

　頭一つ低い、野上れいな。

　その猫っ毛がひどいと朝方に文句を言っていた髪からは、淡いナッツのような甘い匂いがした。







恐怖




「何……、あんたまさか……犯す気？」

「されたいのか？」

「っ！　そんなわけっ」

「そうだな、無いかもな。でも、俺にはあるかもな」

「ひっ」

　れいなの両脇の下からそれぞれ手を入れ、ぐっと力を込めると軽い身体は簡単に浮き上がる。

　かかとが付かない程度に浮かせて、それから扉と地面の段差に足をかけ、片膝を突っ込んでやる。

　左足を少し強めに横にはらってやれば、れいなの股の間に祐輔の太ももが滑り込んだ。

「軽いな、お前。それに抵抗もなし、か。おい、変態」

「何が変態よ……どういうつもり……」

「俺が両手を抜いたら、このまま俺の前で股を開いているようになるな？　丸見えでも悪くないかもしれん。そうされたいか？」

「抱かれるならここは嫌だ。見つかりそう……声が出ちゃう」

「……はい、嘘松」

「へっ？　っきゃっ！」

　ばっと両手で踏ん張って支えていた上半身を解放し、そのまま更に下半身が落ちていくそれを、腰を持って引き上げてやる。

　今や、幼馴染は下着なしのあそこを祐輔の服に押し付けている始末だ。

　どんだけだよ……祐輔は心で苦笑しながら、左腕をれいなの腰に回すと、さらにぐっと腰を深めた。

　んっ、と妙な声が彼女の口から洩れて、祐輔は思わずれいなにキスをしたくなった。

「こんなことされて、感じるんだ？　それも演技か？」

「っ！　違うわよっ、あんたが強くしすぎなのよ、この童貞！」

「そりゃ悪かったな。その童貞に抱きかかえられてどうよ、気分は？　こんなアホみたいな真似まださせる気か」

「どうしろって言うのよ、あんたがここに連れ込んだんじゃないの」

「大声出したら、下にいる能見センセに聞こえるかもな？」

「あっ、ダメ、それダメだから。本当にダメ。ね、どうしよ……」

「センセはまだ職員室だろ、お前、バカ？」

「あ……」

　降りろ、重たい。

　そう言うと、祐輔はあっさりとれいなを放り出した。

　れいなは腰砕けになったような態勢でそのまま、しゃがみこんでしまう。

　結局、祐輔が腰に回していた手を引いてその落下を止めたのだが……。

「なかなかいい光景だな、これ。立ち上がれよ、れいな」

「ちょっ、何よさっきかから人で遊びすぎでしょって……立ち上がれない。引き上げてよ」

「やだよ、そりゃつま先立ちで尻が床につきそうになったら上がれないわな。俺が上から抑えているし、スカート全開じゃん。丸見えだわ、変態メス犬れいなだな」

「見るなァ、この馬鹿、ばかユースケっ！」

「なら抑えればいいじゃん、片手空いているんだからさ」

「それやったら、余計にずれ落ちるじゃん。見たいの？　それとも、こうするのが趣味なの？　変態……」

「普通はさっさと手を離して床に尻もちつくし、顔をそむけるだろうし、こっち見ないよな、そんな上目づかいで。おまけに、自分から見せるように股開いてしかも突き出したりしないだろ？　足の指先でもあそこに入れてやろうか？」

「んっ……ばかっ」

　いいや、これも嘘だ。

　野上れいなの演技。

　うまいよなあ、マジで。

　祐輔は良い光景だと思いながら、それを眺めさせてもらう。

　ついでに、れいなにかけていない空いた手でスマホを取り出してみるが、それを目にしてもれいなの自分を見つめる視線に揺らぎはなかった。

　まるで数か所？

　いや、一点から一人の視線で固定されたカメラが回っているみたいじゃん、れいな。

　小学生終わるまで、劇団にいたのは無駄じゃなかったってか？

「撮っていいか？　動画と写真。両方で。その後、クラスの掲示板に貼ってやろうか‥‥‥俺の名前で」

「え……あんた、何言って……」

「スマホ出した時も、俺が覗き込んでいる今も。お前、ずっと演技じゃん。もう何年の仲だよ、分かるって。あと、下着付けてない理由は知らんが、お前とヤル気ないから。ただし」

「ちょっ、その気ないって？」

　カシャカシャっとカメラのシャッター音が数回。

　フラッシュの閃光と共に辺りに鳴り響く。

　今朝の咲は自分でこうやっていたのか？

　そう思うほど、咲とれいなの恰好はよく似ていた。

「ないよ。でもこれは保険な。俺の命の保険。まだ、刺されたくないしな」

　そう言うと祐輔はれいなを引き上げてやる。

　軽い、そして、胸はやはりない。

　ちなみにあそこは剃っていて、毛はなかった。元から薄いのかもしれないけど。

「わたし、そんなことしなっ」

「お前はしないかもな。でも、浩紀は分からん。ついでに、能見センセも分からんだろ。なんでまだ関係してんだよ、教師となんか。約束したよな、俺が理科室でお前とセンセがキスしていたのを見て、もうやめろって止めた時。覚えているだろ？」

「……違うよ、ユースケ」

「何が違うんだよ」

「センセーとは、もう終わっているって。何もないって。キスだけだし、たまにメッセで話すだけ。それも本当、たまにだけ。もう、そんな人じゃないの」

「は？　ならなんで俺の後ろ追って来たんだよ」

「あれはっ、その……浩紀から逃げたくて……」




　いつしか、れいなは笑っていた。

　それは演技とか恥ずかしいとかそういうものではなく。

　純粋にこれから待っているだろう、何かに対しての恐怖をごまかすためのもの。




「どうした？　れいな。何があった？」

「ゆう、すけ……助けて欲しい……」

「は？」

　それはあり得ないはずの告白。

　祐輔は今日、一番の緊張感を感じていた。







怯え




「助けてくれ、か……」

「そうよ祐輔。お願い、助けて欲しいの……」

　困惑するよ、れいな。

　いきなりそんなことを言い出すお前にはさ。

　さてどうすればいいかな祐輔は助けてと懇願する女が、いまのいままで自分の前でメス穴を見せ‥‥‥それも演技で煽情的に蠱惑的に、まるで小悪魔がするように自分を誘惑してきたことを思い浮かべる。

　これ、信じていいのか？　それが正直な感想だった。

「どう……助けて欲しいんだ？　浩紀がどうとか言っていたけどあいつが何かしているのか？」

「っ……」

「どうしたよ、れいな。話せよ？」

「うん……」

　れいなは不安そうに肩を縮め、背をまるめて小さくなっていた。

　まるで保護欲をそそる仔猫みたいだと祐輔はそう思う。

　でもこのふわふわ綿毛の仔猫、牙と爪に猛毒を備えていないとも限らないんだよなあ、と。そうも思いながらそっと肩を優しく抱いてやった。

「大丈夫だ。とりあえずここにいる、俺はな？　話せよ、でも」

「でも、なに」

「嘘なら許さないぞ？　いいな？」

「……嘘、じゃない」

「嘘だったらどうする？」

「まだ何も聞いてない癖に、どうしてそんなこと言うの？　まるで尋問されているみたいでいい気分じゃない」

「尋問なんて難しい言葉知っているんだ？」

「そりゃ、この歳だし。何させたいのよ……？」

「さあ？　もうモノにしか思えないしな」

「モノ？　物って何よ！　助けてって言ってんのに、無視するの？　幼馴染のいうこと信じないの？　信じてくれない！」

「だって、それがお前の武器だろ、れいな」

「え……」

　れいなの瞳が震える。

　新しい恐怖に出会うかもしれない。そんな瞳の色をしていた。

　別に何もないよ、そう祐輔は言うと、れいなをじっと見おろしていた。目をそらさずに、相手の瞳の奥まで心の中にまでその視線を注いでやる。

「誰かをだまして好きなようにしたい。そんな黒い色してんな、お前」

「あっ……」

「何？」

「何でもない……怖いよ」

「目、逸らすなよ」

「だって、怖いじゃん……何も信じてくれない」

「何も聞きたくないから、好きにしようかなと。嫌か？」

「うん……」

「はい、だろ？」

「なんで！」

　そんな返事まで強制されたくないっ！

　反論したそうな彼女の顎を、祐輔はつかんだ。もう片方の手で後頭部のまとめられている髪を根元から掴み上げると、れいなの頭を後ろに引いて無理矢理、自分の方へと振り向かせる。

「はい、だ。そうだろ？」

「ちょっ、やだ……っ、あんたも同類……じゃん」

「かもな。あんなにされて、火がつかないわけないだろ？」

「うっ、嘘。あんた、それって。やだよ、祐輔。お願いそれ、のけて……」

「断る。直接触らないだけましだと思えよ。なあ……？」

　自分のまる出しのあそこに祐輔の肉棒が当たってる……硬い、それに大きい。

　はは、これヤバいかも……感じそう。

　それがれいなの素直な本音だった。

　適当に見せて、適当に煽って、根性なしの祐輔ならそれだけで思い通りにできると思っていたのに。

　身体をあげるよ？　そう見せかけて、まだ童貞の根性なしを好きにしたかったのに。

　計画はずれかもしんない……困ったな。浩紀より、断然手ごわいかも。

　れいなの計画が少しだけ歪み始めていた。

「へえ、そうなんだ。やればいいじゃん。浩紀みたいに、好きなようにしたらいいじゃん。最後までできなくて、それで果てるような童貞でしょ、あんたも……」

「いや、そんな間抜けにはなりたくないな」

「間抜けよ、あんたもあいつも！　わたしに命令して、俺様な生き方しかしないじゃない。自分が弱いからって、もっと弱い女を毎日、毎日蹴り飛ばすあいつとあんたも一緒だよっ！」

「証拠もないのに言われてもな。浩紀がそんなことするとは思えないし、お前のどこにそんなあざがあるって？　スカートの下は綺麗なものだったけかな？　腹でも蹴られてるのか？　それとも、全部脱がせばわかるのか？」

「まだ見て無いとこたくさんあるでしょ……」

「だとしてさー。お前、何を助けて欲しいの？　浩紀が暴力奮うなら警察いけばいいじゃん。その傷跡とか見せてさ。親にでも助け求めたらどうなん。俺には今一つそそらないわ」

「だって、あの手紙。あれあんたが見てくれないからっ！　また帰ったら、撮られる」

「取られる？　何を盗まれる？」

「違うっ、ばかあっ！　配信させられんの！」

　ピタリ、と祐輔の手が止まる。

　引っかかった？　れいながそう思った時だ。

　顎にかかっていた左手が、自分の喉にそっと寄せられてれいなはゾクっと何かに怯えるように、身体を震わせた。

　それは祐輔の行動そのものもそうだったし、彼の目があきなを調教している中で培われたそれ。

　Ｓとしての気質にだんだんと目覚めていった中で生まれた、サディストの理不尽な暴力を思わせるもの。

　無機質で、それでいてれいなの怯えや恐怖や欲望が、そのまま鏡になって映り込んだような。

　そんな、獰猛な肉食獣でもできない人間だけに与えられた知性の裏側にある支配という名の暴力が自分に向けられていたからだった。







愛液




　ゴクっ。

　そんな音がれいなの喉から洩れたような気がする。

　この手にもう少し力を込めたらどうなる？

　白いその肌の奥にある硬い物。

　骨でも折れそうだよな。

　祐輔は目の前にいる、単なる模型。

　生きた道具をじっと見降ろしていた。

　幼馴染。

　友情、信頼、裏切り。

　そういったものが全部崩れ去るのはなんとなく分かっている。

「なあ、れいな」

「……」

「返事！」

「は、い……」

「出来るじゃんか。なんかさー、見られないんだよな」

「なに、が……」

「お前のこと。そういうなんつーか、ゆきなみたいな、幼馴染ってかさ。あんな感じに見えないわ、いま。別の物に見える」

　ぐっ、と後ろ髪をまとめている部分をつかんでいる手に力を入れて引いたら、綺麗な喉が自分の前に出て来た。

　握りつぶせるな、これ。

　そう思い、ゆっくりと撫でるように一度さすって、それから力をこめてみる。死なないように、苦しくないように。でも、恐怖があるように。

「やっ、やめて……祐輔？　昔からの仲じゃん？　友達……」

「には見えない。俺を適当に使いたい。そんな感じにしか見えねー。お前、ずっとそうだったしね。可愛いし、スタイルいいし、まああんまり胸ないけど」

「……うるさぃっ」

「で、あれだ。自分は弱いように見せて、周りを使う。ＳＭ作家になりたいとか言いながら、そんな何かをするってのは知りたいって欲だけじゃないよな？　楽しんでいつでも逃げられる安全策を考えて遊びたいだけだろ？　人が知れない何か、出来ない何かをわたしは知っていますよーって。心のなかで自慢して優越感に浸りたいんだよ。寂しいから親が片方だから、可哀想なわたしを助けて、なにしても許されるよね？　そんな甘えで生きているだろ」

「へえ……知ったように言うのね。なら何してくれんのよ？　見知らぬ快感でも与えるとか？　バカじゃないの？」

「透けてんだよ、れいな。怖いってのは本当に思っているくせにいま、どうしようもないくらい足元が火事になっているの、自分では気づいているよな？　でも、知らないふりして誰かをそこに踏み台にして、逃げようってしている。結果は時間を先延ばしにしているだけだろ。いつか死ぬよ、お前？　ならさーその前に俺が好きに殺してもいいよな？」

　逃げなきゃ。

　一瞬、心がそうしろと全力で叫んだ。

　れいなは祐輔の両手を振り切って逃げようともがき、でも、それよりも彼の両手がれいなの首と髪の根元を持ち上げるのが早かった。

　ヒュっ……。

　そんな音がする。

　喉がガクンっとなり、意識が数秒飛んだように感じる。

　手足の力が入っているはずなのにいうことを聞かない。

　何より自由に操れるとタカをくくっていた幼馴染の彼は、その目は自分をまるでそこいらにあるようなゴミでも見るかのような目をしていて。

　それを見てしまうと、抗えなくなってしまう。

　恐怖？　それもある。

　絶望？　それもある。

　困惑？　それもある。

　罪悪感？　……それもある。

　でも、一番あるのはまだ見せてない自分を、全裸にされて見られた。それだった。

　祐輔の首を絞める手がゆっくりとゆるまっていく。

　彼は言葉を一つずつ、区切るように、れいなの魂にしみこませるように、発した。




「両手、後ろ」

「げほっ、……なに？」

「後ろで腕を組んで、左手で右手の肘つかんで。右手も同じに」

「……なんで……」

「視てやるから」

「なにを、みたいっていうの……」

「お前の、全部。見せたことない、そんなもの。あ、違うな。見られたくないとこかな？」

「……祐輔、趣味悪いね。それしたら何かくれんの？」

　喉が苦しい。

　全身がジリジリと痛む。

　筋肉がなんか変。

　それよりも、この問いかけ。

　なんだろ、なにをみたいっていうのだろう。

　わたしの見られたくないとこ？　裸なんて、なんども見られているし。

「れいなのあそこ。見てやるよ」

「っ……！」

　ゾク、っとした。

　ゾクゾクってした。

　心に何かが沸いている。

　これって悪いことしたときとか、誰にも言えない秘密を共有する、あれと同じだ。

　でもそれだけじゃいやだ。

　もっと欲しい。甘えたい、見つけられたい、離れて欲しくない、つなぎとめていて欲しい……祐輔だけの首輪で……。

「無理」

「なんで？」

「許されないから。わたし、嘘つきだもん……誰も信じてくれないよ。愛してくれない」

「ふーん。俺も許さないし、愛はやらん」

「……なら、殺したら？　いまなら出来るよ、多分」

「まあ、でもさ。これはやる」

「さっきから、はっきりしないことばかり。何よ！」

　思わず、祐輔をにらみつけてしまった。

　くれるかもしれないのに。

　この渇き、からっからのさび付いたまっくろな干物みたいな自分に。

　何かをくれるかもしれないのに。まだ見知らぬ何かを……。

「さらけ出したらさらけ出すだけ、お前を見ていてやる。誰も知らない、れいなを見ていてやる。んで、それだけは俺だけのもの。俺だけが知る、俺だけのれいなだ。それなら、いいだろ？」

「あっ……」

　だめだ。

　許されない、信じてもらえない、それでも、彼だけが知っていてくれるなら見せてもいいかもしれない。

　この時、野上れいなは下の口からうっすらと愛液を流していた。







失禁




「でも、気に入らなきゃ……捨てるでしょ？　みんなみたいに」

「みんなが誰か知らん。自分は人だって思うから捨てられるって感じるんだよ。死んでもずっと俺だけのモノになればいい。出ていくことは許さない。俺が捨てるのは自由だけど」

「だけど、何よ。自分勝手」

「いつも入り口は開いているから勝手に戻ってこい。すぐにな」

「まるで意思のない人形じゃない……どこにいても戻ってくる機能がつけられた、そんな人形。祐輔の好き勝手にできる、セックス人形……」

「表現が下手だなお前？」

「あっ」

　また後ろ髪を引かれた。

　乱暴にされればされるほど、深く何かが入り込んでくる気がする。

　大事にされる？

　それとも、彼の好きなように振る舞えば、さよならがない関係になれるような……いっそのこと、本当のモノになって奴隷みたいに所有物になれたら楽なのに。

　でも……言えないな。

　れいなはそう思う。

「透け透けだな、お前の中身。そんなに寂しいのかよ？」

「……寂しいよ。いつもずっと……誰もいない」

「そうか」

　れいなの愛情とか優しさとか、そんなものを受け入れていた部分がすっかすかの心は揺れて、誰にでも振り向く。

　少し優しくされれば、警戒しているように見せかけて、本当は、あっさりと扉が開いてしまう。

　賢い大人の男たちはそれをあっけなく見抜いて利用するだろう。

　まだ、そうなっていないか、序の口だっただけだ。

　祐輔はそう理解する。

　こいつが、俺の色に染まればなあ。

　奴隷は勝手に作ったゆきなだけ。

　ペットは？　あきなだけでいい。

　でも、所有物はいくついてもいい。

　多頭飼いっていうんだっけ、こういうの……。

「そう、だよ。だから……」

「だから？」

「……何でもない。贅沢だから、誰にも言えない……」

「ふうん。苦しいのが好き。優しくされたい、側にいてほしい。大事にされたい、愛されたい、信じて欲しい。それとあれか」

「へ……？」

「独占されたい？」

「え……」

「それとも……ああ、そっか」

「……？」

　こうすれば早かったんだ。

　祐輔はそう言い、れいなから両手を離す。

　自分のネクタイを緩ませると首から外し、れいなの首にその輪を放り込んで締め上げてやる。

　れいなの細い首には、それが簡単に絡まって絞りこまれ自殺をするときのローブのようになった。

　祐輔のネクタイを絞る力には容姿が無い。

　れいなは気道をつぶされそうになり、ひゅっ、喉を鳴らした。

「死ぬか？　それとも、俺の所有物になるか？　お前の好きなＳＭの性奴隷として生きるか、いまここで死ぬか。選べよ、れいな？」

「っ……あっ……」

　苦しい、返事を損なえばこのままもっと締め上げられる。

　両手は背中、足は開いたまま、あそこには祐輔の勃起したそれが当たっている。

　自分でも感じてもらえるなら。

　捨てられても勝手に戻れるならそれもでいい。

　れいなは思わず、恥丘を祐輔のそれにこすりつけていた。

　揺るがない服従の証として。隷属の誓いとして。契約の証として。




「いいんだな？　なら、どうするんだ、この雌豚」

「げっ……。ウエッ……。いっー……、いいよ、それ。ゾクゾックする……もっと締めて欲しい。死ぬくらいまで、もっと……殺して、ねえ。祐輔、れいなを殺して性奴隷に……ご主人様の所有物にして……ください」

「黙れ、雌豚。お前は黙ってどうすればいいか考えろ。俺をどうすれば満足させられるか、喜ばすことができるか。いいか？」

　コクン、とれいなはうなずいた。

　いや、もうそれはペット以下。

　モノとして飼われることを望む、本物の雌の色を瞳は憂いを帯びて悦びを示していた。

　祐輔がいまは首輪とリードが一体化したネクタイを引き揚げる力を緩めると、れいなは腰を離した。

　足が開くより広く、恥丘を突き出すようにして腰を落とし、両手でスカートをめくりあげていた。見て下さいご主人様、雌豚になったれいなの、一番、いやらしくて褒めて欲しいここを。

　そんな儀式めいた挨拶のような行為をれいなは進んで示した。

「何だよ、それは……しゃべれよ、れいな」

「濡れて、るの」

「いつから？」

「さっきから、首を締められて、それで全部、見てやるって。そう言ってくれ、下さったあの時から……」

「敬語くらい使えよ、雌豚」

「申し訳ございません……ご主人様」

「こすりつけろ」

「……えっ」

　上履きの底を祐輔はれいなのあそこに触れるか触れないか。

　そんな距離で足を浮かせて置いてやる。拒否すれば終わり。従えばまだ飼ってやる。

　最初の試練だった。

「嫌か？」

「まだ誰も入ってない……です」

「聞いてねーよ」

「やり、ます！　やらせて下さい……ご主人様のモノにしつけて下さい。全部、見てください。お願いいたします、雌豚を見てください」

　……やりやがった。

　どこかで見た、読んだようなやり方が通用するはずないと思っていたのに。

　処女とか自分からわめきだしたこの馬鹿な幼馴染があれだけ気位の高かったれいなが。

　嬉々として、恍惚とした表情を浮かべて頬を赤らめながら牝穴を、自分の上靴の底にこすりつけていた。

　不器用に、それでいて丁寧に。

　まんべんなく、愛液が行き渡るように。

　祐輔はそれを見て思わずリードを引き揚げる。

　なぜかは分からない。そうするのが正しいような気がしたから。

「っぐうっ……」

「漏らしやがった……この変態メス豚……」

　意識が無くなりそうになる快感と従う悦びに、れいなは床一面にいきわたるほど大量のおしっこを漏らして快感に酔っていた……。







後ろの穴




「おもらしかよ、雌豚……俺の靴底についていんだけど？」

「うっぐっ……恥ずかしっ。でも。イイ……」

「何がいいんだよ。よくないだろ誰が片付けすると……咲と同じかよ」

「……っ、はああっ」

　ブルブルっとれいなは身体を震わせる。

　まるで散歩のときに用を足したメス犬だよ、これじゃ。黒髪に黒い瞳の駄犬かな？

　首輪は真っ赤が似合いそう。買ってやったらつけるかな？　あきなは黒がいい。れいなが赤だ。青は。

「何、考えてんだ、俺」

「え？　……ご主人様？　どうしたの？」

「何でもない。それと床一面洪水にしてどうすんだよ、これ」

「……舐めとろっか？」

「敬語忘れんな、駄犬！」

「苦しっ、ごめんなさいっ、ごめんなさい……ごめんなさい……」

　その場にペタンっと力なく座り込みそうになるれいなを、祐輔は慌てて抱え上げる。こんな場所に座り込んだ日には……アンモニア臭をさせたれいなを連れて歩く羽目になる。どう考えても言い訳なんてできない状況だ。立たせようとし、だが祐輔はあることに気づきそれを止めた。

「拭かないとだめか、それ」

「……見ないでください、ご主人様……恥ずかしい」

「聞いているよ」

「れいなは、お漏らしするいやらしいだめなメス犬ですから……ごめんなさい。拭くのはティッシュペーパーがあるから大丈夫……です」

「じゃあ、スカートの裾を全部履いている部分に織り込め」

「え？　あ、はい……」

「出来たらさっきみたいに腰つき出して、俺に、そのポケットティッシュ貸せよ」

「え、でも」

　いいから貸せとそれをれいなの手からそれをもぎ取るとさっさとしゃがみ込めとくるりとれいなの身体を前後逆に向かせて、座りこませる。

　ティッシュを数枚抜き取ると、祐輔は足をもっと開けと指示を出してみた。

「あの……まさか、その、本気？」

「本気だよ。拭いてやるからさっさと尻突き出せ」

「は、い。やだ、これ、見せるより恥ずかし……っ……」

「犬はしゃべるな。いつの間に豚から犬になったんだか……ほら。もっとケツ出せ、この前と後ろの穴。俺が使うからな、それまで誰にも使わせるなよ？」

「後ろっまで？　本気？」

「今はまだ指も無理そうだけどな？　入るか？」

「ひうっ、だめっ！」

　牝穴に指先二本をそっと差し入れるとにゅるんっと、れいなの下の口は飲み込んだ。

　あっさりとそれでいて生暖かい幼馴染の感触に、祐輔の心が躍る。

　これが女の身体……俺だけの。

　後ろはどうなんだよ？　入るのか？

　指先を前から抜いてケツ穴のしわをそっとさすってやると、れいなは本能的な危機を感じ取ったのか思わず、腰を前に浮かして逃げようとした。

「逃げるなっ、ばか」

「だめ、そこ無理ィっ、無理ぃっ……ご主人様っいたっい」

「うんちするように力入れろよ。そうすれば楽になる、らしい」

「らしいって、ぐっ、そんな……」

「おっ……入るじゃん……一本、まだ根元も無理か」

　本当に痛くてたまらないのだろう。

　れいなは何とかして逃げ出そうとするが、祐輔はネクタイを引いてそれをさせまいと首を締めあげる。

　息を切らしながらへっへっと舌を出して苦しむその顔はどこか煽情的でまだまだせめてくれと言っているように見えた。

　人差し指を根元まで。中に突き入れてそのまま中指も強引に割り込ませる。

　二本だけかと思ったがそこまで行くと、隙間に薬指を入れ込むだけであとはあっけなく三本の指を第一関節までれいなのケツ穴は飲み込んでいた。

「ひどっ、もうやだああっ。うっ、ひぐっ……」

「泣いても終わらす気はねーよ、この駄犬。これから毎日、ここをいじってやる。ありがたく思え。返事！」

「馬鹿ァあ……あっ動かさないで。お願いっします、れいなはご主人様のいやらしい……メス犬ですっ、もっと。いじめてくださっい……」

　言えるもんだ。

　その返事をどこまで言えるようになるか、拡張するのも悪くない。

　祐輔は返事に満足すると、うなずいてネクタイを持つ手を緩めてやる。

　ただし、片方の手はまだケツ穴から抜こうとはしなかった。







堕ちたメス豚




「はふっ、はっ、はうっ……」

「緩いな、お前の後ろの穴？　いじってんのか？」

「ふぁっ、ちがっ、いじってやあっ……！」

「もう少し奥だな？　どっちが好きなんだ？」

「まっおねがっ入れないっで……何、どっち？」

「どの方向に動かされるのがいいのか聞いているんだよ」

「やっ、いえなっい」

　甘い吐息が漏れる。

　荒い息遣い、前の穴を触ってくれとメス豚は腰を突き出すが祐輔はそれに応じる気は無かった。

　なめらかな口の中の粘膜のような触感。

　それでいて湿り気と粘着質なそれは肉壁を通じて祐輔の指を飲み込もうとするが……れいなは本能的に排出する動きを阻害されるのがつらいのだろう。

　ヌメつく尻穴責めから逃れようとするが、拒否のそれを示すことはなかった。

「言えよ。ヘソの方か？　それとも背骨の方か？　ああ、膣の部分がいいなら、もっと」

「ぐっうっそこっ、だま」

「だま？」

「だ……っめっえ……はあ！　あぅ……」

「前の穴の中からもいじって欲しそうだな？　あいにく俺の手は空いてないよ。自分でいじれ、れいな」

「はっはいっ……ご主人様っ、ご主人様っ！」

「これか……っ！」

　命じるとそれを待っていたかのように、れいなは両足を自分のおしっこでまみれた床にしっかりと踏ん張った。

　左手は支えになる屋上へと続くドアのノブに。

　右手はこちらからは見えない。多分、二本は飲み込んでいるはず。

　牝穴の奥へと自ら指を突っ込み、主人である祐輔の指先を肉壁越しに掴もうとしていた。

　互いの人差し指、中指同士が二つの穴を通じて絡み合うと、れいなの嬌声がそれに彩りを添えていく。

「いっいっいい……っだ、めえ……」

　祐輔が強く直腸の壁をこすりあげると、れいなは初めてこれまで聞いたことのない声を上げた。

　それは祐輔が知らない、もしかしたら誰にもまだ見せたことのないれいなの本性、本質が上げさせるモノだったのかもしれない。

　れいな……？

　こちらを、左肩越しにいやらしくも、じっとりとした粘りのある視線で振り返るれいなの横顔を見た時、祐輔はこれが女が見せる秘められた素顔なのだと気づく。

　れいなのそれは性欲を貪り、その行為をすることだけが自分を晒しだす。そんな自分自身を改めて知って恥ずかしそうに恥じらい、なお欲望を追いかけるメス豚がそこにいた。

「なんだよ、嬉しいのか？　安心したような顔しているぞ、れいな？」

「メス豚っ、だからあっ、祐輔だけの……おもちゃだから、私……これ、好き。ご主人様」

「ふーん……」

「もっと、あっ？」

　安心した？

　こんな行為を強要されてそれで落ち着く？

　お前は多分、これから帰る電車の中でいじれって命じたらするんだろうな？　満員の乗客の前でもそんなどこか自信に満ちた顔をして晒すんだろ？

　エモノを手に入れた。

　そう感じると、なんだか奇妙な満足感が祐輔の心を満たしていた。

　同時に、背徳と服従に歓喜する一匹のメスに堕ちた幼馴染をこれ以上見ていたくない。そんな割り切れない感情が、彼を主人という立場から少しずつ引き離そうとするが、れいなのケツ穴は……その強欲で馬鹿みたいに誠実な祐輔だけの肉のおもちゃは彼が指先を抜こうとしても簡単には離さなかった。

「終わりだ」

「嘘っ、なんで？　れいな、まだ行ってない、ご主人様！　どして……、祐輔？」

「うるせえよ、メス豚！　終わりだって言っているだろ」

「やっ、うあ、んっ……」

「ふう……」

　入れるときも抜く時も甘い声が祐輔の耳を犯し、ほんのりと甘い香りと何度か捻り出た便の異臭が鼻を衝く。

　抜かれたことで下半身の力が抜け、腰砕けになりそうになったれいなの身体を、ネクタイで引き上げていた片腕で抱きとめると、祐輔は階段の手すりにれいなをもたらせた。

「俺が掃除するから、ここで待てよ。お前の上履き、底がしょんべんで濡れているからさ」

「やあ、やああ、祐輔。まだ、まだれいな、まだっ」

「はあ？　まだしたいのかよ？」

「だめ……ご主人様？」

「その上目遣い、卑怯だよな……」

　物欲しそうに辛いよ？　と自分を見上げるれいなはメス豚？　それとも普段の彼女なのか判別がつかない。ここで確実に堕としておかないと後からさっさと普段のれいなに戻りそうで祐輔はそれを思うと背筋がゾクりとした。

　それを感じた瞬間、甘えさせるな！

　そんな心のどこかで叫ぶ声を聞き、祐輔はケツ穴に入れていない方の腕。

　利き腕ではない左手の平が、見上げてくるメス豚の頬や耳元を避けて打ち下ろすように叩きつけていた。

　小さな悲鳴と重く乾いた音がその場に響き、れいなは張られた頬を片手で抑えて茫然とした顔つきで祐輔を再度見上げてくる。

　恐怖？　絶望？　信頼を裏切った？

　いや、違う。これはあれだ……溶けた顔だ。

「……抱いて欲しい」

「は？」

「お願いします、抱いて？　れいなを全部、祐輔のモノにして欲しい。いますぐ」

「……欲しいんだ、こんな場所で？　どこまで変態なんだよお前」

「……っ変態、だから。祐輔の！　ご主人様の本当のメス豚にして欲しい……」

　ああ、これが堕ちるってことなんだ。

　俺いま、新しい奴隷を飼ったんだな……少しばかり後悔が走るその心の痛みを感じつつ、祐輔は抱いてくれと迫る一匹のメスにどこか圧倒されそうになっていた。
















第二章







秘密の何か




　はあ……。

　手に入れると冷める。もしかしたら、これは男の性なのかもしれない。

　すまない、れいな。いや、あきな。

　そう思いながら、祐輔はれいなの額にそっと自分のそれをくっつけてみた。

「へ……？　何？　キスしたいの？」

「急にびっくりしてビビるなよ。そうじゃないけど、こんなに迫られたの初めてだからさ。俺がびっくりしているんだよ、れいな」

「あ……ごめん、なさい。何かハズい、よ？　これ、顔近い」

「嫌いか？」

「ううん、違うけど。でも視線上げられない」

「知っている。俺も恥ずかしい」

　近い距離が言葉を越える気がした。

　触れ合うことでこいつを理解できる、そんな気がしていた。

　あきなとは違う、それでも自分を求めてくれる。俺達そこまで遠い関係だったっけ？

　何かが違う。

　幼馴染でよく知っているはずのこいつを変えたのは何だろ？

「ごめん……祐輔は迷惑、だよね。こんな変な女じゃ」

「迷惑とは言っていない。要らないとも、嫌いだとも言っていない。それに……」

　魔法が解けたかもしれない。

　れいなはまともな目をしていた。恥ずかしそうに、こっちを見られないって言いながらチラチラとその黒い瞳が俺を見てくる。なんだか、どうしようもない。修正が効かない道を歩き始めた気がする。俺はこいつを捨てられない。

　祐輔はそんな予感めいたものを胸に感じていた。

「それに、何？」

「最後までいろよ。俺のモノだろ？」

「……うん、ありがとうございます。ご主人様……」

「これ、どう思う？」

「は……？　あ……」

「こら、口に入れようとするなっ！」

　れいなのケツ穴に入っていた指先を彼女の鼻先にそっと見せてみると、れいなはそれを口に含もうとした。

　遠慮なく勢いのよいその行動に、呆気に取られながら慌てて手を引くと、れいなはムーっと祐輔をにらみつける。まるでそれは忠義を試された柴犬のようで……ついくすりっと笑ってしまった。

「だって、お掃除しろって意味じゃないの、それ？」

「いや、それはっ」

「れいな、ちゃんと出来るよ！」

「ムキになるなよ。そうやれ、と命じた訳じゃないだろ？　メス豚」

「豚っ？　犬でしょ？」

「性奴隷れいな？」

「どれよ、もうっ！」

「……考える」

「はっきりしないご主人様ってダサい」

「お前のケツからでたうんこ、くっつけてやろうか？」

「やだ……」

「手洗って掃除用具持ってくるから、待っていろよ」

「え？　だってこれ……出したの私だし……」

　駄犬の後始末するのも飼い主の役目だろ？

　そう言うと祐輔は靴底、もう乾いたとのたまうれいなを連れて階下に降りた。

　メス豚の尿は階段を伝って流れる寸前で、さて、どうやって始末したらいいんだろ？　というか、女って感情の切り替え早くね？　隣を歩くれいなはさっきから少しばかり気まずそうにする祐輔とは逆に、何か憑き物が落ちたようなさっぱりとした横顔をしている。

　というかそう見えるからあの現実離れしたいやらしさは夢だったんじゃね？　そんなことを思いつつ、能見センセ来ないなーなんて話をしながらさっきまで文字通りの痴態を演じていた場所を掃除して終わった。

「どうする？　帰るか？　あ、それより何だよあの、言っていたやつ」

「……配信のこと？」

「あーそれそれ。配信ってなんだ？　何かのライブ中継でもしてんの、お前？」

「聞いても怒らない？」

「悪いことなら、これからすれば怒るかもな」

「……」

　帰りながら、歩きながら話す。

　そう言うとれいなは先に立って歩き始めた。

　どうしたもんだろな、これ。助けてくれって言われて、俺に何ができる？

　話し始めるのを待つか。それとも声をかけるべきか。

　迷いながら歩いていると、れいなが入ったのは駅前のあのショッピングモールだった。

「祐輔、遊ばない？　上」

「上？　アミューズメントのとこか。いいけど。何して遊ぶ？」

「さあ？　二人で居られる場所がいいかな。誰もいないとことか」

「マジで聞かれたくない？　そういうことか？」

「うん、そう、だね」

「ふうん。なら、フードコートの奥なら誰もいないだろ。ほら、あのバルコニーに出られるとこ」

「あーあそこ、ね。外だし、いいかも……行こっか」

「おう」

　さて、何が出てくるんだろな。

　浩紀がどう関わっているんだろ、それに、れいなはまだ処女だって自分から言った。だけど、配信とかマジなら道具とか使うだろうしそれで処女もなくね？

　どうも嘘が多い気がする。

　れいな、お前どうしたんだ？

　まだ深い場所に秘密の何かを隠している気がして、祐輔は彼女の背中をぼうっと見つめながら後を追った。







傷跡




「で？　何があったんだよ？」

「え？」

「だから、なんかあったんだろ？」

「ああ、うん……」

　ファーストフード店で購入したセットメニュー。

　数百円でも学生には少なくない出費だ。それも二人分。

　いつか回収できるか？　いやー無理だろうなあ……あんないい目を見られたんだし、これも口止め料？　それともなんて言うんだっけ……ああ、そうだ。

　必要経費。

　それだろ、多分。

　黙り込んでしまったれいなは一人黙々とポテトフライを口に運んでいる。

　言いたいことを言えないのって苦しいだろな。

「辛かった、か？」

「え……？　何？」

「いや、誰にも言えないで苦しむのってある意味、あれじゃん。自分の心が痛くなる時ないか？」

「ある、よ……でもなんで？」

「俺もある……」

「そう。そっか……」

「まあ、うん」

　れいなには言ってもいいかな？　俺の大好きなあいつ、あきなのことを？　もし言えばどうなるか……どこかのネット掲示板で読んだ多頭飼いをしていたサディストの飼い主の悲惨な末路。

　奴隷に後ろから刺されて、誰にも気づかれないまま自宅に放置されて死んだ。

　その犯人も愛した飼い主の側で首を吊ったとか、吊らないとか。

　ＳＭはとてつもなく心を病んだ存在同士が出会う場なのかもしれない。

「祐輔は。ごめんなさい、ご主人様は何を言いたいのですか？」

「は？」

「だから、ご主人様って呼ばないと、捨てるってこと……じゃない、の？」

「扉は開いているって言ったはずだけど？　どこでもそうやって俺をご主人様って呼ぶ気か？　捨てる捨てないだけで判断する？」

「そう言った」

「そうだっけか？　まあ、お前のケツ穴、気持ちよさそうだけどな？」

「……ばか」

　頬を赤らめるって表現はどうもおかしいらしい。

　正確には無言になって、硬直するんじゃん。顔は……赤いってより不機嫌に見える。

　漫画やテレビの表現ってあてにならない。

　常識も通用しないこともあるんだろな、これからたくさん。

　こいつを俺だけのメスにしておくにはどうすればいいか。

　祐輔はあきな以上に頭を使うべきなのかもしれないと、軽い疲労感を覚えていた。

「俺だけのモノでいいのか？」

「……」

「返事」

「はい……それで、いい」

「誰もいないな。このテラスコーナー」

「へっ？　まさか」

「いや、何もしなくていい。話、できるだろ？」

「あ、ああ、うん。そうだね」

　いつもはブラックのコーヒーなのに。

　今日はオレンジジュースなんか頼んでこいつは気分転換？　そう思って付き合ったら、とんでもないことが飛び出してきた。

　さっきまで非現実の世界にいたのに、ご主人様の責任を改めて感じる。

　これはなかなかキツイな。

　れいなの話に、祐輔は背筋に汗をかいていた。

「あのね、みんなに見せろって。そう言うの……浩紀が」

「は？　あいつが？」

「うん、それでね。最初は、浩紀が好きだったの、わたし」

「いつから付き合ってんだ？」

「昨年の夏からかな。それで、今年に入ってあの能見センセのことのちょっと前辺り、かな？　二人に好きになってもらって、浮足立っていたの。それでセンセのことがバレたじゃん、祐輔に」

「ああーそうだ、な」

「それ、浩紀も知っていて。で、裏切るのかって言われて……それで、そんなことないって。証明しろって」

「何したんだ？」

「見せたの、れいなのこと。その前から、二年前くらいからかな。お母さんとお父さんが離婚してさ。誰かに……寂しくて、で、先輩に誘われてオヤジと会ったりして、そんなのもバレたの」

「オヤジって、円光？」

「違うよ、そんなことしてないもん。デートしたり、御飯食べたり……オナニー見せたらお金くれたの」

　あ、それを浩紀の前で見せたのか。

　裏切ってないって証明したくて？　でもそれなら、もっと他のことでも良かったんじゃ……。

「浩紀、その話聞いたのか？」

「その？　ああ、オナニーのこと？　うん、全部話したよ。そしたらみたいって。それで、見せたの」

「……」

「それから、キャスとかで放送しろよ。できたら信じてやるって言われてで、見せた。一回だけ。そっからかな、数回、録画されたの」

「おい……」

「本当だよ？　でも顔は出てないから誰もわかんないよ。浩紀と、祐輔と。れいなしか知らない」

「断ったら、その結果があれか？」

「うん、そう……やっぱり見ていたんだ？　そうだよね、見えるよね」

　ケツ穴を責めたところは薄暗い場所だった。

　それでも、れいなの姿を見るには不自由しなかった。れいなが本当に見せたかったのは、メス穴とかそんなものじゃなかった。

　それは。

「ひどいな、それ。どうやったんだ？」

「毎日だよ。撮影する、しない関係ない。ベルトで鞭みたいにして叩かれるの。痛いのが最近は快感になったけどまだ、やっぱり怖い。跡、ずっと残るかな？」

「その痣じゃ、難しいかもな。跡は残るかもしれない。治る前にまた叩いていた、か。黒いってより、もう火傷みたいだろ、それ」

「嫌いになった？　これでも抱いてくれる？　捨てない？」

　その前に、やることもあるけどな。

　祐輔は不安？　いや、諦めたような顔をするれいなをじっと見つめていた。







レンタルれいな




「病院は行かないのか？」

「無理だよ、うちのこと知っているでしょ？　虐待でお母さん捕まるよ」

「……浩紀をいじめで捕まえさせたら？」

「逮捕なんてしないでしょ。それにそうなったら間違いなく録画されたの出回るよ？」

「はあ……いろいろとれいなも考えていたんだな。それでどうしようもないって思ったのか？　でもなんで俺に助けてくれって言ったんだよ」

「ん？　まっふぇね？」

「早く食べろ、まったく」

「んー」

　のんきなのか危機感がないのか、それともどこか抜けているのか。幼馴染はようやく見せた？　気楽そうな顔つきで自分を見ている。ハンバーガーを頬ばり、さっきまでの余韻はどこに行ったのやら。

　俺はまだ足りないのになーれいなのばか。

　あの時、抱いたら人生変わったかな？

　いやいや、危険に自ら頭を突っ込むなんてもうやっているな……はあ……なんで言ったんだろ。全部見てやるって。

　後悔先に立たず。男らしくない言動は控えるべきだ。

　すくなくとも、ご主人様ってのは心で調教し、心で首輪をつけて支配するもんだ。俺はここで逃げたらだめだな……そう思いながら最後のポテトを食べようとするれいなからそれをかっさらってみた。

「待て」

「んっひゃい……」

「面白いな、お前？」

「まだいろいろとあるから。今は我慢する、かな」

「いろいろ？」

「ご主人様って奴隷をイカせてなんぼじゃないの？」

「っ……！」

「まだイカせてもらってないよ、れいな」

「ふっ面白いな。よし、決めた」

「へ？　何を決めたの？」

「イカさない」

「はあーっ？」

「うるさい、黙れメス豚。その椅子の上に上がってチンチンしろよ。みんなに見えるように」

「やあっ……」

「ダメ。やれよ。そしたら考えてやるよ」

「ううっ……ひどい。惨い、あんまりよお……」

「言葉だけはまともだなあ、お前」

　ううっ、とか言いながられいなが恥ずかしそうに椅子の上に立つとしゃがみこんでそれを開こうとする。スカートをまくりあげて、角にあるこの席からは向こう側には見えないけど。誰かが来ればそのまま御開帳しているメス豚の牝穴が丸見えだ。

　これはこれでいい光景だけど……れいなはチンチンの恰好……両足でつま先立ちになり、両手の指先で牝穴を左右に開いて見せた。

　ピンク色のそれはうっすらとテカっていてとても怪しく綺麗な薄桃色の貝のようだった。ついでに内股に一部残っている浩紀が作ったムチ打ちの痕が対比するように痛々しい。

　もういいわ。俺が作り替えたらいいんだろ、やれば！

「わんっ？　にゃー？　やっぱり……ぶーぶーっ？」

「遊んでいるのかよ、バカ豚」

「ぶう……」

「座れもういい。その傷痕、誰かに見せるのはもったいない」

「はあい。もったいないってどういうこと？」

「だからもったいない。もっと増やしてやりたいだろ？　気持ちいんだろ、叩かれるのがさ？」

「はい……祐輔になら、いい、よ。うん。でも、可愛がってくれる？」

　れいなはまだ一分の経過していないのに、あんな恰好をして置きながら座るとまたフライドポテトをほおばり始めた。今度は祐輔が買って食べている分だった。

　こいつっと手で張りたくなるが、これが駄犬なのだとしたら、それは浩紀の調教が悪いだけだ。俺が再教育してやる。イラっとしながられいなの口から残りをもぎ取ると、俺のだ。そう言い、祐輔は半分以下のフライドポテトを口元に運んだ。

「しつけがなってない。浩紀はだめな飼い主だな」

「違う……」

「何が違う？」

「飼い主は祐輔だけだよ」

「……は？　だってＳＭしていたんじゃ？」

「そうだよ。でもれいなはそれではいって言ったことないもん。だからだよ、これ」

「あ……そういうことか。お前、まだ堕ちてなかった？　じゃ俺は？　どうしていいって言ったんだ？」

　れいなは今度こそ、頬を赤らめていた。メス穴と同じようなピンク色に紅潮しているその表情はまさしく美女のもので‥‥‥忘れていた。こいつとゆきなは学年でも上等な部類だったと祐輔はいまごろになってそれを再認識していた。

「気づいてないよねー祐輔は。いまだってそう。私のフライドポテトを勝手に食べたし。そういう無意識にやっていることがなんだかなあって」

「なんだかなあって何だよ。まるで俺が女を無意識に惹きつけているような言い方じゃん。そんなにいい外見してないぞ？」

「……ばか」

「それよりな、俺思うんだが」

「なあに？　そのポテトくれない？　お腹減っていて」

「食べてないみたいな言い方だなー」

「うん、だって家に戻っても何もないもん。お母さん、なかなか帰ってこないし。お金はあるけど、食材買うのめんどくさいし。浩紀がそのまま居座るし……出歩けないよ」

「休み中、大変だったな。それで、春休み終わったけどな？　どうするんだ？」

「お金はあるけど、ホテルとか無理だし。カラオケもネカフェも行けないし。帰りたくない」

「浩紀がいるからか？」

「ううん。部屋の鍵は渡してないから無理だよ。でも、怖いの。待ってそうだから」

　まあ、それはなさそうだけどな。ゆきなからのメッセージで浩紀と今いるってきているからなー。あきなからは返事なし。なら、うちの家かなあ。親の説得がめんどくさい。

　こういう時にいいのは、あれだ。

「そっか。ならしていいか？」

「へ？　ここでぇ？」

「違うよ、お前。俺のモノだよな？　モノだよな？」

「そっ、そうだけど。何する気、まさか裸になれとか……？」

「そんなことはしないよ。ただ、出すだけさ」

「何を出すの？」

「決まっているだろ？　レンタル。貸し出しだよ、性奴隷れいなのレンタル」

「え……マジ！」

　れいなはようやく自分の立場を理解したようで……いやいやと首を振るが出来ないとは言わなかった。







祐輔だけのモノ




「行くぞ？」

　祐輔はそう言うと残りのポテトを奪い返し、口の中に流し込んだ。いこいこい、そう手招きするとテーブルの上に合った食器を両手に持ち、荷物を肩にかけたれいなを呼ぶと、瞳に嬉しそうな輝きが見えた。

　まるで犬みたいだな、フワフワ綿毛のハスキーの子犬？　みたいだ。頭をよしよしと撫でてやると気恥ずかしそうに目を細めて喜んでいる。れいなは祐輔が先に行けと押し出しすと素直に歩み出した。

「ひぁっ？」

「歩け、メス豚」

「えっ、でも、なんで……見えちゃうよお」

「ここを出るまでなら大丈夫だよ。締まりの悪いここ、もう一度確認しておかないとな」

「っ……後ろ、嫌っ」

「黙れ。歩けよ。まだ指一本しか入ってない。根元まで咥えこめメス豚」

「……はい」

　でも、辛いよお。れいなはそう漏らしていた。テラスコーナーからは丸見えのお尻が気になるらしく必死にスカートの裾を下ろそうとするが、その度に祐輔はケツ穴に差し込んだ中指を指揮棒のようにして恥骨付近の直腸を撫で上げてやる。

　残る四本の指でぐわしっと掴まれたれいなの小ぶりのお尻はその操縦から逃げることが出来なかった。

「このまま放って、それで行けよ」

「だって……人がいるよ、ご主人様……」

「見られたいんだろ？　俺の所有物としてみんなに知ってもらいたいよな？」

「何でえ……？　祐輔だけが知ってくれたられいなはそれでいいのにぃ」

「お前、いつも出さない甘い声で鳴いていること気づいているか？」

「あ……ばか」

「ご主人様、だろ？　ほらっ」

「うぐっ。かき混ぜないでっ」

「ほら、トレーを戻して。行くぞ？」

　その掛け声とともに、祐輔が最後の一押しをして指先を引き抜くと、ニュポンっと音がした気がする。脳裏に響いた音に顔を紅潮させたれいなは、恥ずかしさで祐輔の方を振り向くことが出来なかった。

「なんで……？　抜くの？」

「……？　入れたまま行きたいのか？　俺はいいけど、こいつがなあ」

「あっー可愛い」

「うるせー！」

「だって祐輔が感じているなんて、嬉しいよ？」

「俺は嬉しくない。モノに感じるなんて主人失格だ」

「ー……ねえ？」

「あ？」

　バッグを肩に担ぐと、れいなはまだ紅潮したままでスカートの裾を両手で軽く持ち上げて見せた。

「挿入したい？」

　一歩近づいて、そう上目遣いに見てくるそれはまるで小悪魔のものだ。

　耳元にささやかれたら、心が溶けそうになる。挿入したい？　返事はもちろん、イエスだ。だが、ここでうなずくと威厳が問われるような気がして白じんだ目でしか返事をしてやれない自分がいる。もう一歩近づかれたら、間違いなく溶けてしまう。いや、融解するレベルだ。この色気ってどうなんだろな？

「いや。いい。スカートの裾もっと上に上げとけよ」

「えっ、まじ……？　見えるよ？　多分」

「まだ膝上そんなに上げてないだろ？　上げてギリギリでもいいじゃん。その貧相な丸みにないケツでも見せてやれよ」

「ダメ、だよ。傷痕が見えちゃう。変な顔されるよ」

「あ……だから長めにしているのか、お前」

「うん。ごめんなさい。祐輔の傷ならいいよ。でも、浩紀のはやだ。れいなは祐輔の、ご主人様のモノだから、お願いします」

「仕方ないな。まあ、いい感触だったし、相変わらずクサいけどな。これで両手が汚れたなー舐めるか？」

「やだ」

「はあ？　学校ではいいって言ったじゃん」

「今は嫌なの。なんでかな、分からないけど。ご主人様がご主人様じゃない顔をしたもん」

「気ッ、気のせいだろ」

「ふうん。何だろ、れいなじゃないよね。ゆきなでも思いだした？　違う女を見ている目だったよ。まさか、ゆきなでもこんなこと」

「やってない！　てか、あいつとはそんな仲じゃない。お前がその……初めてだよ」

　リアルでは、最初の彼女で最初の奴隷。最初の所有物……そこに嘘はなかった。ぼかしているけど真実を含む嘘は、嘘かどうか見分けることは難しいものだ。

　まだ、明らかにはできないし、そういう約束なんだから。信用は先に交わした方を優先するべきだよな、多分。祐輔は迷いながら嘘じゃない嘘を口にしていた。

　それを吐き出す度に、自分は汚れていくと心に鈍い痛みを感じながら。れいなはしばらくじっと祐輔を見つめて、ふうん、と納得したようだ。

「そう、なら……れいなはそれでいいよ。ずっと祐輔だけの女だから。心も身体も、前も全部、祐輔にあげる。そのっケツ穴も全部」

「知っているよ。だから俺の好きなようにレンタルさせてもらうからな？　いいな？」

「……」

「返事」

「はい……ご主人様。どこにでも誰にでも貸し出して下さい。でも、最初は祐輔が良かったな」

　涙を少しだけ浮かべて微笑むその笑顔はどこか諦めたようで、自分の価値は祐輔のためだけにあると信じているようにも見える。主人としての満足感を抱きながら、でも俺もそうしたい、と中指を動かすとにらみつけたれいなに軽く足を踏まれた祐輔だった。







首輪




「祐輔ー、どこ行くのー？」

「上の階だよ。買い物してきてくれって金受け取ったから」

「買い物？　受け取ったって？」

「電子マネー。最近じゃ送金できるじゃん。アプリでさ」

「あー……誰から？」

　ん？

　祐輔はその質問に一瞬、戸惑ってしまう。

　口ごもり、言うべきかと迷い、指先をトイレで洗った後、合流したれいなと上階行きのエスカレーターに乗ったところだった。

「……貸し出す相手……」

「うそ……マジ、だったんだ……」

「不安か？」

「知らない……」

　れいなは不安そうな色を顔に浮かべていた。

　いいと返事したけどそれが現実になったとしたらと思うと恐怖があったのに。

　いきなりこんなに直ぐにそれが訪れるなんて。

　逃げていい？

　そう心細い声で聞いてくるれいなに、祐輔は非常にもだめだ、と命じていた。

「何を買う気なの？」

「いろいろだよ。あ、あの柴犬可愛くない？　まるでお前みたいじゃん」

「はあ？　うん……意味わかんないんだけど」

「お前には赤いのがいいよな？　黒い髪によく似合いそうじゃん。大型犬のでないと無理かなー」

「あのね……小型犬のじゃ首が締まって死ぬと思うなあ。れいなはこんな感じのがいい」

「意外とゴツイの好きな、お前。それ、中型のだけど重いと思うけどなあ」

　そう？　と一言だけ言うとれいなはうーん、と悩みだした。

　小ぶりで細い革のがどうもいいらしい。でもこれで締めたら気道まで締まらないか？

　それなら女性用のファッション系のモノでも良くないか？

　祐輔はそう提案するがれいなはこれがいいと頑として譲らなかった。

「それがいいの？　マジで？」

「これ、これがいいの。絶対に可愛いから！　散歩とかしたいでしょう？」

「うっ……」

「スケベっ！」

　なんで女ってのは一度覚悟を決めるとこうも強いんだ？

　俺が圧倒されそうだよ。散歩とかしたいでしょう？　したいけどさ。どうやってどこで散歩させるつもりなんだ、お前？

　リード、そんなに長くない……鎖ではなく、縄を何重にも結い合わせたような素材のものを選んでいた。

「うるせー。バカれいな」

「はいはい。他はもうないの？　エサようのお皿とか、トイレようのやつとかあ」

「飼われたい気満々じゃないか……」

「だって、レンタルされるんでしょ？　もう学校に行かなくてもいいんでしょ？　いつ、迎えに来てくれるの？」

「迎えにって……毎日会うよ？　学校でさ」

「えっ。そうなの？　なんだ、官能小説にあるようなお金持ちに屋敷の中で飼われて過ごすのかと思っていた」

「さあな。行けば分かるよ」

「うん……」

　あとはローション代わりになるモノ、はないな。

　資金提供してきた相手から送られてきたメッセージを読み返しながら、首輪、リード、マチ針のセットに消毒液、その他もろもろ。

　そのメモを横から覗き見してれいなはふうん、と一声返事をする。

「ねえ、これ何するの？　極太マジックとか、ゴム手袋？　コンドーさんとか家にあるけど？」

「あるんだ……」

「でも、これはさすがに買えないよね。通販なら簡単に変えるけど。あー……電動バイブかあ。これ、大きいのより、小ぶりなほうが実は気持ちいいだよねえ」

「お前なあ。どこまでマニアックなんだよ……」

「だってほとんど手に入るじゃない。その針……何にするつもり？　ネームプレート？　これとかリストにないけど？」

「んー？　いや、な。なんつーか……空いてないだろ、乳首？」

「ここで聞くー？　普通！　ありえないー……確かめてみたら？」

　ふっ、とできるものならね、なんてほくそ笑むれいなは生意気で悪魔的に可愛い。

　胸元をそっと広げるような仕草は、本当に同年代かよと思うような色気に溢れていた。

「じゃあ、ここで見せてみろ」

「は？　お店の中だよ？」

「人いないじゃん、この棚の列なら防犯カメラにも映らないだろ？　そっとブラ引けば見せられるよな？」

「むうっ、エロ祐輔ー」

「ご主人様だろ？」

「知らない。見たいの？」

　もちろん。胸に自信がないなら別にいいぞ？

　そう言ってからかうとれいなは辺りを見渡し、おずおずとリボンを外すと胸元のブラウスのボタンを上から数個外した。恥ずかしそうにそれを広げて中に見えるのは薄青色のブラ。幼いとも言えないような胸の谷間が誘うようにこちらに向いた時。

「はい、これ……早く」

「両方、な？　それ右側だけだろ？」

「う、ん……」

　ブレザーで襟元を隠すようにしてれいなのブラが少しだけ手前に引かれた。

　おお……思わず喉がゴクリと鳴る。

　咲よりは大きい、だがあきなよりは小ぶりな胸はれいなの気恥ずかしさを表現していたのか、乳首はどちらもピンっと上に尖り存在を誇示している。

「先端が長いんだな。それにお椀ってより、下向き……」

「うるさいなあ。文句あるの？」

「ないけどな。ピンクじゃないのな、それ」

「……ごめんなさい。薄黒いけど、嫌い？」

「浩紀か？」

「関係ないと思うけど……吸ったりはされた」

「前も？」

「許して、ね？」

「考えとくわ」

「え、ねえ。これは？」

　いきなり興味を失せたかのように背をくるりと向けると、祐輔はレジに向かった。

　れいながなにか叫んでいるが放置してレジを済ますことにする。浩紀が吸った？　俺より先に？

　なら俺は浩紀が知らないれいなに作り替えてやるよ。

　俺だけのれいなに。

　電子マネーで会計を済ませる間、待っているれいなはとても不安そうだった。







アリサ




「重いね、これ」

「ああ」

「使うの、これ？」

「そう」

「マジックは？　針は？　何に使うの……？　首輪は？」

「これから分かる」

「そう……どこ行くの？」

「着いたら分かるよ」

「……うん」

　駅前からタクシーに乗り、降りたのは市内の反対側。

　自分たちが住む町とは逆方向、市の西側にある高級住宅街と噂される高台の一つ。

　その中腹にある六階建てのマンションの前だった。

　ブルーベリー色に塗られた外壁を見上げるようにして、二人は玄関前に立っていた。

「ここ。そんなに遠くなかったろ？」

「これって、学校の近くじゃん。ぐるっと大きく迂回しただけ？」

「かもな。仕方ないよ、駅前からは真反対だ」

「ふう……でも、コンビニで弁当とかパスタとかジュースまで買い込む必要あったの？」

「酒とかたばこはあるから要らないってさ」

「アマズンのギフト券まで購入してどうするのよ……どんな人なの、その新しいご主人様って……」

「怖いか？」

「……」

　エレベーターに入り込み、押した階層は四階までしかない。

　れいながどうするんだろと思っていたら、祐輔は階層ボタンの隣のパネルへと手をやる。

　九桁の押しボタンにパスワードがあるのだろう、それを押して入力すると青いボタンを押した。

　するとパネルの下に五から七の数字が浮かび上がる。

　その七を押すと、エレベーターは静かに上昇を始めた。

　七階ってって最上階？

　そんなところに住んでいるなんてどんな人なんだろ？

　下からは見上げても見えなかったその場所には、小さなペントハウスが一つ。

　その周りには小さな花壇とバーベキューセットやここで見るには相応しくないもの。

　どうやって上げたのか、一台の外車が止められていた。

「いくぞ、れいな」

「うん、でもあれ……動くの？」

「え？　ああ、裏に外に続く道があるよ。段差でさ」

「へえ」

　手を引かれて心がドキリとしながら、吹き上げてくる風にスカートの裾を抑えて巻き上げられないようにしつつ、れいなはその後に続いた。

　さっきしたいくつかの質問には答えないくせに、こんな疑問には即答するんだから。

　でもあの車といい、この場所といい。

　住んでいるのはそれなりのお金持ちなんだろな。

　そこだけはれいなにも想像することができた。

　ペントハウスの入り口は透明なガラス張りになっていて、中には人影が見える。

　内側にさらにガラス張りの部屋が一つ。

　透けて見えるのは数枚の画面とパソコンがこれも数台。

　ソファーの応接セットとその向こうのパソコン台に向かう椅子の背で誰かは見えないけど、そこに一人。

　もう一人はおおよそ、れいなが見るにはまだ早い。

　祐輔が見るにしてもそぐわない恰好の女性が一人、こちらを見て立っていた。

「あ、あれ……」

「ああ、買ってきたんだってさ」

「買うって！」

「だから、人身売買」

「嘘っ……」

「安心しろよ、大丈夫だから。殺されたり売られたりはしないって」

「待って、嫌。やだ……怖い。帰るっ」

　初めて知った異世界。

　見てはいけない、踏み込んではいけないそれを目の前にして、れいなの足が立ちすくむ。

　逃げようとするのに、彼……祐輔はれいなの腕をつかんで離そうとはしなかった。

「売る、つもりなんだ。貸し出すとか言いながら……」

「売る？　それはまだ先だなあ」

「ええ！　何言ってんのよ、あんた？」

「助かりたい、俺のモノになる、レンタルされてもいい。言ったよな？」

「うっ、言ったけど。でも……」

「なあ、れいな？」

「何よ……」

「もう、戻れないって理解しろよ。俺もお前も。その中で俺は飼う側、お前はモノだ。理解しろって」

「理解、できないよ……こんなのっ、どうしろって？」

「ここに来たらもう無理だって」

「ちょっ、やだ。離してっ」

　その場から動かないれいなを引き連れて行こうとする祐輔の力はさすが男のものだった。手を離すことは難しくない、でも服を掴まれたら逃げることがこんなにも難しいなんて。

　二人でその場に立ち止まりそんなことをしていたら、奥の部屋からガラス戸を開けて出て来た女性がいた。

　見た目は自分たちより年上。

　髪色は銀色、瞳は青。

　文句のつけようのない、美女……全裸で、その首に巻かれた黒くもゴツイ首輪に、そこから垂れた鎖はよく見るとガラス戸の向こうまでつながっている。

「あの、いらっしゃいませ……」

「えっ嘘、何それ……？」

　床に正座して額をこすりつけてする挨拶は土下座そのもので、顔を上げた彼女にはいくつかの特徴的なモノ。

　普通はありえない鼻輪に、そこから細い鎖が左目の上に空けられたピアスと口内に両方つながっていた。

　口を開くと、舌に大きなピアスが見て取れ、それは首輪を通じて両方の乳首に空けられた円形のピアスに。そのまま下へと続きヘソを中継して股の内側に続いていく。

　見た目外国人の彼女はよくあるＳＭ雑誌などで目にする奴隷そのものだった。

「何か？」

「見せてやれよ、アリサ。お前のあれをさ」

「御命令とあれば、どうぞ？」

　恥ずかしさもないように惜しげなく、まるで自分の宝物と見て欲しい。

　そんな自慢すらも感じる表情で、アリサと呼ばれた彼女はつま先立ちになり、れいなにそれを見せつけた。

　ショッピングモールのバルコニーで自分が祐輔に見せた格好と酷似しているそれは、しかし、指先でメス穴を開く必要がないもの。

　ク〇に、ラ〇アにそれぞれ埋め込まれた二組の円形の輪を通じて、鎖は背中に向かっている。

　ご丁寧にも、そのラ〇アは透明なビニールのバンドによって、太ももの付け根からそれぞれ左右に限界にまで広げられていて、秘口からは視られることが快感なのか、うっすらと濡れ光る愛液が見て取れた。










七星




「やだ……見せないで……」

「ご不満ですか？」

「違うけど、やだ……祐輔、まさか、あれ……？」

　振り返るとご主人様とれいなが呼んだ彼はふっとどこまでも悪人じみた笑顔を浮かべていた。

　アリサと呼ばれた性奴隷に近寄ると、よくできたなと胸を撫でてやり、ク〇につながっている鎖を思いっきり引き上げてやる。

　ヒッ、と小さく呻くも嬉しそうな恍惚としたアリサのその顔はまだれいなが知らない、本物の笑顔を浮かべて喜んでいた。

「させるよ？　当たり前だろ？　まあ、ピアスは考えるけどな。俺はここまで広がったヒダは好きじゃないから。でも乳首とク〇にはありかなー。それにどうだよ、れいな」

「どうっ……て……」

「驚きで言葉も出ないか？　まあ、この耳と尾は好みだよな、アリサ？　お前のご主人様のさ？」

「あっ、はい。そうです、主様の御命令ですから、痛いっ」

「その胎もパンパンだな。何か月だ？」

「わかりっ、ません」

　どうだよ、とれいなを見ながらまるで音を出す道具のようにアリサのク〇につながる鎖を引っ張って祐輔はそれを楽しんでいた。

「まさか……祐輔の、子供……？」

「なわけないだろ？　この獣耳はカチューシャだし、胎は浣腸だよ。ここまでなるなんてどれくらい入れたんだか……この尾は見せてみろ」

「……どうぞ」

「ほら、栓になってんだよ。しかしまあ、背中だの腰だのにピアス開けて……どこかで引っ掻けたら大変じゃないのか、これ？」

「心地よいですので。大丈夫です」

「ほら、れいな。挨拶しろよ、アリサだ。ここに来たのはいつだった？」

「……六年前です、祐輔様」

「そんなに前か。趣味の年齢から離れるかもな、お前？」

「ひっ！」

　捨てられるかもしれないな？

　その質問をぶつけるとアリサと名乗った彼女は体勢を崩さないまま怯えていた。

　こんな扱いを受けることがそんなに嬉しいの？

　れいなは祐輔以外、誰も嫌なのに。

「嘘だよ、そんなことはしないだろうし。捨てるなら貰ってやるから、それでいいだろ？」

「それは辛いです、祐輔様」

「ま、アリサはご主人様が大好きなんだもんな？」

「はい……。よろしくお願いします、れいな様」

「れいな、でいいよアリサ。これからはお前がしつけるようになるからな」

「ああ、そうでした」

「えっ……」

　怯えから嬉々とした顔になるアリサ、冷徹にそれを命じる祐輔、怯えがさらに深まるれいな。

　三者三様にその場を楽しんでいた時、奥からもう一人の誰かが顔を出してきた。

「あー、きたきた。おっそいよ、お前」

「ごめんよ、七星おばさん」

「おばさん言うな、ななせはまだ若いですけど？」

「もうその喋り方痛いって。二十歳越えたならそろそろまともになりなよ、おばさん……」

「いいの！」

「あっそ……母さんがよろしくってさ」

「あーそれは聞きたくない。またうるさいから、彩音姉さん……」

「その子？　まあ、いいからおいでよ。中で話しよ？　ななせいま相場しているから暇ないんだ」

「はいはい」




　おばさん？　祐輔の母親の妹？　それにしては若い……どうなっているの？

　事態が飲み込めないまま、アリサの首輪についている鎖を軽く引くと、性奴隷は四つん這いになって先を歩き出した。それはまるで散歩を楽しむメス犬と女主人の絵図さながらで。

　自分もいつかは祐輔とああなりたい、とれいなは目を白黒しながら後に着いていく。

　逃げたいと言っていたのに祐輔は魔法のたった一つの動作で自分を従わせてしまった。

　浩紀となら何度も交わして、その都度心に痛み残らなかった。そんな、彼との初めてのキスでれいなの心は溶かされてしまっていた。

　室内に入ると、そこがガラス張りではなく、防音室だということにれいなは気づく。

　買い物してきた品物を祐輔はアリサに手渡すと、それをもって鎖音を立てながら別の部屋へと廊下の奥に向かって消えた。

「好きなとこに座って」

「あ、はい……ありがとうございます」

「こらっ」

「ひゃっ、……何？」

「メス豚は下。だろ？」

「あ、……うん、はい、ご主人様」

　床に座れ。

　もう、ここでは対等ではなくなったんだ。

　どうなるんだろ、私。

　れいなは床にアリサがしたように、正座になると七星と呼ばれた祐輔のおば？　を見上げてみた。

　黒髪……あまりにも長い。腰よりありそう。いたずら好きな猫みたいな顔している。アーモンド型の瞳は優しそうででも冷酷な光もある。腕は太い。春だからかな、ティーシャツの裾からチラっと見えたけど、細身に見えて腹筋が半端ない。祐輔とは違う暴力性を潜めた黒い猛獣がそこにいるような気がする。

　そんなことを考えていると、アリサが戻ってきてまた四つん這いになった。

　七星が立っていたその意味……ドスンっと勢いよくその背中に座り込んだのを見て、れいなは知る。

　人間椅子。

　七星はアリサを人として扱っていない。アリサもその扱いを恍惚とした表情で受け入れていて、重たいはずなのに、苦悶の顔はしても弱音を吐こうとはしなかった。

「じゃあ、聞こうかな？　祐輔、それがあんたのメス豚？　レンタルしたいってマジなの？」

「本気だよ」

「で、その貸与料は何を求めるのかな？　調教してくれってこと？」

「いや、それは俺がするから、こいつが住む部屋が欲しいんだ。おばさん。ついでに生活費も」

「贅沢ーっ？　ふーん……」

　れいなは初めて祐輔の想いの片りんを知ったのだった。










後悔




　七星と名乗ったまだ若い祐輔のおばは、れいなを面白そうな目で見つめていた。

　正確にはより高見から見下ろしていた。

　まるで新しいおもちゃを手に入れたような好奇心に満ちたその視線が、れいなにはどこか恐怖に感じられて仕方がない。

　アリサという名のどう見ても日本人ではない人間椅子になって、七星の重さに苦悶の笑みを浮かべている彼女はいまの扱いに満足しているらしい。

　あんなふうにされてしまうの？

　貸与って、調教ってそういうこと？

　れいなは祐輔のセリフを耳にして更に心を動揺させていた。

　七星はそうねえ、と言葉を続ける。

「学費に住むところに、生活費。おまけに調教までしろだなんて……祐輔。いかに親戚っていっても贅沢すぎるんじゃない？」

「そうかな？　おばさんには色々とお世話してきたと思うんだけど。母が」

「んー……確かに。彩音さんにはお世話になっております。けどねえ……」

「何？」

「祐輔。このアリサはオークションで売られていたの。幼い頃。そう、幼い頃からこうなるようにしつけられてきたんだよ？　商品として」

「それは聞いたけどさー」

「けどさーじゃないの、いい？　アリサはここに来たときはもう酷かった。セックス狂いって言ったらいいかもしれない。奴隷とかメス犬とか調教って女を変えてしまう。主人の好きなような道具になるようにね。あんた、それが望みなの？　自分の幼馴染がそこまで性癖を晒して側にいたがっているのに、他人にその手綱を任せる気？　信じらんないなあ……」

　七星に大人の目線でそう言われて、祐輔は仕方ないじゃん、と目をそらしてしまう。

　ＳＭをやるには最低でも三千万の資金が必要だよ。

　おばからは、知り合った数年前からそういう話は聞いていた。

　でも自分はまだ学生なのだ。

　高校時代に株に目覚め、億を超える資産を築いた彼女とは比べ物にならない、ただの一般人。

　そんな才覚には恵まれていないのだから。

「おばさんだって、元はそんな感じだったんだろ……？」

「七星？　七星は相方の樹乃サンと好きなことをしていただけだもん。誰にも迷惑をかけてないし、お世話にもなっていない。まあ……学生にはご主人様なんて早すぎるのかもね？」

「早くたっていいだろ、別に……なったもんは仕方ないじゃん」

「なったねえ。ご主人様ってそんなに気楽なもんじゃないんだけど。見てあげているの、祐輔は？」

「何を？」

「その子、れいなちゃんの不安そうな横顔。あんたきちんとケアしてあげている？　付き合って何日目？」

「付き合って……？」

　え？

　と二人。祐輔とれいなは互いに目を見合わせていた。

　付き合って？　俺とこいつが？　幼馴染から恋人でもない、ペットとご主人様の関係になったのに？

　それもまだ、数時間前に決めたことだ。

　祐輔が言い淀んでいると、すいません。そう言い、れいなが口を開いた。

「あの、すいません。私、ゆう……いえっ、ご主人様とこの関係になってまだ、その……二時間くらい」

「……は？　マジ……？」

　七星の問いに、二人の男女はまた互いに顔を見合わせておもむろにうなずいていた。

　信じらんないよ、それ。狂っているでしょ！

　目の前で人間椅子に腰かけているおばに言われたくないと思いながら、祐輔は本当だよと静かに言葉を吐き出す。

「へえー信じらんない。ねえ、アリサはどう思う？」

「……同じ奴隷の身分としては、幸せになって欲しいとそう思います。ご主人様」

「ふうん。否定はしないのね、あんた」

「いつか捨てられないかという心配だけが、奴隷にはつきものですけど。アリサのように」

「んん？　それはあんたの妄想でしょ？　いつもそんなことはしないって言っているのに信用しないんだから。まあ、いっか。祐輔」

「何だよ、おばさん。アリサの心配って妄想だったのか……」

「そう、この子はいつもそうやって暗い考えに浸ることが大好きだから。それよりもさ、借りたい理由はなに？」

「え、あーそれは……れいな、話せよ」

「へっ？　れいな？　あ、はい……」

　忙しいと言っていた七星の相場はどこに行ったのやら。

　それからおずおずとれいながしゃべり始めた内容に、彼女とアリサはじっと耳を傾けていた。

　浩紀からの絶え間ない暴力とその傷跡を恥ずかしそうにしながら、れいながスカートの裾をそっとたくしあげて見せた時。

　七星はＳＭ愛好家ではなく、いつかどこかで同じような暴力に晒された人間の目で、れいなを見返していた。

　そっかー。

　そんな言葉をついた後、七星はしばらく考えるから外で待っていて、と二人を防音室の外に追い出し、立ち上がったアリサと何かを話し込んでいてしばらく祐輔たちは手持ち無沙汰になる。

　れいなはどうして？　と祐輔にそっと尋ねていた。

「ねえ、祐輔。あれ、レンタルって口実？　れいなの為にそんなお願いしなくてもいいのに……」

「仕方ないだろ。金なんてないんだから。でもうちには招けない。おばさんが一番、都合がいいんだよ。ここなら安全だし……」

「ごめん……」

　そうしょげてしまうれいなを呼ぶ声が一つ。

　声の主は防音室の扉を開けたアリサだった。







れいなの自立




「ごめん、無理だわ」

　再度招かれたその部屋で、主の七星は端的に告げた。

「は？　いや、そんな……」

「だってねえー」

「何だよおばさん。メッセージじゃいいって言ったじゃん」

「事情がよくわかんなくってさー。聞いたらあんた、最悪じゃん。ねー、れいなちゃん？」

　祐輔の座る椅子の側で、例によって床に正座するれいないきなり名前を呼ばれて目を白黒させた。

「へ？　あ、えっと……はい」

「ほらー」

「おい、れいな！」

「だって、ごめん祐輔。よくわかんない……」

「わからないのに返事するなよー……」

「ほら、ふられた。ダメな男は、みんなこうなるのよ」

「ダメな男ってなんだよ、おばさん！」

　だからねーと七星は椅子にしているアリサの頭をよしよしと撫でながら、祐輔をにらみつけた。

　それはまるで飼われていない野生の猛獣がそこにいるような力強い視線で、一瞬、祐輔はひるんでしまう。

「あんたよ、あんた。聞いてみたらまだ数時間の主従関係、それでも数年の付き合いの幼馴染。肉体関係もなく、いきなりペットとご主人様。まあ、これはどうでもいいかな。七星は気にしない。愛に時間は関係ないから。たーだ！」

「ただ……？」

「あんたがあくまでドライにモノとしてレンタルするっていうなら、まあ、話に乗ってもいいけど。貸与しようが売春させようが、臓器売買しようがそれに従うのがペット。モノに決める意思はないからねー」

「エグイよ、おばさん……」

　臓器売買と聞いてアリサの身体がピクリと反応する。

　逃がさないわよと七星は、奴隷の鎖を引くとアリサの首輪が後方に引き上げられて、ブロンドのメス犬はくぐもった悲鳴を上げていた。

「アリサを売ったりしないから。勝手な妄想しないの！」

「……申し訳ありません、七星様」

「はいはい。話が横道にそれちゃった。それでね、祐輔はれいなちゃんの境遇を聞いて助けるって言ったんでしょう？　なら助けなさいよ」

「どうしろってんだよ……」

「学校辞める」

「は……？　んな無茶苦茶」

「本気だって。告白されて俺のモノになれ、助けてやるから。そう言われたら誰でも苦しいときはなびくと思わないかなー？　あんた、れいなちゃんの弱みにつけこんだだけじゃない」

「いや、それは違うっ……」

「本当に？」

　そう問われてなぜか祐輔は傍らに座るれいなに視線を移していた。

　愛して欲しいと懇願した幼馴染の彼女は、とても不安そうに、それでいて疑惑と信じていいんだよね？　そんな感情が入り混じった顔で祐輔を見返してくる。

　ここで否定したり逃げたら生涯、二人の心は混じることはないかもしれない。

　祐輔はそう感じていた。

「ああ、違うよ」

「なら働きなさいよ。学校辞めて、今すぐにれいなちゃんのお母様に結婚させてくれって訴えたら？　仕事は見つけますとか。ああ、そうそう。既成事実を作って妊娠させたとかならありかなー？　どう？」

「どうって、そんな人生を変えるようなこと……」

「だって、それがＳＭじゃない。要求しなかったの？　俺以外の男と関係するな、とか。したよね？　どうせ、祐輔だから」

「……したよ」

「じゃあ、責任取れば？　それが男でしょ。まあ、男女関係ないけど。モノとして扱うからレンタルするっていうのと、助けるために貸し出すってのは、話がうますぎる。祐輔だけお得だよね、七星はそれが気に入らない」

「俺はそんな気は……なかったよ」

「結果はそう見えるのよ。ね、れいなちゃん？」

「あ、えと……祐輔は、ご主人様はそんなことはないです。れいなのためにやってくださったので……」

　健気じゃん。

　本当にウチの子として飼いたいくらい。

　七星はそう言い、こっちにおいでとれいなを手招きすると、おずおずと近寄ったれいなを膝に抱き上げて座らせていた。

「ねえ、祐輔。この子、貰っていい？」

「だ、だめだって！　それは俺のモノだから……譲る気は無い。ずっと飼うって決めたんだ」

「あっそう……まあ、いいけど。よしよし。首輪してアリサみたいにたくさんピアス開けて、七星の好みにしつけてあげるのに。祐輔よりお金も権力もあるよ？　愛だってたくさんある。それでも嫌なの？」

「……ごめんなさい」

「いじらしいっ！　可愛いのにー残念」

「すいません、そのッ七星様」

「様？」

「あ、だって。レンタルされるから、その……」

「ふむ……そっか。仮の形でもあんたもその覚悟はあった、と。うーん……」

　なんか妬けない？

　七星は椅子になっているアリサに問うと、下の方からうらやましいです、そんな返事が即答で返って来た。

　血のつながりもない遠い親戚だけど、祐輔は可愛い弟のようなものだし、それでも間違いは間違いと突っぱねておきたいところでもある。

　何より、こんなっ覚悟のない主人など、これから先の現実社会でうまくいくはずがないのだ。

　まあ、妥当なところは、と。

　七星はこれでいこうかなーそう決めるとれいなにそっと語り掛けた。

「住むところと学費、生活費の面倒見るから。うちの会社で働かない？　ああ、卒業した後でいいから」

「……え？」

　驚き見返すれいなに、七星は大丈夫だよとほほ笑んでいた。







ひと時のやすらぎ




　七星は、いきなりれいなの自宅を訪れると言い出し、祐輔とれいなを困惑させていた。時刻は夕方近く。アリサのまともじゃない恰好を目の前にしながら、れいなはなぜか祐輔の膝上で心の高鳴りを感じていた。

「祐輔……いいの？」

「いいも何も、これが一番なのかもな」

「そう。ご主人様がそれでいいなら、れいなはそれでいいよ」

「ちゃんと来るから……」

「うん」

　れいなは母親の元から自立する。

　自分で仕事を見つけて、そこに住み込んで学校に通うことになった。今から研修期間が始まる。

　そんな方向性で七星は物事をすすめようとしていた。

　これからどうなるんだろう。

　母親はまともに取り合うんだろうか。それよりもきちんと戻ってくるんだろうかと、れいなの心に不安は尽きない。浩紀から逃げたい。その思いを祐輔に語ったら、とんでもないことになった。今まで見て来たような、父親と筆頭にしただらしなくて責任感のない男たち。

　裏切られてばかりの自分の為に、初めて祐輔だけが応えてくれた。そのやり方は問題だらけだったけど、自分にも非はあったから責めることはできない。

　いまはただ、彼に感謝を捧げたい。れいなの素直な思いはそれだった。

「泊っていってもいい、よ？　れいなを毎晩、調教して？　祐輔の好きなメス犬にしつけて欲しい。ずっと、ずっと……」

「ん……おばさんが許せばな……」

「へ？　許せばって？」

　あれ、と重苦しい雰囲気をもたらす彼はあごで対面にいる人物を示して見せる。

　そこには七星がいて、甘えるなよリア充ども！　とさもいわんばかりの笑みを浮かべてこちらをにらみつけていた。

「おばさん、れいなに手を出さないでよ？」

「嫌よ、せっかくの可愛いレンタルれいなちゃんを、手放すわけないじゃない」

「さっき働かないかってスカウトしたじゃん」

「それはそれ、これはこれ。いいおもちゃができたなーって。七星は楽しみなのですよ」

「子供かよ。俺が出入りしない代わりに、おばさんもだめだよ」

「ケチーっ！」

「けちくない！　レンタルなんか違法だろ？」

「そう。その通り。で、あんたはレンタルしようとした訳ね」

「……っ？　言わせただろ、今。卑怯な……」

「この程度の引っ掛けにかかるあんたが間抜けなの。他人ならあんたを殺してれいなちゃんだけを監禁して好きに遊んで、飽きたら埋めるとかね。そういうことを平気でやる奴だっている世界だって認識が薄すぎる。つまり、単なるバカ」

「それは否めないけど。れいなに手を出すかどうかは別問題じゃん……」

「ちぇっ。つまんない。ねえ、祐輔？」

「なんだよ……」

「あんた、多頭飼いとかしてないよねー？」

　多頭飼い。

　他に奴隷やペットを飼育すること。

　女性によっては浮気とか、不倫、ご主人様に独占されてない寂しさから刃傷沙汰になることもしばしばある。それがこの世界。

　知られたら受け入れてもらえなければ死が待つ世界。

「おばさんは？」

「質問に質問で返さない」

「おばさんは？　どうなのさ？　樹乃さんってパートナーがいるじゃん。アリサは？　それ多頭飼いにならない？」

「ならない」

「断言するかよ、普通。俺は自由。れいなは俺にだけ忠誠を誓う。そういう契約だから」

「……そう。ま、いいけど。不安にさせるなら、いいか。うん。じゃ、これで終わり。さよなら」

「はあ？　……れいなの親は？」

　後かられいなちゃんと行く。

　その返事はつまり、祐輔に出ていけ。暗にそう言っていた。

　多分、自分にできることの限界だと七星は言っているのだろうと祐輔は理解する。

「それは後かられいなちゃんと打ち合わせする。あんたは邪魔」

「れいなには発言権なし？　俺はそこも聞いておきたい」

「祐輔？　いま帰らないと七星は全部なかったことにするよ？」

「……わかったよ」

　自分には発言権すらない。

　れいなはこの四人の人間がいる一室の中で、自分の立場をおぼろげに理解する。決定権を持てない、決めることを許されない、誰かに自分の生きる手綱を握られることの不安感と不快感。同時に存在するこの人を選んで間違っていなかったはず。そう思いたいはずの自分の臆病な心の裏側にあるもの、それは……。

「ありがとう、祐輔。後からちゃんと連絡するから。大丈夫」

「大丈夫じゃねえよ、馬鹿。俺が出したこと以外、受け入れるなよ」

「……？　それ、どういう意味？」

「こんな変態七星は大嫌いだってことだよ。お前は、俺の大事なペットだから。いいな？」

「ダメだよ、そんな言い方。でも、うん。はい、ご主人様……」

　帰りますと席を立つ祐輔はアリサとれいなに見送られて、マンションのエレベーターに姿を消すだろう。七星は一人だけ残ったトレードルームでやれやれと肩が凝ったようにそれをもみほぐす。どうしてこうもトラブルは舞い込んでくるのか。

「まさか、祐輔がねえ……。アリサの紹介なんてしなきゃよかった。七星はおバカだ。また樹乃サンに叱られる。それより、入社書類に契約書、保険関係に、弁護士の先生、かな」

　七星はあのバカップル、もっとうまくやれよと鼻息一つ荒くすると、手元にあったスマホをタップした。
















第三章







あきなの怒り　その１




「体よく追い出された……」




　屋上のエレベーター入り口まであの二人に見送られ、半ば無理矢理に入り口が開くとともに中に放り込まれた感じが半端ない。アリサのやつ、きゃしゃに見えてあんなに力があるなんて。さすが、マンションの二回を改装して会員制のトレーニングジムを経営しているあのおばの奴隷だ。全裸で迫る豊満なおっぱい……乳首にされたピアスと首輪と鼻輪をつなぐ銀色のチェーンがどうにもいやらしく動いていたが、自分を持ち上げるようにして押し込みやがった。




「俺、六十キロ近くあるのになあ。何なんだよあそこの筋肉バカどもは……腹筋、割れていたなあ」

　もしかして、れいなもああなるのだろうか。

　プロテインを美味しいといってガブ飲みし、ダンベルを軽々とあげるような猛者に？

　そんなある意味、人間凶器をどうやって調教しろっていうんだよ。

　ＳＭは心の優位性が大事というが、Ｍが不安定な精神状態でリストカットなどを行い、自分の生きているという実感を得ることのできる脳内物質は……実は筋トレした時のものと同じなのだ。

　精神的に不安定でないＭを完全に支配するとしたら、そこから先には暴力とそれに代わる愛しかない。

　無理矢理、言い逃れのできない凶暴性でねじ伏せ、痛みを与えて蹂躙されたという、自由を奪われたという精神的な挫折かんと支配された現実から誰もが逃げたがる。

　Ｍはその感情を愛という名目で塗り替えていくのだ。

　だからこそ、主を変えることも厭わないし、野良であれば誰かに支配されることを望んでしまう。




「一度狂ったＭは、二度と元には戻れない、か。そりゃ、自分で書き換えるんだからそうなるよなあ」

　アリサに会った、いや紹介された時にそう教わったことがある。

　でも自分はそんな沼にははまらないと思っていたのに見事にハマってしまった。

　すべてはあいつ……あきなのせいだ。

　そんな責任転嫁をしながら、着信音を消していたスマホを開くのが怖い。

　七星との会話の間、数回の振動があったことを誰にも悟られないように動揺を隠すしかなかった。

「……。あきなあっ！　お前、送りすぎ……」

　先輩奴隷の勘？

　いや、女の勘というのかもしれない。

　何故だかバレていた。

（ご主人様、どこかの女と一緒だったりしませんよね？　あきなはこんなに寂しくて悲しくてずっと待っているのに！まさか、浮気されていませんよね！）

「いやーまさかな？　ただの邪推、だろ？」

　さっきの一文に引き続き、寂しいです、苦しくて泣きそう。なんてメッセージの後に、大泣きするドラゴンスタンプが連続。まだですか、何なさっているんですか？　そんな問い合わせも数件。俺が学校から帰宅してなくて何か用事がある可能性は考慮されないんだろうか？

　まあ、あきなの寂しがり屋はいまに始まったことじゃないし……今一番きついのは、浮気されていませんよね？　その一言だ。

　七星の策略により、いつの間にかあれだ。

　れいなの恋人兼ご主人様という立場が確立され、れいなは自分だけを見ていてね？

　不器用な笑顔で別れの際にそう言った。

　おまけに、

「れいなさんを調教したいなら、アリサで我慢されてはどうですか？　まだお二人には早いですよ？」

「ダメっ、祐輔はれいなの！」

　アリサのあの完璧な裸体に目を奪われない男なんていないだろう。言い訳ではないが、ついつい視線はそっちに行ってしまう。アリサのにこりとした返事はそれで、ついでに熱い抱擁と冷たい鎖の感覚と、柔らかい豊満な肉体と、一瞬のキスが待っていた。

　それを見たれいなが思わず、祐輔の背中にスカートの中身が見えるにもかかわらず回し蹴りを放ったのは当然の怒りだといえる。

「明日、カッターとかで刺されないことをいのらなきゃな……」

　そしてあきなの猛攻メッセージは続いている。

　大好きです、愛しています、捨てないでください……もう、ある意味勘違いでもないが、知らないなら知らないで妄想がたくましすぎるそれを読んで、祐輔は肩を落とした。

　他にも別の誰かからメッセージが来ているからそちらに移ることにする。

　一通はゆきなから、一通は浩紀から、そして咲からもあった。

「なんだよ、何なにー？」

　れいなからは戻ったよ。心配かけてごめん。

　浩紀からはれいなを送り届けたという内容と、れいなを知らないか？　そんな文面。咲からは今夜はお母さん遅くなるから御飯よろしくね、とまあそんな内容。

　父親はいつも遅いから家で食べることは少ない。

「俺が？　ふざけんなよ、今朝のおしっこの掃除だってやらせたくせに……そりゃあいつは知らないだろうけどさ」

　しまった。そういえば、犬の尿を分解するようなスプレーだったか。あれを購入し忘れた。

　これからまた駅に行ってさらに自宅に戻らないといけないのに。店は駅にあるけど……めんどくさい。

「夕食作るときに話すか？　どうするかなあ。俺はお前だけだよ、あきな、と」

　そう送ろうとしてちょっと待てよと思い立つ。新しい着信があり、メッセージが追加されたからだ。

（もうさよならしますから、浮気するご主人様なんて嫌い）

　いやいや、冤罪だろ？　それは。俺はれいなを飼うけど、それはメス犬以下のモノであって、ペットはお前だけなんだから。

　いつか、あきなとれいなを自分の目前でＷ調教するのも悪くない。そんな妄想は頭を振って即、消滅させた。

「なら、そうすれば？」

　言ったまま入力して送信。返事はすぐに戻って来た。

（ひぃいいい。送信を取り消しようとしたとこなんです！　嘘です、すんまへん、祐輔様だけに尽くします、お願い、捨てへんといてっ）

　なんてエセ関西弁で叫んでいるあきなが画面の向こうにいた。

　ふーん……今ならどんな命令でも、ききそうだな。面白い。

「左右の乳首にピアスの穴空けろ、好きならな。　右胸にもリングのようなもの穴開けて写メな」

　まさかやるはずがない。

　でももしやったら？

　俺はどこまでも最悪だ。

　そう思いながら、祐輔はスマホをポケットに戻すと駅を目指して歩き出した。










あきなの怒り　その２




　出るだろうかと思いながら、あきなに電話をかけてみる。出た。間抜けな声だった。

「ふわっ？」

　こいつに突撃するとどうなるかを記録していったらいろいろと遊べそうだよな。

　祐輔は浮かび上がって来たアイデアを形にするべく、机の上に確保していた予備のまだ使っていないノートを開くとそこに今日の日付を記入する。

　これから日記につけていくか。

　犬日記。

　変な題名を書いて、もし誰かに見られたら洒落にならん。

　そう思いながらあきな追い打ちをかけるべく、通話口に口元を運んだ。

「おい、メス犬！」

「ひゃい！　ご、ご主人様……」

「写メは？」

「あ、へ？　写メ……あ、あのー」

「忘れていた？　無視した？」

「いえっそのっ……寝ていました。すんまへん」

　どうやらそれは嘘ではないらしい。向こうの声は確かに寝起きのようなぼやぼやとしたものだった。

　いつもの経験から怒られると予期しているらしい。あきなは大人しいものだった。

　祐輔は予想を裏切ってやろうといじわるを敢行する。

「あきな。俺のあきな？」

「えっ！　俺の……？　どうしはったんですか、ご主人様？　何か悪い物でも食べられました？」

「食べてねーよ」

「すんまへん、つい心配になって……」

「あのさ」

「はい……何ですか？」

「……」

「ご主人様ぁ？」

「愛している」

「ふわあっ？　えっ、えっ、ええー！」

「俺のあきな、駄犬でダメダメなエセ関西弁をしゃべる関西弁で喘ぐ俺だけのメス豚」

「……なんだか嬉しくありません！」

「愛しているぞ、俺のあきな？」

「やっんっ……だめ。あきまへん、それ。それはだめ」

　言葉だけで感じるってどうなんだろ？

　やっぱりＳＭは心というか脳でするものだってのは本当なんだろうか？

　そんな疑問を生じさせながら、祐輔はほくそ笑む。

　まだ、こいつは俺のものだ。俺が自由に支配できる俺だけのメス……。

　頭のどこかにれいなの笑顔がふっと浮かび上がり、そして消えていく。あいつだけは？　あいつは俺だけのメス？　そうじゃなかったのか？

　なのに俺はレンタルするって名目でおばさんに譲り渡そうとしていた。

　自分の情けなさ、力の無さに苛立ちを覚えてしまう。これを解消できるのはれいなではなく、あきなしかいなかった。




「乳首ってさー、あきなのだけど。前の主人に開けられているってお前、言っていたよな？」

「ひっ……。なんでいまそれを……」

「開けろって言ったけど、開いているならすぐに見せられるよな？」

「やあっ、いや……だって閉じているもん……」

「そんなに直ぐに閉じないだろ、普通。何時開けられたんだよ？」

「……意地悪な祐輔様、嫌い……」

「キャラが変わっているぞ、エセ関西人？」

「だって、だって……寂しくて待っていたのに。なんでそんな虐めるようなこと……」

「お前がそれを好きだし、俺がそうしたいから？」

「好きじゃ、無い……です。あきなは祐輔様が喜ぶからそうしたいだけです……」

　なんだか可愛いな、おい。

　こんなツンデレバージョンも悪くない。でもどっかで聞いたような喋り方なんだよなあ。なんで思い出さないんだろ？

　まあ、あれだ。

　こんなに弱気でいやらしくも内気で時々生意気で甘い声は……知り合いには出せるやつはいない。

「じゃあ、今から開けろよ。通話で聞いてやるから。お前の顔映せとか、乳首だけ見せろとか言わないからさ」

「やああっ、やあっやあだぁ……。いまの祐輔様、何かへんですよ。いつもと違いますもん。あきな怖い……」

　俺が変？

　そりゃそうかもしれない。だって、心はお前にはないんだから。

　れいなにどこか一部分だけでも行ってしまったんだから。でも、それは裏切りだ。

　俺は卑怯者……。

　あきな、助けてくれ。

　祐輔は言葉にできない救いを、まだ見知らぬ初めての所有物に求めていた。

「何でさよならしたいなんて送信してきたんだ？　俺が浮気しているとかいきなり言い出すし、ただ用事で返事が出来なかっただけだぞ？」

「それはそのー何と言いますか、そう。あの女の……勘？」

「メス豚の勘じゃないのか？」

「そうともいうかもです……」

「ふーん。その勘が俺の浮気を教えたんだ？」

「……だって、祐輔様。今朝からおかしい」

　うっ。

　短い付き合いでもそんなに伝わるものか？

　確かに今朝は早くからいろいろとありすぎた。妹に幼馴染に、さらにはおばにまで衝撃を与えれ最後は自業自得だが……。何というかこう……聞けば役得と言われるかもしれないけど、体験した当人にしてみればイベントが多すぎた。幸せも裏切ることの痛みもやってきて、心を引き裂いてしまう。

　癒されたい。ただ、俺を好きでいてくれるあいつに。

　そう心のどこかで願っていたことがもしかしたら、あきなには伝わったのかもしれない。

　祐輔はそう思ってしまった。

　しかし、ここで弱気なご主人様を見せるのも何か違う気がする。

「お前、俺のことをそんなに気づけるほど、理解していたんだ？」

「それはもしかしたら、浮気しているかもですけど、それはあかんし、駄ご主人様やけど。あきなは大好きだもん……」

「いきなりデレるなよ……おまけに駄ご主人様までつけやがって……」

「えへへー。ごめんなさいっ！　すんまへん、怒らんでくださいっ！」

「いやもう遅いし」

「へええっ？　いややぁピアスだけは嫌やあっ！」

「関西人なのか、エセペットなのか、忠実な駄犬なのかはっきりしろ」

「可愛くてご主人様だけを愛する忠犬あきなですっ！」

「……やっぱ駄豚だわ、お前」

「ひっどおおっいっ！　……へへっ。ご主人様、通常運行なりはりましたね？」

「え？」

　通常運行？

　俺、そこまでおかしかったのか？

　そんなにブレてたかなあ？　いや、これはあきなの優しさだよな。こいつは……こいつだけは手放したくない。

「何ですかね、ご主人様。朝からずっと冷たいっていうか、心ここにあらず？　そんな感じに思いましたもん」

「あー……。気のせいかもな？」

「ふうん？　それでもあきなはご主人様だけが大好き……あかん、恥ずかしいっ」

「一人芝居だけは神だよな、お前。んで、乳首ピアス」

「……えっ！　これだけ褒め称えたのに、まだ足らへんのですかあ？　贅沢ですわ、ご主人様！」

「贅沢って。俺が好きなように調教しているだけ、だけどな？」

「それはええんですけど、でも八つ当たりとか、暇つぶしなのはあかん……」

「お前は黙ってはいって言えば……」

「言いますけど！　でもそれで祐輔様が本当に幸せなら、やりますよ。ほんまになんでもやります。誰かに抱かれて来い言われたら……苦しいけど、それが性癖で興奮するとかなら、喜んでやります。ほんまになんでもやりますよ」

「駄犬……」

「駄犬っ？　あきな、ちゃいますの！　ひっどい、ここまで恥ずかしいのに言ったらこんな返事なんやもん。あきな、泣きそうですわ」

「そうは言ってもなあ、寝取られ。ふーん……」

「乳首ピアスでしょ、ご主人様！」

　うーん、さすがに他の男に貸し出すのはなあ。趣味じゃない。

　しかし、れいなとのプレイなら……悪くないよな。

　いやいや、こんな話するつもりじゃないのに。今はあれだ、俺が救われたいんだよ。

「なあ、あきな。もし、俺が多頭飼いするって言ったら、お前……どうする？」

「へ？　もうされてますやん」

「あ……」

　忘れていた。

　ゆきなという名前の奴隷をリアルに飼育していると既に言っていたんだった。

　俺の間抜けっ！　そう心で祐輔がさけんだが、戻って来た返事は意外なものだった。

「あれ？　ちゃいましたっけ？　お？　うーん……他のご主人様だったかな？」

「は？　お前、俺だけのメス豚……」

「知っています」

「だって今、他のご主人様って言ったよな？」

「言いましたっけ？　あきな、物覚え悪い駄犬ですから覚えてまへん」

「おいっ！」

「さて、何のことですやろ？」

「寝取られやってみるか、お前？　そんなに俺に尽くしたいなら、俺に文句はないぞ？」

「……ぼけつっ！　ンー、愛が感じられませんから却下です」

「却下！　俺が決めるんじゃあ」

「だって、祐輔様がそんな趣味あるとは思えませんし。まだゆきな様とプレイしろとか、三人でやりたいとかなら我慢できますけど。我慢っていうよりかは、祐輔様の深いところまで知り合えるなら、ゆきな様と仲良くなりたいしあきなもそういうの嫌いじゃありませんし……」

「レズ？　百合ってやつか？　それはうーん、悪くないけど。あいつ嫉妬心強いからなあ。独占欲半端ないしその割に正直じゃない」

「ご主人様の調教が悪いんとちゃいますの？　ちゃんとしつけてくださいよ、あきなが馬鹿みたいですやん」

「すまん……？」

「あ、素直ですやん。なら許して差し上げます。でも約束してくださいよ、祐輔様？」

「何をだよ。駄犬に許される俺って……」

「迷ったらあきなが必ずいますよ、必ず。だからきちんと帰ってきてくださいね、あきなの胸の中に。あかん、これ感じるわ……」

　いいのかなあ、こんな身勝手で裏切り者の俺にだけお前みたいな存在がいて。

　心が少し軽くなる祐輔だった。







戻れる場所




「お前ってさあ、あきな？」

「はい？　何ですか？」

「独占欲半端なさそうだよな？」

「どくせん……？　どないですかね、それは嫉妬心もありますけど。でも、なんかちゃいますよ、多分」

「違う、なあ？　どう違う？」

「生意気って叱りません？」

「返事による。あ、乳首ピアス忘れてないからな？」

「往生際が……」

「それは俺のセリフだから。日本語おかしいぞ、お前。それでなんだよ？　怒らないから言えよ」

「むう……う。ご主人様に管理されて生きている枠内？　それで考えていきます。だから、普通の女の子の嫉妬とか独占欲とはまた違うかもしれません。だって……」

「だって？」

　あきなはさっきまでの勢いはどこにいったのやら。

　海の上で荒れ狂う強風がいきなり、凪になったかのようにピタリとその強さを失ってしまった。




「だって、あきなは祐輔様の所有物で、人間の女じゃありません。ただのモノです。モノが自我を持ったらおかしいやないですか。その意味ではまだまだしつけてくださいよ、ご主人様？　もっとあきなの心を支配して、祐輔様の色に染めて欲しいし、こんなしんどい感情なら、壊して欲しいわ……」

「しんどいって、お前。それどういう意味……？」

「だからあ……。祐輔様のことだけしか思うことできへんし、考えられんし、ゆきな様のこととか多頭飼いとか口に出さなくても雰囲気とか、口調とかで分かるし……辛いっ！」

「叫ぶなよ！　耳が痛いだろうが……」

「罰です。独りにして放置した罰です、祐輔様のばかああっ！」

「馬鹿言うな、駄豚！　浮気してねーよ！」

　嘘だ。

　心はさっきまで他の女に向いていた。

　自分をよく知っている誰かなら、あっさりと見破るような薄っぺらい嘘だ。

　例えばゆきなとか、れいなとか咲とか。

「本当に……？　捨てへん？」

「捨ててないから！　まだ捨ててない」

「まだっ！　これフラグですか？」

「違うから、まともな話できないのかお前。まず謝ることあるよな？」

「え？　ありましたっけ？　何のことですやろ？」

「絶叫して誤魔化そう……事実もあるんだろうけど、まあそれは聞いておくとして。お前、前に言ったよな？　両方の乳首にヘソに、メス穴にもク〇にも穴空いているって？」

「ひぇ？　い、いいいいいえええっ、言いません。そんなこと、一言も言いませんとも！」

「日本語おかしいぞ？　おーい？」

「あかんっ、ご主人様がまともに戻ってしもた！　どないしよ……ウチのアホーっ……ぴぇん」

「ぴぇん、は可愛くないからな？　擬音禁止」

「嫌ややあっ、ほんまにもとに戻ってはる……これってもしかして、動画で乳首に空けるとこ見せろ案件？」

「あきなー？　どうしてそう自滅していくんだ？　それ狙ってやっているよな？　そんなに自傷行為を正当化したいのか？」

「……」

「あきな？　おーい、駄豚？」

　いや、多分こいつは違うんだろな。

　そう誘うことで俺の不安とか揺れている何かを解消させようとしている、多分。

　俺の勘違いかもだけど、そんな気がする。

　絶対に手放したらダメな女だ。あきなは。

　祐輔はからかいながら、そんなことを心のどこかで認識し始めていた。

「ご主人様がやれとおっしゃるなら……やります！」

「いや、やらんでいいよ？」

「ひぇっ？　なんでそんなやる気を削ぎはるんですかあ！」

「だって、お前の性癖を満足させてどうすんだよ。俺は我慢させて、もう限界っていう苦しんで狂いだすお前が見たいのに。気持ちよくさせたら意味ないじゃん」

「……どＳ！」

「ありがとうございます」

「……可愛くないわあ、今日の祐輔クン……」

「おい、年上か？　それより、俺の声聞きながら勝手にいじるなよ駄犬」

「なんでっ！」

「声が甘い。バレとるがな」

「お仕置きを……下さい。いやらしいメス豚あきなはだめな駄豚です、ご主人様……」

「嫌だ」

「またぼけつ！」

「ばーか。おい、あきな？」

「あきな？　はい、何でしょう愛おしいご主人様……。名前で呼んだらあきまへん……」

　まったく、こいつは本当に可愛い。

　離せないだろお前のことがいまはマジに側にいて欲しい。

　どこにいるんだろうな、お前は？

「おい、駄豚。大好きだぞ」

「っ！　それ、反則っ……キュンキュンしますっ……！」

「だよな？　俺もお前の声聞くとそう思うよ」

「嘘っ……。それって、祐輔様の肉棒も……？」

「ペットに欲情する飼い主っていると思うか？」

「えーん……。ひどい……。勃起したとこと見たいデス」

「お前、関西人キャラ崩壊してんな？　釣った魚に餌与える飼い主がいると思うか？」

「祐輔様の見たいっ！　あきなこんなに甘えるの初めてデスやん……あかんのですか？　初めてのおねだりですよ！　可愛いメス豚のおねだり……」

「やらん。だがいじれ」

「ひどいーっ！　虐待やああ……辛いいっ！」

「い、じ、れ」

「はい……ご主人様。いやらしいメス豚あきなの喘ぎ声をご堪能下さい……んっ」

　そう。

　この喘ぎ声が毎朝毎晩聞けるのが何よりも天国なんだよ。

　祐輔はその心地よい響きに耳を傾けていた。







限界




　あきなにも限界は来るだろう。

　それは知っている。

　寒い風呂場湯を張って温まるのを許した。

　やるべきこと？

　あのバカが最近こんなん買ったんですよーえへへーなんて見せびらかして来た、そこそこ大きめの電マだ。

　まあ、いつも使っている電気店でたたき売りされている千数百円ていどのものよりも、威力は比較にならないはずだ。

　これを使いたいかー。気持ちよくはなるだろうけど、俺の趣味になるかどうかは分からない。

　と、いうことで重いついたのが水責めだ。







「……やってきましたお風呂です……」

「全体見せろ」

「っ、あ……はい。こうです、かね？」

　壁際には空機取りと思しき天井付近に取りつけら得た回転式で開閉する窓が一つ。

　左壁はクリーム色のパネルで統一されていて、洗い場は人一人が横に寝そべったらそれで埋まるくらい。

　湯船はもう少し狭く、それでも肩口まではと届きそうだ。

　充電コードがなくても内蔵電池で動くこの電マは、防水仕様なのだという。

　これを利用しない手はないと、祐輔はそれらを用意させた。

「さてやることは理解しているよな？」

「知りまへんっ！　こんなサイズの小さい水着まで用意させて、もぉーっ！」

　家人は誰もいないのだろう。

　マンション住まい。それだけは理解できた。

「もおとか言いながら、乳首周りとびらびら周りを裁断しているお前にはなかなか優秀な奴隷になる性癖があるよな？」

「これっ、さっき祐輔様がそうさせたんやありまへんか。意地悪……」

「自分の願望をさも他人のせいにして命令させる傾向がある、と」

「何ですのん、それ？」

「ん？　お前たちの調教日記だよ？」

「……」

　そう告げるとあきなはガタンっと手桶を足もとに落としたまま、たっりと数秒間は固まってしまった。

　どうした？　祐輔がそう声をかけるとようやく思い出したかのように、準備に取り掛かる。

「おい？」

「なんでもありません。ちょっと嬉しくて」

「嬉しい？　よく理解できないな？」

「簡単ですよ、祐輔様」

　少しだけ想像してみてくださいとあきなはつぶやく。

　たった数か月、もしかしたら数週間で終わるかもしれないこんな関係を、自分の言葉で主が思い出としてつづってくれる。

　それがメスとしてどれほど嬉しくて、信頼に足るものかを。

「祐輔様？　Ｍは全部、多分ですけど孤独なんですよ。心を蹂躙され、それを恋だと思い込むことで生きる意味や支配されているってことに生き甲斐を感じるんです。だから、嬉しい」

「ふん、そっか」

「……はい、ご主人様……大好きです」

「まあ、あきなへの評価はうそつき、わがまあ、自分に酔う傾向が強い。だけどな？」

「ぼけつ！」

「まあまあ、そんなとこだ。で、準備はできたのか？」

「まってください。このシャワーヘッド、うまく外れてくれなくて……」

　ということはれいなは蛇口のすぐ下に顔がくるようにしているはずだ。

　そのまま後ろ足を縛ったものの輪を蛇口にうまく通して、でんぐり返りの体制になっているはず。

　その両手には電池式の電マが握られ、後ろには暖かめのお湯をシャワーから直接ぶち込む。

　スマホは音声にだけになるが、まあ仕方ない。

　脱糞のシーンなんて見ても面白くないからだ。

「出来たか？」

「できましたけど……自分から手足縛り上げて、屈伸しながら牝穴に電マあてつつ、シャワーを栓になんて……なんか間抜けすぎる」

「温度はいいのか？」

「多分……始めます」

　最初はゆっくりだと、そう警告しようと思ったが時すでに遅し。

　れいなはシャワーコックを全開にしたらしい。

　勢いよく直腸に向かい踊り狂いながら暴流と化したそれは緩まるところを知らない。

「へっ、あつ？　ちがっ、冷たいっがあが、だめ！」

　そこから後は数分間の嬌声のような悲鳴と共に、バイブの咆哮が世界を支配していた。

　そして数分後。

「……ご主人様、おなか、パンパン。もうク〇やがくて……」

　と、報告してくる様はさすがメス豚というべきか。

「なら、出せ。許す」

「えっ、だってお尻の穴、目の上にああーっ！　あかんっ、ぎもちいいっ」

　普段は知らないはずの直腸側の膣を押しつぶされ、それはずっと我慢していた拒否反応とともに後ろの穴を駆け上がってくる。

　多分、今のあきなは顔からどこからフンまみれになっているだろう。

　聞こえてくる、へっへへ……あかん、これ、いい……。

　そんな声に耳を傾けながら、少しは心が晴れた祐輔だった。







香り




「ご主人様あ……？」

「なんだ？」

「もう、何回目？」

「四回目な気がするなあ。お前、腹は大丈夫かよ？」

「へっへへ……あきまへん、もう、顔ドロドロ……くっさいの……」

「で、まだやるのか？」

「これ、ぽっこり子供できるくらいまで我慢してから一気に出すと裏側の膣のとこえぐられているみたいで……いつくれはるん？　祐輔様の肉棒……」

「さあな？　そろそろやめとけよ？　シャワー浴びて掃除しとけよな？」

「はあい……ほんまに意地悪なんやから」

　意地悪どうこうというよりも、普通はしないことを連続でさせてしまった主人の内心の怯えをさっしてほしい。

　祐輔は少なからずそう思っていた。スカトロ趣味もなければ、今すぐにその綺麗に洗浄されたケツ穴に自分の息子をぶちこんで射精できるわけでもないのだ。

　ただ単純に、れいなとは違う調教をしていくべきだとそう思ったからしているだけなのである。

　会えるれいなはメス穴を、会えないあきなはケツ穴を支配して満足感を得る。

　これは祐輔なりに考案した、互いに傷つけあわないで済むための棲み分けなのだ。

　とはいえ、普通ならもっと時間をかけてするはずのこの浣腸。

　しかも、下手をすれば直腸が破れたりなんて事故もないわけじゃない。

　聞いているこっちからすれば、いつ事故が起こるんじゃないかと冷や汗ものだった。




「意地悪でもなんでもないぞ。それ続けて内臓が破裂したって例もあるんだからな。気を付けてやれよ？」

「え……なんでさきに言うてくれはらへんのですか……」

「まあ、なるときはなるだろ？」

「ひどいわああ。本間に人体実験されている気分やないですか」

「そうともいう、かもな？」

「愛が足らへん……愛がないっ！　こんなうんちまみれになってまで……尽くしているのに」

「そう言いながらさっさと洗っているの聞こえているけどな？　三時間か、お疲れさん」

　んもうっ、などと通話口の向こうのあきなが不貞腐れているのが聞こえてくる。

　三時間も通話していて、よく電池がもつもんだと思いながら、祐輔はムービーで見ておけばよかったとも思うが……。

「あかんーっ、固まったらへばりついて除けへんっ！　くさいっっ！」

「……あ、やっぱりな」

　そんなあきなの悲鳴を聞きながら、やっぱりこういうスカトロプレイは被害に遭わない場所で楽しむに限ると思ったのだった。

　そして一時間後。




「で、どうなんだ？　退いたのか？」

「退きましたよっ！　石鹸でがしごしやらなあきまへんでしたわっ！　これ明日も臭わへんやろか……」

「甘い香りの香水でもつけていけばどうだ？」

「あっ！　……だめですよお、香水とかあり得へん……」

「学生だったんだ？　へえ……」

「ずっと前から言っていますやん」

「あー能見センセ？」

「そそ、ノミヤン……へ？」

「は？」

「なんでその名前を」

「あきなが前に言っただろ？」

「えっ？　せやったかなあ……ほんまにい？」

「だって、俺の担任は秋津センセだもん。似ても似つかないよな？」

「……それはせやけど……。でも……うーん？」

　嘘だ。

　あきなが自分から漏らしたことなんてない。

　あくまで祐輔の誘導尋問である。

　それにしても、能見センセ？

　世の中には似たような教師もいるもんだ。関東と関西でまったく同じ名前の教師がいる。

　変な世の中。

　祐輔はそう思い、この話題を忘れることにした。

「なあ、あきな？」

「なんですか？　あ、まだ出そう……」

「またかよ」

　異音がして、そして排泄音が辺りに響く。

　これをそのまま排泄口に流し込んでいるのだから、罪深いと言えば罪深い。

「お前、何人家族だったけ？」

「うちですか？　うちに、両親、あと妹」

「ふうん。妹は何歳？」

「なんでそんなこと……？　今年上がったばっかり」

「そっか。似ているか？」

「うーん……」

　シャワーで排泄物を洗い流し、また頭からシャワーを浴びて全身を洗っているのだろう。あきなの声はシャワーの向こうでくぐもって聞こえた。

「なんか最近、どっかの雑誌にスカウトされたとかなんとか。母親似ですから可愛いですよ。うちはオトン似やからだめだめ……何でですか？」

「いや別に」

「あー分かった。姉妹で調教しようとか思っていません！」

「ん？　いや、それじゃないんだ」

「それじゃない？」

「うん、俺は抱きたくないし、お前だけでいい。それよりもな」

「はあ……なんですの？」

「お前に調教してもらいたいんだよ、その妹をさ」

「……祐輔様。それ本気？……」

「だとしたら？」

「……命令には従いますけど、すこし考えさせてください。葵はまだ小さいから秘密にできるかどうか決めかねます……」

　葵、なんだ。

　いい名前だな。

　姉妹揃って犯せる日が楽しみだよ、あきな。

　祐輔はそうほくそ笑むでいると、部屋の戸が乱暴に叩かれるのに気づいた。

　やべ、咲だ。

　今夜の晩御飯、俺が当番だった！

「あきな、また後でな？」

「へえっ？　ご主人様？」

　いきなり途切れる通話音。

「どないせえっちゅうねん、ほんまに忙しい御方やで……」

　後にはまだ臭いが取れないと格闘するあきなが取り残されていた。







咲の……




「お兄っ、おっそいっ！」

　下半身を勃たせたままで扉を開けるわけにはいかない。

　例え妹のあんな痴態を祐輔が知っていても、咲はそのことを知らない。

　そういうことにしておかないとこれからの秘密が減ってしまう。

　だが、兄が秘密なはずの何かを自室で行っていたことはどうやら妹には、ばればれだったらしい。

　祐輔が室内着のスウェットの上下に着替えて階下に降りていくと、まだ寒いからか冬用の寝間着を着込んだ先がいた。

　健康的なキュロット状の短パンからすらりと伸びた足、フワフワの裏起毛で編まれた白と、うす紫色のチェックのそれが目に明るくてまぶしさを感じる。

　いや、まぶしいのはなぜか冬着なのに、半袖半ズボンでいるその寝間着のせいだ。

　ソファーの背に身を乗り出して文句を言うと、まだないはずの乳首がうっすらとその双丘の奥に見え隠れしていて、祐輔は軽く視線を居間の奥にあるテレビの方に移した。

「……そうか？　まだ十九時じゃないか」

「もう、だよ？　ずっと待っていたのに」

「すまん。っていうか、勝手に当番にしたのお前だからな？」

「知っている！」

　咲は悪びれた素振りもなく、ただ一心不乱にゲーム機のコントローラーを握っていた。

　どこかで見た画面だなと思ってじっと見ていると、最近、ようつべ上に流れるプロゲーマーの攻略チャンネルでやっていたやつだと祐輔は気づいた。

　あのボス、その装備じゃ倒せないんだよなあ。

　ほら、そこで喉元から一撃食らってヒットポイントがスカスカになったところを、ボスの大きな盾がまるで鈍器に早変わりして自分のキャラの背中を連打する。

　ここで隠しコマンドを入れたら左右に一回転してヒットポイントを回復させることのできるエリクサーがもしあれば、まだ再戦といけるのだが……。

「ああん、もうッ！　また負けたよお……」

「お前が弱いんだよ」

　そんな聞こえないだろう一言をそっとウサ晴らしにつぶやくと、祐輔は冷蔵庫を開けてみた。

　野菜はそこそこ、肉は冷凍庫に山ほどある。父親が精肉卸販売企業に勤務しているからだ。野菜はこんな田舎なら近所からスーパーや農協に卸せないクズなら破格で譲ってもらえる。

　調味料は問題ない、御飯だけは咲が焚いたらしい。唯一、豪華なおかずといえば刺身の盛り合わせがあるだけで、これは父親の遅い夕飯お供になる予定だっただろうけど。

「食べてくるならもらうか。どうせ社内で食べてくるだろうし……」

　聞いた話だが、父親の会社は精肉加工工場も含んでいるのだという。そこでは二十四時間体制で職人さんやパート・アルバイターが包丁片手に一頭の牛や豚を解体していて、父親はその肉の仕分け作業と鑑定をしているのだとか。休みはきちんとあるが、早朝出勤・深夜帰宅の多い仕事だった。

「牛……なあ？」

　アリサの鼻輪を思い出す。あれはれいなに絶対に開けさせると決めていた。

　あの間抜けな表情。鼻フックを引っ掛けてブタ鼻にするよるも余程、合理的だ。それに、鼻梁の粘膜は刺激すれば良い性感帯になるという。れいなを更にメス豚に落とすにはもってこいの調教方法だった。

「あーだめ、勝てないー。うーん……っ」

　適当にスライサーでスライスした野菜と解凍した豚バラ肉を茹で、そこに根野菜のサラダを添えて青じそドレッシングで豚肉の冷しゃぶを作ろうとしていた祐輔は、沸かそうとして寸胴に入れた水を慌てて支えた。

　あぶねーもう少しで床にぶちまけるとこだった……中身、水だからよかったけど。




　ふうと一心地つくとチラッと高一にしては幼い百四十六センチだと本人がのたまう、そのあられもない肢体を拝んでみる。まだ風呂には入っていないはず。

　さっきキラっと反射したのは何だ？

　耳にそれぞれ五連ほどの左右で銀と黒に分けたピアスをしているのは知っていた。

　舌にも一つ空いていて、ヘソには……？

　いま見えたのがそれか？　我が妹ながら一体、どこまで親に貰った身体を傷つけるんだか。

　自分のペットたちには好き勝手開けさせているのに、俺は自分勝手なご主人様だと祐輔は思い出して自嘲気味に笑ってしまう。




「お兄……まだ？　もう三十分越えている」

「腹減ったと？」

「うん」

　コクンっとうなずくそれは可愛い妹の仕草そのものだ。

　ふーん、なら……と祐輔は大根の皮をむいてぶつ切りにしたものを咲に差し出した。

「これ、スライサーでスライスするの手伝え」

「……えー」

「やる気が感じられない、えー、だな？　今夜はしゃぶしゃぶだぞ？」

「あ、それならやるかもー」

　チョロいんめ。

　茹でた豚肉を冷水にさらすためボウルとザルはどこだと祐輔は戸棚の上の部分を探ってみた。

　あった、あとは氷をこの中に……咲が足元でうろちょろしているから、まな板の上の包丁が落ちないか気になってふと下に視線を落とした時。

「……げっ」

　その一言で推して知るべし。

　どうやら、メス豚という人種はどの世界にいても、同じ位置に主人の愛情の痕を求めるようだった。







待機




「は？」

「あ、いや何でもない。あーあったあった。影にゴキブリがいるような気がしてな……」

「ひゃっ？　嘘っ、お兄、何とかしてよ」

「いや、気のせいだから。大丈夫だって！　な？」

「なって……説得力ないんですけどー？　お兄、いつも忘れ物ばっかじゃん」

　俺はお前よりは成績が良いがな？

　遅刻も早退もないぞ、咲。

　陸上部でこけたからって怪我を言い訳にして、春休みを後半まるまる休んだお前に言われたくない……。

　そこまで思い、祐輔は、ん？　と考えてみた。

「なあ、咲。お前、左足捻挫したとか言ってなかったか？」

「え？　そうだけ、ど。それが何？」

「いや……いま、ゴキブリって聞いて左足で立ってなかったか？」

「まさか、そんな……」

「そうか」

「うんー」

　こいつ、とうの昔に完治してやんの。

　ずるい女だなー。次女とか次男って要領がいいって言うけどこういうことか？

　俺だけ色々と損している気分だ。

「まだ痛むなら座っていろ。持っていくから」

「え、まじ？　……ありがとう、お兄……ちゃん」

「ああ」

　どことなく気恥ずかしそうにするその仕草は若く、妹は何も穢れていないと俺は信じたい。

　祐輔の脳裏にはあの強烈な記憶。今朝の記憶が甦るがもしかしたら、あれは単なる夢だったのかもしれない。

　れいなの痴態に、アリサのキスに、七星おばさんの飼育宣言に……あれから、れいなはどうなっただろう？

　そういえばあきなのケツ穴を調教するのに集中しすぎて頭から抜け落ちていた。

　後からスマホ、確認しとかなきゃな。

　そう思うも、咲は足元であれだのこれだのとジュースをグラスに注ぐと不器用に三つほど前菜を抱えてテーブルに運ぼうとしていて、いま手を降ろすのはどうにも心もとない。

　その上、やっぱりこいつの乳首には綺麗な。

　そう綺麗なコの字型の上の結び口で閉じるような、四角いタイプの少し角が丸みを帯びたピアスがにゅっと二つ、そこに存在を示しているのだ。

　おまけに多分……あれはまだ知らないタイプのピアスのような気がすると祐輔は記憶を探ってみる。

「あ、マイクロ……」

「は？」

「いや、マイクロが新しくなんか出したよな、最近？」

「最近？」

「だったな、多分」

　どこかよそよそしいその言い訳に咲は変なお兄と一言つぶやくとゲームに戻っていった。

　マイクロダーマル。

　皮膚を切開して埋め込むやつだったな、確か。

　さすがにあれはついてない、乳首には。

　でも胸元深くにあるのは、かがんだら見えるだろうと分かり切ったことを考えてしまう。

　兄としては心配にもなり、気が気でないが……それでもこいつをメスと見ればどうだろう？

　俺は犯すことができるだろうか？

　まだ、……童貞を卒業していないのに二匹ものメス豚を飼育するご主人様、か……。

「まさしく悪行だよ、本当」

「悪行？　何それ？」

「深夜とかに家族に迷惑になると知りながら、通話している奴、とかなー？」

「お兄じゃん、それ」

「ぶっ……何だと！」

　まさか、本当に聞こえていた？

　そりゃ確かに、咲の部屋からの通話は聞こえていたような、いなかったような。

「お兄、誰と通話しているの？　いっつも深夜までぼそぼそ喋ってさ。壁が厚いからあんまり聞こえないけど、なんか変な声も聞こえるし」

「気のせいだろ？　友達と話しているんだよ」

「友達？　ゆきなさんとか、れいなさんとか？」

「……誰かは関係ない」

「ふうん。ならお互いに寝不足なんだね」

「お互い？」

「だって咲はお兄の声で寝られないし。お兄はお兄で通話している相手、彼女さん？　その人との通話で寝られないでしょ？　だから」

「あーそれでお互いか。その大根卸し入れたポン酢取ってくれ」

「んー」




　咲は手を伸ばしてそれを取るが、テーブルの端にあるそれには距離があり、座ったままでは手が届かない。

　よいしょっと一声上げて伸ばした手のおかげでこれまで見えてなかった部分が色々と祐輔の目の前に服の裾を割って飛び出て来た。

「おい、それ……咲？」

「げっ。見えたっ！　見た……」

「見た。ってかなんだよ、そのなんだ、ピアスのような文字のような……タトゥー？　な訳、ないよな？」

「な訳、ないじゃん。これ、染料だよ、染料。最近、流行ってんの」

「せん、りょう？　染めているのか、それ？」

「一度書いたら二週間は取れないって言われているの。そのままずっと続けたら……ね？　入れ墨じゃないけど、色素が付着して取れなくなるんだ。へへっ」

「へへって何だよそれ……誰の名前書いているんだ？」

「ちょっ、持ち上げないでよ！　洩れるでしょ！」

　言うほど胸のサイズないだろ、お前。

　そんな突っ込みを入れながら裾を持ち上げたら、『奴隷』という一文字が恥丘部分にくっきりと浮かんでいた。

「離せよっ、バカ兄貴！」

「うるせーな、離せってもう離しているだろ？」

「この変態、童貞、クソっ！」

「おいっ！」

「そんなだから話し相手と変な事しか言えないんだよ！」

「……変な事？」

「あっ、何でもない」

　さっと顔を赤く染めて咲は黙ってしまう。

　それから数口、食事をして二階に戻ろうとする妹に、祐輔は罠を仕掛けてみることにした。

「なあ、咲？」

「何よっ！　クソ祐輔っ！」

「……今朝のベランダ、な？　俺、見ていたかもな？」

「っ！　知らないっ！」

　否定の代わりに戻って来たのは勢いよく閉められた二階に続くドアだった。







密度




（いま、通話いいですか、ご主人様？）




　そんな一文がスマホに飛び込んできた。

　相手は誰を隠そう、あきなではない、れいなだった。

　帰宅したら連絡するって言っていたか。

　でもその前に……確認することがある。

（三十分待っていろ）

　そう返事を返すと祐輔が発信をかけた相手は、おばさんと呼んでいる七星だった。

　どうせいつも暇なはず。

　しかし、十回以上コールしても彼女はでない。

　もう諦めて切ろうとしたとき、代わりに出たのは相方と呼んでいる同居人の女性だった。

「はい、もしもし？」

「あっ……七星おばさん？　じゃない？」

「誰？　あいつならいま外出しているけど。スマホ忘れて行ったみたいね」

「俺、あ、その……前に伺った祐輔です。親戚の……」

「ああ。ヘタレご主人様のユースケ君だ。覚えてない、樹乃だよ」

「ジュノさん。覚えていますけど、ヘタレはないっすよ。おばさん、もう話したんだ……」

「あいつとあたしの間に秘密ないから。何の用？」




　高遠樹乃。

　七星の同性愛のパートナー。

　要件を伝えてそれで伝わるのか？

　祐輔は少し及び腰になる。

「……そのヘタレの事でどうなったかなって。そう思って……迷惑かけてごめんなさい」

「迷惑、ねえ？　まあ、いいわ。その謝罪があるだけまだ許せるし。次は知らないよ？　七星が許してもジュノが許さないから。男なら自分でどうにかしなさい。まあ……学生だけどそのクセ、ご主人様とか贅沢すぎるでしょ？」

「すいません……」

「七星はね。あんたのお願いを聞いて頭を下げに行ったよ。野上れいなちゃんだっけ？　あの子の夢が将来、海外で働きたいから勉強したいって祐輔から紹介されたって口実作ってさ。七星が経営している海外の証券会社でアシスタントとして、雇い入れしたいって頭下げに行った」

「えっ……マジ……」

「そこまでさせたんだから、あんたキチンとしなさいよね？　ご主人様とかはそっちで勝手にやってよ。でも、れいなちゃんを妊娠とかさせたら、後が怖いからね？」

「……はい……」

「樹乃が言いたいのはそれだけ。後はれいなちゃんと話したら？」

「そうします」

　じゃあ、とぶっきらぼうに言い通話は一方的に切りあげられてしまった。

　現実が波のようにやってくる。

　どこまで受け止めていいのか、感謝をどう形にするべきなのか。

　迷いながら、祐輔はれいなの番号の発信ボタンを押した。

「はい」

「あ、俺だけど」

「……駄豚です」

「いや、それじゃなくて……どうなった？」

「うん。その何だろ。採用されたっていうか、今夜から移ることになったの。それで」

　と、そこで通話口に別の相手が出た。

　誰でもない、七星だった。

「はい、ダメなご主人様のおばだけど？」

「おばさん！　なんで？　今夜からって？」

「あの浩紀って子？　ずっと帰らないから消えるの待っていたの」

「浩紀が？　それで？　あ、じゃないや。ありがとうございます、おばさん……」

「まずはそれが出て来たから許す。もう帰って行ったわよ。れいなちゃんのお母様、連絡着かないの。このままだと危険だし、職場にね。さっき行って話してきたとこ」

「……そんなに簡単に行くの？」

「一本あれば人間変わることもあるのよ」

「いっぽん？」

「一千万。現金！　あんたの借金だから！」

「おっ、俺？」

「自分のペット助けられないで頭下げて来たのあんたでしょ？　たかだか一千万、数年あれば返せるわよ。死ぬ気で働きなさい。ああ、二十五歳から返済にしてあげる。社会にでなければ何にもできないだろうから。そんなわけでれいなちゃんは、うちの社員。これからはあのマンションに住みます。勝手に出入りしたら、ぶっ殺す！」

「ちょっ！」

　そこでまた、通話は一方的に切られてしまう。

　あのカップルは人の返事を聞かないのか？　祐輔が借金って何だよ、と呻いていたられいなからメッセージが届いた。

（れいなが返すから……ごめんなさい）

　こんなことを言われて守れない主人は無能以下の何者でもない。

　俺が頑張るよと返したものの、一日の疲れがとてつもない勢いでのしかかってきた。

　もう、無理。

　祐輔はベッドに伏すと、いつの間にか寝てしまっていた。







寵愛




　寵愛。

　大勢の妻や妾、愛人の中からたった一人だけの女性・もしくは男性が、権力者から特別な扱いを受けること。

　性的な意味、伴侶としての座を含む。




　なんだか間違いの多い、ゆきなの脳内広辞苑ではそんな感じになっていた。

　橘ゆきなはなるほど、とうなずくと手で湯をすくって顔を洗う。

　自分は何番目で、どれくらい愛されているんでしょうねー……祐輔様？

　そんなことをふと思ってしまう。

「中国の後宮とか日本の大奥って確か、数百人の女の人がいたんだよね。皇帝とか上様ってとんでもない変態だったんだろうなあ。なんてうらやまけしからん……。私だって欲しいのに、なんで同じ名前の奴隷なんかに負けなきゃいけないんだろ」

　でも、嘘ついてご主人様を騙しているのはゆきなだし。

　あきな、なんてキャラ、いつまで続けたらいいんだろ。

　痛かったのに。

　駅のトイレで裸になってまで頑張って写メ取ったのに。

　わざとわかるように、下着が目に入るようにブラウスのボタン……。

「少し外したのに。見れば分かるようにしたのに。あんなに派手な色のブラまで着けたのに。ゆーすけ……サマ。メス豚、頑張ったんだよ？」

　なんて言っても伝わるはずがない。

　そろそろ見つけてくれないかなー？

　知っているんだよ、ゆきな、なんていないでしょって。

　あきなだけの……、私だけの。

　ゆきなだけのご主人様のはずなのに。

「でも……本当に誰か別にいたら、どうしよう？」

　乳首に名札までつけたのに？

　あ、でも……穴はまだ開いていたから半分だけ。

　ふさがった部分、再度貫通させるの痛かったなあ。右の乳首、またニードルで開けないとダメかなあ？　あの時は無理矢理だった。本当に痛かった。

　縛られて、両方の乳首に、ク〇の皮、おまけにひだひだまで。

　口に布を押し込まれ、痛みに気を失って、二日くらい縛られたまま、前と後ろも開発されたっけ。

　あの男はもういない。

　いないはず、いない……はずだ。

「まだ生きていたらどうしよ。いつか殺されるね、本当に。誰も守ってくれない」

　あれから数年。あの犯人は、自殺したはず。

　それも逃げ出した後に知ったけど……。

「ふんっ、ひだひだの片方、ちぎれてからつながらないし。いつか、切除手術で切り取ろうかな。こんなきれいじゃない身体、誰が愛してくれるんだろ。ね？　ゆーすけー……ゆきなだけの、ゆきなにしか向かない、ゆきな以外愛さないで欲しいな。祐輔サマ……」

　汚い女は好かれないかもしれない。

　触りたいな。でもダメだって言われているし、イクなって命令だし。

　もう、一月近くイカせてもらってない。

　本当はあの声だけで、頭の中ではイッてるのに。

　会いたいな、抱かれたいな……ご主人様。

　ゆきなの指先はそっと下に向かって這って行った。







二つの心




「返事がない……なんでよー、もう！」

　いや、違うんだけど。

　返事を欲しいって送信してないからこっちの勝手な思い込みっていうか……願望なんだけど。

　でも、どうして？

　普段は気分次第で電話かけてきたり、メッセージが来たり、乳首に穴開けろとか言うくせに。

　命令されることはモノ扱いされていて、その時間は彼を自分だけが占領できて、心は満足してどうしようもなく嬉しい。

　余計な……そう。余計な人としての感情を持たなくて済むから。奴隷なら、ペットなら。そこに居場所があるから。

　だから……ゆきなだけの。

　あきなだけのご主人様でいて欲しい。

　ずっと。ずっと、ずっと……一緒にい続けられたらいいのにな。

　どこかの誰かさん、うちが知らない誰かをゆきな、なんて名付けて飼っていると言われたら、ショックよりも嬉しすぎた。

　だって、その名前はうちの、あきなのモノで。本当の名前で、言えないけどでも、使ってくれているってことはもしかしたら……本当に飼ってくれるかも。

　全部を見てくれるかもしれない。

「うち、か。本っ当に間抜けなご主人様！　声のトーン下げて、イントネーション変えているだけってそろそろ気づかないで、いいか、な。まだ全部見せてないし」

　いま電話がかかってきたら、全部見せるのに。

　そんな気分なのに。

　今夜は縁がないみたい。

　寂しいな……。

「そろそろ、あきな、か。ゆきな、か。どっちかに成りきらないとキツい。学校、別々にならないかな。そしたら、時間も距離もできて離れてもっとゆっくり……ゆっくり。そう、ゆっくり……」

　うちだけのご主人様にしてみせるのに、全部を変えてみせるのに。

「えっ？　ちょっ、それ違う。私が祐輔のモノに染まりたいのに。染めてどうすんのよ、あきな……」

　何か変だな。

　あの時から。

　祐輔に出会ったあの、ネトゲの世界のあの日から。

　自分の中に逃げ道が出来た。

「んっ……まだ、痛い。指先入る穴なんて……どうなんだろ」

　破れていないラ〇アの方はホールを入れてずっと広げて来た。

　彼に出会ってからずっとそうしてきた。

　いまじゃ、小指の先がそっと入るくらい。

　あの男にされたあの時間。

　全部を教えられたあの時間、怖くて逃げられない。言い訳ができないくらい強く抑え込まれて染められた。

「あーもうっ、だめ……ふわっ……」

　自分でも甘いなあって思う声がついつい出てしまう。

　これはゆきなの声じゃない。

　あきなの声だ……祐輔、どうしよ？

　ゆきな、二つになりかけているかも。

「ぬっふっ、ンっ？　やだ、お尻はやっ、お願い、いやっ……」

　ええやん。ゆきな、うちに譲ってや。今だけでええから、その身体。欲しいわ、うち。

「やっ。絶対、嫌！　譲らない、前にそれやったら、あんた祐輔に見せびらかそうとして乳首に自分で針通してっ！」

　祐輔が言っていたとあきなになった時の記憶をゆきなは思い出す。

　Ｍは、言い訳をしたがる。

　どうしようもないほどに言い訳ができない、逃げられない力で強制されたら。

　その時に身体を支配されたら。

　痛みで、その痛みを快感に。心を恋に染めることで、擬態する。

　自分を騙して服従し……逃げ道を用意する。

　だから、ＳＭには強い恐怖と快楽が必要なのだ、と。

「あきな、逃げていいのはあの時だけ。祐輔はご主人様だけは、自分で選んだんだから。もう、逃げないの。ゆきなは！」

　端から見たら、一人芝居をしているのだろうと思われるかもしれない。

　でも、これが本当の自分。

　あきなとゆきな。

　ゆきなは祐輔を自分から求めてでも、あきなは？

　あきなは？　まだ逃げ場を求めている。

「祐輔様はあんなに優しいのに。あんな、前のご主人様とは違うのに。どうして信用できないの？」

　そう問いかけたら、ふいっとあきなは雲隠れする。

　どこかに消えて、途端に見えなくなる。

　寝ている時、気が抜けた時、祐輔がそばに居るとき……ゆきなよりも、あきなの方が出ているのに。

「あは。壊れてるよお、ねえ、祐輔ェ……なんでこんな時にかけてくれないの？」

　やっぱり、『ゆきな』がいるから？

　他のゆきな、ううん違う。別のゆきな。誰かが付けられている、私の名前。

　もう抱かれたのかな？

　セックスした？

　ご主人様のあれはどんな感じ？　一晩中、おしゃぶりしたことあるの？　せーしの味は？

　尿だって浴びたいし飲めるよ、せーしだってごっくんできるよ？

　喉奥まで何度もそれで突かれても大丈夫だよ？

　ちゃんと教え込まれたからいつでも、ゆきなはおもちゃになれるよ？　ゆーすけ……？

「……でも、祐輔はあきなだけのご主人様、なんだろ、な。ゆきな、消えちゃうかも？　最初にいたはずの私が消えるってどんなホラーよ、それ……」

　消えたくない。

　二つを一つにして、それで可愛がられたい。

　望めないことだけど……今からでも会いたいな。

「行こうか。ダメ、かな？」

　行こや、ゆきな。会わへんでもええやん。顔見られんでもええやん。もしかしたら、影だけでもええやん。寂しいわ……。

「首輪つけて、行ったらダメかな？　ピアス、二つ開けて行くよ？　乳首に……」

　さすがに、本当に出る勇気は無いけど。

　でも、ピアスくらいなら、ゆきな、開けられるよ？

　やっぱり、私はまともじゃない。

　ゆきなはあきなにかなわない。祐輔は多分、あきなだけのご主人様だ。

　そう心のどこかで思い始めていた。
















第四章







意地悪




「今本当にそれやりたいの？」




　さて、と。

　風呂をあがると見えるのか脱衣室の鏡に映る自分。

　そこにいるのはゆきなで、あきなはいない。当たり前のことだけど。

「深夜に出歩くのは、ないかな。あと、あきなが何かするのも難しい。演じてもそれが私の全部じゃ……あらへんもんな。やから頑張って痛みの記憶から逃げるくらいには。できるかな」

　祐輔に見せるのは、あの時、言い訳と虚構と嘘とフリをして生き延びるために咄嗟に取った行動が、作り上げたあきなという役なのだ。

　でも、二重人格を装い、勝手にそれが自立して行動する。

　よくアニメや映画の虐待を受けた女性や子供が取る、精神の安定のために処理しきれない感情を昇華しようとして別の誰かが生み出されるってのがあるけど。

　当時の自分にはきつかったけどでも、そうなるほどではない。

　やりきれないときだけ、祐輔に甘える。

　あきなという仮面を利用して。

「もし、あきなが肉面のようにゆきなを食べちゃったら、それはそれなんだけどね」

　でも、あきなは幼いから。

　私が守らなきゃ。

　ゆきなが祐輔に守られているように。

「本当に、祐輔があきなファーストなら、その時は仕方ない」

　彼女を捨てる方法はある。

　このアングラな関係を閉じればいいのだ。

　どこかで耐え切れなくなって、別のご主人様を探すかもだけど。

　その時はごめんね、祐輔。

「ゆきなは祐輔だけのゆきなでいたい、よ」

　髪を乾かして、風邪を引かないようにしたら、二階に戻る。

　こちらから連絡はもうしない。

　彼の求めることには、何でも応えよう。

　ピアスでも、後ろの穴でも、会いたいと言われれば、あきなとして抱かれよう。

「今夜は後ろ、準備万端ですよーユースケサマー？　あと五分でかけて来ないと寝ちゃいますよ？」

　その前にやるべきことが一つ。

　ゆきな軟膏、ニードル、ピアス各種、そして痛み止め。後は消毒液とガーゼなどなど。

「下はまだ勇気がわいてこないから。堪忍やで、ご主人様？」

　ゆきなもあきなも、全部、ゆきな。

　命令は聞くし、大好きだし、抱かれたい。

　でも、今少し預けておくね。

　祐輔が名付けたゆきなさん。

「っ！　いっ……たい。これ、で任務達成……」

　両方の乳首。二つの四角い輪っか。

　金属と痛みでつながる、祐輔と私の心。

　ゆーすけ、大好き。

　その思いだけは橘ゆきなとしては言えない。

　いつか、メス犬あきなとして。

　祐輔の育てた、ゆきなと共に抱かれよう。

　それが、メス犬あきなの決めた、ある決断だった。

「……やっぱ無理！　暗いじゃん、怖いじゃん、無理ー……」

　ふふ。

　首輪に春先のコート。

　中身は全裸。

　とは怖いので、キャミとボクサーパンツは履いている。

　それでも、バレたら痴女確実だけど。

「深夜、二時。そりゃそうよねー馬鹿なご主人様が、後ろの穴を四時間近くもいじらせたんだから。まだ匂う……？」

　実にゆきならしくない。

　そう、らしくない行動と、性欲と、環境に身を置いている。

　歩き始めた夜闇の先には住宅街らしく、家々の色違いの壁が背丈以上にあって、分かれ道までは数メートル間隔で、さっき振ったゲリラ雨が、アスファルトのかすかな臭いをかもしだしている。

「なんかツンっとする。変な臭い」

　春先の若葉が芽吹くその匂いはどこまでもむせ返るほとに、濃密で。

　鼻梁の奥を刺激して、もの悲しい雰囲気を思い起こさせて、ふうってため息をついつい、ついてしまう。

　悪いことなんか何にもしてないのに。

　うしろめたさが自分の背中をつん、つんって押してくれる。

　早く行けよ、行って、その醜い欲望を満足させてこいよ。

「一番は知らない、ゆきなさん。二番目は知っているあきなさん。三番目は、さあ？」

　イタズラをしてやろう。

　スマホのメッセージで、出がけに取ったこの姿。首からした、下着をつけてない自分の裸写メを送付してやる。

　あて先はもちろん、祐輔だ。

「起きてよ、祐輔。見て驚いてよんで、ゆきなを見つけてよ。メス犬あきなだけど。祐輔の奴隷のゆきなさんに負けたくないよ」

　返事は、もちろんない。

　ドラマやマンガや、小説の様なドラマティックな展開には至らない。

　なってくれないかなあ？

　それなら、いま見上げているベランダから、路上で四つん這いになって、おしっこしろって言われても、するのに。

「ご主人様は贅沢だ！　こんなにメス犬が尽くそうとしてやってきているのに。でも、ストーカーかもしんない……うちはアホか？」

　その可能性に気づいたら、もう一気に熱は冷めてしまう。

　犯罪者に、異常心理者になってまで満たしたい欲望なんて、醜悪だ。

　うちが、あきながなりたいのは、彼に固執して何もかもを手にしたい。思い通りにしたい、そんなメス犬じゃない。……ご主人様の側にいて、よしよしされて、幸せを感じられて、そのためならどんな要求でも聞くＭ女なの。

「帰ろ……」

　しかし、人生はと帰して気まぐれで。

　ゆきなが踵を返した時、メッセージと共に部屋の灯りが薄く点灯するのだから。

　神様は本当に意地悪だ……。

　ゆきなはそう思ったのだった。







遭遇




　この世の中にそう何度も何度も奇跡のような出来事は起こらない。

　これは祐輔の持論だ。

　七星の金でれいなは救われた。

　あきなにまさかできるとは思っていなかった、ケツ穴の数時間調教が成功した。

　咲については……考える。

「ないな、ないない、ない。あり得ない。……妹だ」

　ベッドの上で祐輔は寝ぼけながら、シャキンっと心地よい金属音が響いたせいで目を覚ました。

　ああ、あきなだ。

　放置していた。

　いや、きちんと相手を終えたか？

　どちらにしても、なんか心にひっかかる終わり方だった。

「愛が足りないってさけんでんのかな……」

　寝ぼけ眼をこすりながら、メッセージアプリを開く。

　待ち受けは好きな女性アーティストものにしている。

　アプリが立ち上がったら、いきなりな画像で一気に目が覚めた。

「はあっ？」

　それはの妄想をかきたてる素晴らしい裸体の裸エプロンならぬ、首輪の裸コート。おまけに乳首両方にピアス付き。

　出てくる思いは、頑張ったな。

　その一言しかなかった。

「あきな。俺って許されんのかな？」

　そうぼやきながら、（頑張ったな。綺麗だぞ、俺のメス犬あきな）、と入力して返信。さっきメッセージが来たのだから、あきなはまだ外にいるかもしれない。

　危険だ。

　祐輔は自分が守れない状況でそんなことをして欲しくはなかった。

（え……嘘っ。ほんまに？　ご主人様？）

　そんな返事がすぐに帰って来た。

　本気だよ、当たり前だろ？　お前に嘘なんてついているな。

　存在しない、ゆきながいるって言っている俺がいる……。

（本気だよ。危ないから、戻れって。通話していた方が、人は近寄ってこないかもな？　通話するか？）

　そう返事するとしばらく、返事はなかった。

　そして、部屋の外。

　ストーカー予備軍のメス豚はそれを見て思わず叫んでいた。

「えっ、それ無理っ」

　小さく叫ぶと、祐輔の部屋に届く可能性があることを思い出して、ゆきなははっと口をつむぐ。

　いま気づかれたら、本気でストーカー確定だ。

　逃げるどころか、嫌われて捨てられたらそれでこそおしまいだ。

　静かにしなくちゃ……。

（帰ります、帰りますから。はよ、寝て下さい。ごめんなさい……あきなは、ほんまに嬉しい）

　いつかはゆきなとして抱いてくれるなら多分、それはないまま。

　あったとしても打ち明けられないまま、まともな関係で進むんだろうけど。

　あー、もう。なんでそう暗い方向にだけしか思いが行かないかな、自分！

　心で己を鼓舞すると、まずは誉められたじゃない。そのことを励みにして戻るべきだよ！

　そんな誰が聞いても早すぎる手のひら返しを自分自身に行いながら、あきなを演じるゆきなはじっと祐輔の部屋を見つめる。

「寝る……かな？」

　返事がない。

　自分の背にあるのは高層マンションでその灯りで道路は祐輔の部屋からは見られないだろうけど、逆に言えばいつ裏口などから人が出てくるかもしれないわけで……。

　それこそ通報されて捕まったら。

　いやいや、少しでもまともでない男性にでも捕まったらあの地獄の再現だ。

「寒い……やだ」

　それまで深夜でも周囲は鮮やかな色どりに溢れていたのに、一気にモノクロと闇の世界に堕ちてしまう。

　そこかしこの墨色の闇のどこかから、あれが……あいつが、薄っぺらく張り付いたようなあの気味の悪い笑顔を向けてくるようで怖い。

（助けて、ご主人様……）

　身体が動かない。

　思い出すと恐怖がよみがえる。そう一文を打ち込むも、更にこわくて送信ができない。

　もし、ゆーすけがそうだったら？

　あの男と同じように手を挙げて、殴る男だったら？

「あれ？　なんで……？」

　想像したらなんでか、恐怖が溶けた。同時に膣がきゅんっと熱くなる。

　奥の方、まだあいつ以外の男を知らない膣奥がじゅんっとなり、受け入れ態勢が万全だということを知らせてくれた。

　それはつまり、祐輔ならいつでもいい、何をされても受け入れられて、愛することができると、ゆきなの中の女が告げているということであり。

（ご主人様に膣の奥まで。あきなの女まで、全部。脳の奥まで支配されています……）

　ゆきなは文面を打ち替えた。

　はあ、はあと息が荒くなる。まるで交尾に興奮している盛りのついたメス犬みたいだ。

　自分がこんなに変わるなんて思わなかった。

　支配されるってなんて幸せなことなんだろう。

「帰ろう、かな。大好きだよ、ユースケ。いつか抱いてね？」

　メッセージの返事はない。

　部屋の電気も消えてしまって、人の気配も消えた気がする。

　いまなら幸せの絶頂にひたりながら、オナニーなんてせずに駄々洩れの愛液で下着を濡らしっぱなしのままで寝られる気がした。

「これ、パンツ履いてなかったら道路に垂れるレベル……ヤバっ」

　どうにかそうならないように、と願いながら身体を方向転換。

　ふつうの女性を演じながらゆきながその場を去ろうとした時だ。

　パッと灯りがついたのは。

「え？」

　一瞬、ご主人様が起きたのかとメス犬は見えない尻尾を振って彼の目覚めを喜んでいた。

　しかし、振り返るとその灯りは直ぐに消えてしまう。

　ただ一つの不思議なこと。

　その部屋は祐輔の部屋のものではなかったこと。

　何かバレたかな……？

　だとしたらここで見つかるのは一番まずい。

　早くずらかろうと背を向けた時、カラリとベランダに続くそのガラス戸が開く。

　風に乗って来たのは、祐輔ではなく、若い女の声だった。







未遂




　あきなからのメッセージ。

　通話は嫌らしい。

　もし警官になんて見つかれば良いことはない。

　そうなったら、あの恰好じゃ冗談でも済まない事態にもなるだろう。

「帰る、かあ。それでもいいかな」

　俺まで捕まる、あ、違うか。

　俺が捕まるんだ。

　そう思うと祐輔はベッドに腰かけ、ブルっと身震いを一つした。

「嫌な想像するようになるなら、あれだよな。あきなを諦めて、れいなを取るのもだめだな。れいなにはしばらく近づけない」

　おばの七星とその恋人の樹乃の目がある。

　本物の性奴隷のアリサの目だってあるのだ。

　かすかな変化はそれだけで彼女たちの目に映るはず。

「何にもできない、そんな愚かな男だわ、俺……」

　ご主人様と名乗らせてくれるのも、あの二人だけだ。

　なんてありがたいんだろな……。

　失うにはあまりにも、あまりにも。

　そう、あまりにもデカいよ。

　俺にはもったいない。

「会いたいなあ。抱き締めてやりたい。れいなのあそこは温かかった。指先に絡みついてきて、ク〇もあんなに硬かった。あきなはどうなんだろ。もっとネットリしているのか、それとも小ぶりなのか、もっと大きいのかな？

　れいなのラ〇アはつるんとしていた。

　あきなのはまだ見てないが、もしかしたらはみ出しているのかもしれない。

　あれは、どこまでも綺麗で見た目にも楽しめた。

　どれだけ覚えているんだよ、俺……。

　ついそう思うと苦笑してしまう。

「一千万。返せるかなあ……やるしかないよな」

　この腕に抱いてやれるのは、どっちだろう。

　れいなかあきなか。

　ゆきなは……いないからなあ。

　自分で創造したキャラなのに、名前はあれだ。

　幼馴染の柳ゆきなから拝借しているのだから、もしかしたら、俺はゆきなにも気があるのかもしれない。

　そんな不遜なことをれいなの裸を思い出しながら考えていたら、

（多頭飼いなんてしようと思わないことね、祐輔）

　七星のその声が不意に心によみがえった。

「おばさーん……。台無しだろー？　あきなの、この画像で抜いて寝るかなあ……」

　嬉しいって返事が返って来る。

　ここまで騙している相手に惚れこまれたら俺はどうしたらいいんだろう？

　いつかは？

　いや、会えるならすぐに会いたい。身もふたもないけど、裸のまま、首輪にリードをかけて夜の校舎とかの散歩をしたいし、誰もいない教室で犯したい。

　翌朝、クラスの誰かがこの匂い何？　そんな疑念の声が上がるような真似をやってやりたい。

　全部は自己満足の為に……？　あれ？

「全部、俺の願望じゃん。でも誰かに寝取られとかは萌えないな。れいなを貸し出そうとしたのは、あいつを守るためだし……好きな女を抱かせて何が嬉しいんだろ。モノならありなんだけどな」

　いずれはれいなをそのモノとして扱わなければならない。

　祐輔の為に何でもする性奴隷として、心を壊して作り替えなければそれは完成しまい。

　あきなにもそうしたい。

　ただ、俺はそんな強さを持てるのかな。

　それこそ祐輔の中の、まだしたことのない行為に対する大きな不安点だった。

「んで何時だよって……二時？　あきなの馬鹿、大丈夫なのか？」

　二時って言えばペットに対する不安を口にしながらも、祐輔の視線の向く先。

　そこには怒って不貞腐れて寝ているはずの咲の部屋がある。

　壁一枚隔てた向こうであいつはきちんと寝ているんだろうか？

「……まさかな」

　実際に聞き耳を立ててみたらどうだろう？

　いやそれよりも、コップとかを壁にくっつけてみて、そこに耳を当ててみたら？

　もしかしたら、普段は気づいてないだけで、それなりに聞こえているのかもしれない。

　その前に起きているかどうかも分からないけど。

　祐輔のベッドのある壁とは反対方向の壁に、咲のベッドは存在する。

　あの白い壁紙の向こうはどれくらいの厚みがあるんだろ？

　そっとベッドを抜け出ると、部屋の灯りを消してトイレに行こうと部屋の扉を開けた。

　真っ暗な廊下の先に見える左右に二つのドア。

　考えてみれば、両親の部屋との間には角部屋も、トイレもあるのだ。

　自分の声が漏れ聞こえるはずがない。

「咲のやつ、だからあんな冒険できたのか……」

　トイレに行くには妹の部屋とは反対方向。しかし、冷えると思いぶるっと背筋を震わせ一歩踏み出した途端、祐輔の耳にはあの声が飛び込んできた。

　懲りない奴！

　そっとトイレに行くのを我慢して、キッとなる部屋を後ろ手にしめるふりをして、ドアノブのひっかかる部分に指先を当て、閉じたフリをする。引き出すと、それは開いたままになった。

　咲の声が止まる。

　こちらが廊下に出たのを察知したらしい。

　バレないようにと警戒しているのだろうし、それは理解できる。だから、祐輔は寒いのを我慢して、廊下にそっとしゃがみこんだ。

　数分してどうやら兄が寝たと思い込んだらしく、咲のそれは再開される。

　甘い声に、どこから出しているのかとおもうような、普段のそれからは想像できない、愛のこもった吐息が廊下にそっと漏れ出している。




「これ、おふくろたちに聞かれたら一発だよな……」

　ということは、自分のそれも廊下に出れば誰かには丸聞こえということだ。

「えっ……また？　やるの……？　でも、お兄が……」

「何やらかす気だよ、このバカ妹！」

　またベランダでしかも俺の部屋の目の前でやらかす気なら……望み通り、首輪でもつけてやるか。

　そう決めると祐輔は昼間使ったれいな用の首輪もとい、ネクタイのそれを手にするべく、そっと部屋に戻る。

　制服をかけているハンガーからするりとネクタイを引き抜き、首に巻いて大きめの輪っかを作ると、カウボーイよろしくエモノ咲に向けてその輪を投げ込むためにベランダに続く窓を先に開け、妹が出てくるのを待ち受けることにした。







捕獲




　優しい声が聞こえる。

　どんな感情にも共通するもの。

　愛を知った男女の、ささやきあう甘い声だ。

「……いいな」

　ゆきなは祐輔の部屋ではない隣の部屋に点灯した灯りに驚いて姿を隠した。

　何でもいい、ただ見つからない場所が欲しい。

　そう思い、辺りを見回して気に入ったのは電柱でも何でもない、隣家の植え込みの陰、茂みと呼べるようなそんな場所だった。

「え？　まじ？」

　しばらくして部屋の灯りが消えると、ベランダの扉が開く音がした。

　太ももに枝葉がこすりついて痛いのを我慢しながら、ゆきなは立ち上がれないでいた。

　見つかったらどうしよう。

　そう思ったからだ。

　そして、最初に戻る。ゆきなはその若い女の声についつい、聞き入ってしまっていた。

「あんな声、出せるようになりたい」

　羨ましい。

　まるで自分があきなとなり、ご主人様に可愛がられている時のような、そんな声。

　それも嘘じゃない。

　本当の自分が出せている。

　そんなものだ。

「ゆきなは嘘つきだもん……」




　嘘つきは愛される資格を持たない。

　嘘つきは生きることを許されない。

　嘘を本当で塗り替えない限り……本物の幸せはやってこない。




「いいな……」

　若い声。繊細なタッチでピアノを弾くように、時折、それに紛れて風に乗って耳に入ってくるのは間違いない。

　嬌声だ。

　通話しながら、相手の男に合わせて、それか指示されていじっている。

（やだー、まだ奥ー？　だって、もう根元だよー？）

（二本だって……三本無理だってー）

（キッツい、きついよー。痛いって……）

　逃げたいけどできない痛みに耐えながらほうっと白い息を吐き、満足そうに微笑む。

　そんな見えない壁の向こうの仕草がありありと脳裏に浮かび上がり、思わずク〇が反応する。

　ゆきなのク〇がひくっ、となって触りたいという衝動にかられた。

「だめ、それはダメ……でも誰だろ……？」

　祐輔に姉妹なんていたっけ？

　ああ、そういえば妹の咲がいたはず。

　身長は低いけど、運動神経がよくて陸上部に入っていたはず。

　手足がすらりと伸びていて、無駄な肉がついていなくて。ほっそりとしていてそれでいて、均整が取れている。

　無駄に肉付きが良い自分と違ってアイドルのような小顔でついじっと見てしまったこともあった。

「え……まさかあの子が……マジ？」

　誰とやっているんだろ？　まさか、祐輔様！

　そう思うと無性にイラっとした。ぐっと下半身に力を込めて立ち上がりそうなり、いけないいけないとはたと気づいてしゃがみ込む。

　その時つい、大股になってしまい……ひゃ？

　望んでいたク〇に何かの枝先が触れて、ゆきなに微妙な感触をもたらした。

「ん！」

　触りたい、でも声がでちゃう。

　それよりも今の音でばれなかったかな？　そっちの方が心配になり、ゆきなは羞恥に顔を赤らめながら不格好なおしっこをするような姿勢ですぐ斜め真上にあるベランダを見上げる。

　しかし、会話を聞く範囲では咲は誰かと通話しているようで、祐輔とならそんなめんどくさいことをしないだろうと考えなおしほっとする。

　ついつい、ク〇だけでなくその枝先にメス穴自体をこすりつける、自身の性欲の貪欲さに呆れつつ、どんな話をしているんだろ？　どんな命令されてどう応えているんだろうって気になってしまうゆきなだった。

（今ね、咲の前の口、凄いよ、だんな様……。見て欲しい。指ね、四本もまだ半分までだけどはいるんだよ）

「嘘っ。そんなに入るの？　ゆきなでも二本が限界なのに。拡張しているのねー……」

（ふっんふっ、ンっ、うん、さん、本……。根元まで……はい、だんな様）

「だんな様、って何それ。ご主人様より良いかも。ゆーすけ様あ……」

（えっ？）

　大きなそれまでとは違う拒否のような意思の混じった声がする。

　何々？

　思わず聞き耳を立てながら、ゆきなの片手は知らずのうちに下に向かい、片方は前と少しはだけて胸にむかっていた。

　開けたばかりの……開けなおしたばかりの乳首ピアスに指先を絡めてぐっと引っ張ってやる。パンツの隙間から膣に差し込んだ指先を思いっきり広げて、ぐっと腰を突き出して膣奥へと指先を迎えてやる。そのまま膨らんだ柔らかいボールのようなモノ‥‥‥それをぐっと指先でつかんで乳首ピアスを引っ張ると、耐え難い快感が背筋を走り抜けた。

「ふわっ！　あかんっ」

　どうにか声にならないように我慢して、でも脳内にはあきなと化した自分の声が盛大に響いていた。

　どうしようもなくはしたない、メス豚の嬌声が。

　それと同時に上からも悲鳴が降って来る。

（後ろ、無理！）

「は……？」

　他人のそういった声を聞くとどうやら冷めることもあるらしい。

　せっかく祐輔様との楽しい一瞬を想像して弄っていたのに……後ろって何ですか？　旦那様なんて呼ぶ相手ならちゃんと差し出せばいいじゃないですか。うちなんて三時間も顔面にうんち浴びながらシャワーで自作浣腸やらされたんですよ？　それもセルフで！　あり得へんわ！

　そんな怒りが沸々とあきなことゆきなの中に湧いてくる。

　でもそんな自分をよく頑張ったと誉めてくれる祐輔は最高のご主人様なのだ。

　浣腸程度、我慢してやりなさいよ……メス穴と乳首をいじる指はそのまま動かしながら怒りを感じていると、今度はパシャパシャと撮影をしだした。

「はあ？　ありえへん。顔まで出すなんて……」

　ベランダといっても、周囲は壁でなく単なるステンレスの柵でしかない。祐輔の部屋に何度も訪れているからそれくらいは知っている。そんな状況で写真を取れば、角度によっては下からも丸見えだ。

　咲ちゃん、あんたアホやん。

　ゆきなはその撮影大会を見て呆れるも、祐輔がよく起きないな。そう思った時だ。

「はふっ？　グっ！」

「……え？」

　そんな音がして、いきなり咲の姿が消えた。

　カンっとスマホがベランダの床に落ちる音がする。

　そして祐輔の部屋のベランダに通じる扉に咲が吸い込まれ、それが閉められたように、ゆきなには見えた。







犬か妹か




　人が消えた……？

　ゆきなは目の前というか、斜め真上のそのあり得ない出来事にあっけに取られてしまう。

「何だこれ……」

　弄っている場合じゃない。

　犯人が誰かなんて分かりきっている。

　自分のご主人様だ。

「え、ええっ！　嘘、まさか……ゆきなって……まさかっ」

　自分の名前をつけた性奴隷はまさかの、咲ちゃん？

　祐輔、自分の妹に手をつけた？

　さっきのは何？　まさか、よく言う貸し出しってのを遠隔でやっていた？

「あれ、何だろ。何、これ……？」

　前には指が三本。後ろにも入れようかとしていて、快楽を貪りたかった。

　いいや違う。今からそうしようとしている自分がいる。

　女としてじゃない。乳首がきゅっとしまって、より硬くなっていくのを感じた。

「嘘、嫉妬……じゃないですか、そんな。あかんわ、あらへんわ、こんなん……なんで……？」

　否定したいけど、否定できない。

　頭では分かっている。

　祐輔がもし妹に躾というか、調教をしているとしたらそれはすべて辻褄が合う。何より、最低だ。

　近親相姦の恐ろしさを祐輔は知らない。

　無条件で信用している相手の、無慈悲な暴力は最低だ。どこまでも心を壊してしまう。

　だから、うちは頭のおかしなメス豚に生まれ変わったのかもしれない……。

「何でよお、なんで弄りたくなるの？　手が止まらへんやん、ご主人様―っ！」

　目の前に彼はいるのに。

　声を大にして呼び出せば、そのまま、メス穴に彼のあれをもらえるのに。

　それは許されない。

　あきなはこの街には存在しない存在だから。

　嘘を嘘で塗り固めた自分を見られたくない。

　でも……感じるこの想いは何なんだろう。いや、快楽を得たいがためにやっているのは理解しているんだけど。

「ふふっ……うち最低なメス豚やん。あかんって分かっているのに……欲しい、祐輔様のが欲しい？　よしよしされたい？」

　ふと唐突に思いついたそれは、自分が裸でなぜかイヌ耳と尻尾を生やして、首輪とリードをされて四つん這いでご主人様の足元にちんちんの恰好をして、感じるがままにすねの部分に下の口をこすりつけてぐちゅぐちゅに濡らしてしまって、それで。

「あかん……叱られてしまうわ。帰ろ……」

　いい子だな、俺のあきなは。

　最高のメス犬だ、愛してるよあきな。

　そう言われて、頭をよしよしされて、やったっ！　って感極まっておしっこを漏らして靴を汚しても叱られるけど、それでも満足そうな祐輔の笑顔。

　ご主人様としての、自分が育てたペットが成長しているという、最大の喜びを見せてくれているその笑顔を想像すると、こんな場所で裏切りにも近い行為をしている自分が恥ずかしくなる。

「ちゃんと帰宅しましたって連絡したら、よしよししてくれへんかな、ゆうすけサマ。首輪と全裸写メ送ろうかなー」

　戻りましたって、祐輔様のメス豚ですって書いたメモでも咥えた写メなら満足してくれへんかなー。

　うちも弄られたいなあ、調教されたいなー。

　あれから、灯りもつかない主の部屋を見上げながら、物欲しそうにさっきまでメス穴に突っ込んでいた指先を鼻に当てると、めっちゃ愛液が乾いて臭いにおいがした。

　体臭キツイかなーうち？　野菜で体質改善？　あ、それよりいつからゆきなからあきなに自動的に……？

　微かな変化に恥ずかしさを覚えながら、ゆきなは名残惜しそうにしつつ、祐輔の部屋に背中を向けた。

　繁みの枝葉でひっかいた太ももやお腹や、乳房にうっすらと見えた赤い痕を気にしながら。










　はっきり言ってこれはやり過ぎだと思う。

　いや、明らかに……やり過ぎた。

　妹の痴態なんて例えガラス越しならぬ、カーテン越しでも見たくはない。

　どこかの誰ともしれない男の指示に愛らしく、あきなやれいなが自分に向けてくれるような、そんな特別な何かを向けて普段は上げることのない甘い声を伝えているなんて、背徳以外の何物でもない。

　咲はメスでも女なのでもなくやはり、妹なんだ。

　祐輔は行動を起こし、捕獲してからその後悔に心をわしづかみにされていた。

「エグっ、えふっ……うっ、エホっ、エホッ……」

　幻滅だ。

　絞首刑にされた罪人よろしく、咲は自分の腕の下でもがいていた。

　裸の罪人、首輪をされたメス豚……そう表現するべきかもしれない。

　とにかく獲物は締め上げた。

　これからどうするか考えないといけない。家族として話をするか。それとも？

「咲、毎晩、毎晩……うるさかったぞ？」

「ふっ……おっ……」

「しゃべるな。言葉なんて要らない。どうだ？　本物のペットのように吊られた気分は？」

「……っ？」

　抵抗しようともがくたびに、首輪代わりにしたネクタイを引き上げるだけだ。

　そうすれば、妹は両手を首元に当てて激しくせき込み、抵抗する。

　それを手綱のようにして操ればいい……死と隣り合わせだが。

「まさかこうなるなんてな……」

「おっにいっ？」

「黙れ」

「ウエッ、オグっ……」

　ああ、情けない顔だ。

　涙に鼻汁、口元からは泡まで吹き出そうとしている。

　このまま締め上げてやるべきかとも思った。

　冷酷で残酷なものだと理解している。

　でも、それに抵抗はなかった。あるとすれば、妹。家族だというその一点だけだ。

　誰かの性奴隷のようになるなら、この手で殺した方がいいんじゃないんだろうか？

　そう思えたから、祐輔は自分の心の無慈悲さに恐怖していた。

　やったことは簡単だ。

　咲がしゃがみ込み、おしっこをいつものようにして垂れ流し始めた時を狙ってそっと、カーテンが揺らいだ。

　祐輔は後ろから狩人のように近づく。

　闇に紛れ、音もなく。というか、ベランダはセメント材だから踏み込めばぎしりと音はしないが、気配は出てしまう。

　失敗したらそれでどうにかなれ。

　最大限まで広げた輪っかを、咲が放尿を終え、解放感に浸り、その笑顔や痴態を、スマホのカメラに収めようと、かたまった瞬間を狙った。

　ポーズをしているメス豚の細長い首に輪を押し込むと、そのまま室内に引き込む。

　頸椎が折れないようにと、片手を輪の内側にいれて喉元をカバーしたのは……兄としての優しさだったのかもしれない。

　地上からゆきなが見た光景がまさしくここまでだった。




　人間は喉元を締められると立ち上がろうとか考えず、ただ足をばたつかせ、逃げることを考える。

　恐怖でパニックに陥ったらこんなにも弱いんだな。

　それが第一の感想だった。

　女性があまりにももろく、特にＭという気質を持つ彼女たちは抗う、抵抗するということに一瞬、ずれる何かがあるのだろう。

　叩きつけたり、殴る必要もない。

　ただ引きずり込むと体勢を入れ替える。咲を膝立ちにさせ、くるぶしの裏側を両足で踏みつけた。

　それだけで立ち上がることもできなくなると、祐輔は初めて知る。

　あってはいけない、狩りをしている感情。古い祖先から渡されたそれが、祐輔の凶暴性をあらわにしていた。

　床のカーペットに咲がまき散らす恐怖のそれが染みを付けるのが気に入らない。

「おい、漏らすなよ！」

「グッ！」

　軽く股間を蹴り上げながら手綱を引き上げたら悲鳴よりもくぐもった濁音を妹は上げていた。

　こみ上げる毎夜の怒りと、兄として扱われない妹の不遜な態度が脳裏に甦り、それもまた祐輔の嗜虐心を適度に煽った。

　頭を床に押してつけ、両足を閉じるように膝を蹴りつけてそのまま、左足だけで膝裏を踏み込む。瞬間、喉元が楽になり逃れようとする被害者の力のすさまじさを祐輔は実感する。

　ここで抑え込めば、俺は勝てる。

　その妙な確信めいたものが、右足で妹の頭蓋を踏みつけるという行為を平気に行わせた。逃れたい？　そんな簡単に逃がすかよ。このチャンスを誰かに渡すわけないだろ？

　やることは一つ。手綱の輪を締め上げることだ。

　輪っかの根元を握ると、それは面白いように咲の首元へと滑り込んだ。

　次は容赦のない一撃。咲の気管がヒュッと音すらも出せないほどに押しつぶされる。

　死ぬなら死ね。

　なんか言い訳を考えるからさ。

　考えてはいけないその一言が心に浮かび上がった時、妹の苦悶の顔が祐輔に向いた。

　冷たい感情にその顔を見た瞬間、人間的なそれは浮かび上がる。家族を殺そうとしている恐怖だ。

　手が緩まる？

　いや緩めることはできない。

　ここまでやってしまったんだからそれに、こいつは俺をにらみつけている。

　絶対に許さない、そんな目つきで。

「……舐めんなよ」

「ヒッ！」

　祐輔の視線が咲を凍りつかせた。虐待を受けたこともないはずなのに、逆らえないその視線に身体の何かが反応する。

　その隙をついて祐輔は両腕をねじりあげ、後ろで手綱にしていたネクタイのそれで背に交差させた両腕を縛り上げた。

　不自然に背中を反らした態勢、少しでも戻そうとすればそれだけで首は締まり、苦しみが襲い掛かる。

　咲は両脚の自由すらも奪われたことで初めて、抗えない暴力の恐怖に怯えていた。







寝取られ




　縄による縛りなんて、そんな高度なスキルを、祐輔は持ち合わせてない。

　安っぽい廉価版のネクタイ、適度に収まると思った短めのスポーツタオルを丸めたモノ、後はビニールテープが一束。

　それだけで事は足りた。

　首が締まるように反らせた背中で両腕を、首に通したネクタイの残りで縛るだけ。噛みつこうとすれば、ネクタイを引っ張りおえっ、という声とともに突き出した舌めがけて喉奥にスポーツタオルを丸めたモノを放り込み、口をビニールテープで封印する。

　両足は裏側から太ももの裏を抑え込んでいるから、肝心の蹴りも出てこない。

　咲が祐輔の重さに耐えかねて、踏みつけるたびにおうっ、なんてふんだんに恨みを込めた悲鳴なんて聞けるもんじゃない。

　祐輔はそれでも責める手を緩めなかった。

　そこにはれいなやあきなを責めきれなかった、リアルのモノがあるという欲求不満が彼の理性を止めなかったのかもしれない。




　ドタバタと暴れる音もむなしいまま、数分の後、咲は胡坐をかいたままそれを足首でビニールテープによりぐるぐる巻きにされ、祐輔が足りないと自宅の一階にある階段下収納の物置から見つけて来た、今度はビニールヒモと呼ばれる普通のヒモを三重ほどによじったもので、足首から首回りにそれを二度ほど回されていた。

「苦しいか？　胡坐のを崩せないまま足首を宙にあげて首回りでそれを受け止めるようになっているもんな。おまけに……」

「ごぐっ……」

「首には二重に俺のネクタイまでかかっている。うまくバランスとらないと、気道が締まって死ぬぞ？」

　少し右に、少し左に。

　膝をちょんっと突いてやると咲はせき込み、苦しそうな涙目と怨嗟のこもった視線を祐輔に投げつけて来た。

「その目。それがなくなって服従するか、それとも死ぬか。ずっと見ていてやるよ、な？」

「ふぬ？」

　死？

　何を言い出すの、お兄？

　祐輔の一言に咲は混乱する。それどころか、さっきまで自分と喋っていた相手の通話がまだ通じている状態で……祐輔はそれを写メに撮っていた。

「おい、聞こえるか？」

「……誰だ？　咲は……？」

「咲？　人の妹を呼び捨てにするなよ、えーと……孝明さん、か」

「っ？」

「何歳か知らないが、毎晩、毎晩、よくもまあ、俺の部屋の隣でこんな真似を妹にさせてくれたな？」

「しっ、しらんっ」

　慌てふためいた孝明の声。

　通話を切ろうと声が遠くなる。

「切るなよ。提案がある」

「……てい、あん……？」

「俺は咲とあんたの仲には興味がない」

「なっ？　なに言って……訴えるつもりじゃ……」

「言ったろ、興味ないって。でも、奴隷は欲しい。そうだろ？　変態の孝明さん？」

「くっ……なんだよ、提案っよお。クソガキが！」

　はっ。

　この程度、脅しでも何でもないだろ。

　器の小さいやつ。声からわかるのは子供じゃないってこと。

　せいぜい、二十歳を越えている。

　誰だろ？

　祐輔は会話をサキに聞かせながら、その反応を見ていた。

「あ、そうか。塾の講師……か」

「っ！」

　孝明よりも咲の反応が露骨だった。

　同じ町の奴だったんだな。この幸せ者、俺のあきなは、はるか関西だってのに。

　そうぼやく祐輔はもちろん、知る由もない。

　あきながゆきなで、同じ学校の同じ学年のしかも幼馴染だってことは。

「そうか、塾の講師、ね」

「おまえ、お前に……関係、ねーだろ……」

　後始末は簡単につきそうだな、祐輔はそう思った。

「提案だよ、孝明さん。俺は咲の兄だけどさ」

「兄？　ああ、祐輔君か……。いろいろと噂は聞いているよ。いつもいやらしい目で見てくるだの、会話がつまらないだの、でも優しい兄だと言っていたが。こんなことをするのかい……？」

「こんなこと？　女の子に深夜にオナニー通話までやらせて、喜んでいる孝明さんに言われたくないよ。それで提案だけどさ。警察には行きたくないだろ？」

　孝明の声が気色ばんだ。

　逃げきれないと理解したのかもしれない。

「金か……？」

「金？　そんなもの、あればいいけど。俺も犯罪者にはなりたくないな。それよりも、俺にしないか？」

「何をよ！　他に女を紹介しろっていうなら、それでもいいぞ？　まだペットはいる」

　だってよ？

　咲の耳元で通話を聞かせていたら、そんな言葉が出た。

　目を見開いて愕然とする妹が真実に打ち震える様は見ていて心地が良い。

　これまでさんざん、好き勝手をしてくれた礼もしたくてたまらない。

　だがまずは孝明からだ。

「誰かの手垢の着いた豚なんていらねーよ」

「お前っ、言い方ってもんがあるだろ？」

「咲には？」

「はあ？　それはまだ、手は出してねーよ！」

　ああ、それならいい。まだまだ磨けばいい素材になる。

　いいメス豚に。

「じゃあ、話は簡単だ。咲を俺にレンタルしないか？」

「……レンタル？　料金は？」

「あんたの安全だ」

「……わかった」

「なら、最後の一枚をやる。さっさと満たして寝ろよ、クソ孝明」

　通話を切り、送付してやるのは先ほど移した咲の緊縛写真だ。

　咲は会話を真横で聞いて、孝明のあっさりと自分を手放した事実に打ち震えていた。

「じゃあ、レンタル開始だな、咲？　俺はしばらく、兄を止めることにするよ」

　ヨシヨシと、頭を撫でてやると、妹はこの上ないほどに怒りを込めてにらみつけている。

　いい目だ。

　祐輔はそう思い、さらに咲を撫でてやった。







妹犬




　妹犬。

　あんまりいい響きじゃないな。

　祐輔はふとそう思うと、咲の身体を仰向けにして見せた。

　背もたれが無ければゴロンと前向きになるそれは、首輪が締まるようにできている彼女にとってはこの上ないほどに苦しいはずだ。

　自分の動き一つで首を絞めつけるその体位に咲が快感を覚えたらどうしたものだろな。

「背を床に向けていたら首絞めの意味がないのか……」

「ふヴ！　ヴヴっ！」

　苦しいのは嫌だ、助けてお兄！

　そう言っているのがありありと見て取れた。

　胡坐をかいたまま、両足首と首元を縄でつながれているだらしない妹なんて俺の妹じゃない。

　メスだ。……こいつは単なるメスだ。

　それも、あの孝明とかから借り受けた。それだけの赤の他人だ。

　祐輔はそう思うことにした。

「どうすればもっと首が締まるかな？　なあ、メス豚？　だろ？」

「っ！」

　呻けば部屋向こうの親に聞こえるぞ？

　静かに耳元でささやいてやれば、咲はビクっと肩を震わせる。

　言わないで、呼ばないで。

　そんな子犬のような目で訴えるのを見て、祐輔はなんでこんなのが俺の妹なんだろうと不思議になった。

　いや、違うな。

　俺とこいつ、二人揃ってろくでもない息子と娘に育ったんだ。

「おい、孝明が助けてくれるなんて思うなよ？　そういえば思い出したよ。江戸時代の拷問方法をさ……」

「ひっ」

　耳をペロリと舐めてやると咲はゾクゾクと背筋を震わせた。

　これはいいおもちゃだ。

　明日は一日遊べるな……オヤジもおふくろも……仕事だ。

　咲さえ見つからないようにすればいい。

「さて、と。縄がいるな。あと……首輪もか」

　ビニールヒモの束をするすると解く祐輔を見て、咲は小さく悲鳴を上げた。




　江戸時代。

　よく言われる牢屋の中で女の受刑囚にされたのが、この胡坐座‥‥‥あぐら、と呼ばれる犯し方、拷問の方法だ。

　そう書かれている緊縛の教本を読み解きながら、祐輔は卓上の証明を咲に近づけてじっくりとその肢体を、全身の隅から隅まで覗き見る。

　足首を交差して縛り、その縄を首から肩に回して胸の部分を上下から締め付けるようにして、乳房を強調させる。腕は背中で肩甲骨した程度まで引き上げ、上腕部の付け根と二の腕の上、肘より少し上の部分に縄を通して身体に密着させる。

　その足首は……可哀想だが、縛られる対象の顎下位にまで引き上げることになる。

　苦しいだけではなく、精神的にも肉体的にも責められるこの様はなかなかに……見ていて心地が良い。

　何よりひっくり返したら、そのまま犯せる。

　後ろも、前も丸見えだ。

　指を入れようが、腕を差し込もうがなんでもやりたい放題だ。







「ぐっ……ぐうっ……ふっ……ふー」

「苦しいか？　ま、そうだろうな？　この態勢で縛られた女は、二週間も生きたらしいぞ？　その後は死んだんだとさ。で、このままじゃあれだから、イスにでも背中をもたらせようか？　もっと苦しいぞ」

　咲が失禁したのはあれから二回。

　もういい加減にしろと一度は頬を張ってしまった時ははっ、となったがこれもまあ……調教の一環だよなと祐輔は思い直す。

　Ｍに躾を与えるときには言い訳できないほどの暴力性で抑え込まないとならない。

　Ｍはそれを逃げ道にするからだ。逃げられなかったという、言い訳を自分の中で用意する。その後にやって来る暴力の痛みとセックスの快感で、言い訳を肯定する。

　それが、Ｍが逃げ道にする恋というやつらしい。

　だから、ＳＭの主従はあっけなく崩壊するときもある。どれほど主人を愛していても、一度心の折れた奴隷は、なかなかそれを癒せない。

　新しい相手に屈することで自分の身を守ろうとする。

　咲にはまだそれは経験がないはずだ。

「おえっ、ぼえ……」

　力なく喉が鳴った。

　勉強机のセットになっていたイスの背を利用して腕を引き下げてやると、咲の首輪が締まったのだ。

「頑張れよ？　喉が締まって死んでも、俺は別に構わないからな？」

「ふっ、ふ……」

　ただ何を言う力も無くしたかのように、咲は祐輔を見上げ、涙を流し嗚咽の声を漏らす。

　ごめんなさい、悪かったから。もうしないから、許して……お兄ちゃん。

　そんな声が聞こえてきそうだ。

　助けねーよ。

　お前は俺の奴隷第一号だ。

　あきなでも、ゆきなでも、れいなでもない。

　手近で身近で、更に多くを知り尽くしている。妹という名の犬。

　あ、姉犬ってネーミングならいやらしいな。

「漏らすなよ。おしっこも、便もだ。もしやったら」

　取り出したのはホチキスだった。

　れいなのメス穴とはまた違った、肉厚ではないほっそりとしたそれを祐輔は片手で撫で上げた。ンフっ、となまめかしい声を耳にすると、こいつもメスなんだなと思い虚しくなるがそれも仕方ない。

　これでも好きな男の為に野外オナニーだの、裸の自撮りを晒した女なのだから。

「こいつで、ここに……いいな？　穴を開けるぞ？」

「ブヒュっ？」

「まるで豚みたいだな、お前……。でも良かったよ、ヘソと耳には開いているピアスが、まさか乳首のそれは締め付けるやつだったなんて。安心した」

「……！」

　これから開ける楽しみが増えただろ？

　咲の部屋で見つけたというか化粧台の前に放り出していた、ニードルだのピアッサーだのをずらりと取り出して、祐輔は不敵に笑い妹の恐怖を煽ってやった。







悲鳴




　くぐもった悲鳴を上げながら、咲は身をよじって抵抗しようとしていた。

　背筋を伸ばし、しかし、自力で屈伸よろしくその足首を支えなければ首が締まる。

　あれから二時間。時刻は朝の四時になろうとしていた。咲はお尻のしたに祐輔が敷いた大型犬用の排泄シートの感触を味わいながら、たまに首が締まってはおしっこの栓がゆるくなるらしい。

　祐輔はそれをじっくりと見つめながら、楽しそうな顔で妹が死の恐怖から逃れようと身をよじるのを見守っていた。

「キツイか？」

「……」

「返事くらいしろよ？　また押されたいのか？」

「ヴぃっ！」

　唾液を含みにふくんだ口内のスポーツタオルはもうこれ以上の吸水ができないのだろう。そのはしばしからぽたぽたと大粒の水滴を漏らしている。

　涙くらいは枯れてもよさそうなのに、首が締まるたびにえづき、嗚咽を漏らしてまた頬を伝い喉や首筋を伝って乳房に垂れてくる。

　つい一時間ほど前にタオルの隙間から、ペットボトルの口を無理矢理押し込んで二リットルの塩水を飲ませたのだ。

　もっともその多くをこぼしそうなるから、その度に祐輔は咲の小ぶりな乳首をつねりあげて悲鳴をあげさせていた。

「一時間おきに一本。さっき二本目だもんな？　腹に三リットルの水が溜まるなんて苦しいだろ？　子供でもできたくらいにぽっこりとなればいいな？　全部、録画してデータに残してやるよ」

「ふゆんふ、だずでで……」

「ああ？　お兄、助けて？」

　妹の声にならない濁音を、祐輔はなんとなく翻訳してみた。

　すると、咲はそのなんだろう、そうだ。コーギーのような敵意のなさげな黒い瞳をうるませて、お願いとうなずこうとする。首を動かし、気道がしまり、その都度、「ゲブっ」とか「ムフっ」とかよくわからない音を出して苦しんでいる。

「悪いな、助ける気はないんだ、咲」

「？」

「死ねばいいと思っている。死ぬ寸前まで責め挙げて、そうなったら女はどうなるのかをさ……見てみたいじゃん？　お前、孝明からレンタルされた女だしさー。もう、妹として扱うのもな……なんだか冷めたんだよ」

「らあっ、らんひぇ？」

「だってさー俺のやっていることうっすらとは知っていただろ？　あきなのことも、な？」

「ずぃ、ずぃら……」

「知らない？　知っているよな？　どうせ孝明にねだったんだろ？　咲もあんなことしてみたい？　違うか？」

「……」

「まさか、あいつの趣味か？」

　おや、おかしいな？

　他の女がいると言っていた割に、咲は孝明に嫉妬してないのか？

　これも変な話だと祐輔は頭を捻った。

　あきなにしても、れいなにしても調教どうこういぜんに女なのだ。

　嫉妬くらいするはず……自分を一番に見て欲しいのがどんな女にも共通する好きという感情の一つだろうし、それを失ったらどこかに欠陥があるはず。

　Ｍ女でも嫉妬に下の口を濡らすのに、咲はそれも失っている？

　そんなにおかしな妹だっただろうか？

「咲、まさかお前が孝明の最初の奴隷？」

「っ！」

　面白いくらいにびくんっと背が跳ねた。

　どこか勝ち誇ったようなその視線が、あくまで折れない心を示唆しているようにも感じられる。

　ああ、なるほど。好きになった男の甘い言葉をそのまま信じ込んでいるって感じかな？　まあ、最初の奴隷でもどうでもいいんだけどな。

　あいつにはいい未来は用意しないからさ。人の妹を……ここで家族だって言うのもおかしな考えだけど。

　俺のモノに手を出すのは許さないって感覚なんだろうか？　まあ、いいや。そろそろ、第二段階だな。

　祐輔はベッドから立ち上がると、階下に向かった。

　両親はまだ起きていない。父親は朝の六時には家を出、母親は七時過ぎには出ていく。

　子供たちが起きるのはその前後だ。

　咲は体調が悪いとでも言えばいい。

　冷凍庫に用意していた水を溜めたポリ袋を二つ、氷になったそれとアイスノンだのなんだのを五つほど取り出すと祐輔は階段を上がった。

　これから、極寒の地獄だな。

　楽しくなる。そんな悪魔の微笑みを浮かべて。







　椅子の緊縛から咲を解放してやったのはあれからすぐだ。

　ただし、首を締めあげる方法は変えてない。枕を頭の後ろに入れてやれば、すぐにでも窒息するだろう。

　そんなギリギリのところで、咲は耐えていた。

　息も絶え絶えに、それでいて甘い声を時にあげながら。

「どうだ？　感覚はまだあるか？」

　ぐいっと膨らんだ下腹を足裏で踏み込んでやる。容赦のない体重がかかり、咲の身体は跳ねた。

　まるであれだな、腰と頭でブリッジをしているようなもんだな……。

　少しばかり可哀想なことをしたかもしれない。そんな思いが頭をよぎるが、カーテンで外海と閉ざされた祐輔の部屋はフローリングの床上に、ペットシートを敷き詰められた疑似的な寝床に横たわる一匹のメス豚がいる。

　お尻と後頭部と両肘で必死に床上にバランスを取り、背中で縛れた両腕から伸びるネクタイの一部は咲の白いほっそりとした首に、朱色の後をつけ始めた。

　胡坐をかかせたまま太ももを高く掲げ、交差した足首で縛り付けたその縄は、両肩と首元に食い込んでいる。無理矢理に引き上げたせいか、そろそろ筋肉がつりはじめてもおかしくないころだ。

　祐輔はその太ももの付け根とメス穴の上から下腹部、更には両方の乳房に凍りの塊を吸いつかせていた。

　ピンっと尖った乳首に、氷の窪みがいい感じに吸い付いていて、三つめにもなるとそろそろ感覚もないんじゃないだろうかと思わせてくれる。

「そろそろかな？」

　視界を隠すように両目の上に置いた、氷嚢の下では、後ろに差し込まれたあるものの振動を感じてうっ、ううっとうめくメス豚の顔が見え隠れしていた。







再会




　れいながそのメッセージを受け取ったのは、翌日の朝だった。

　いやもう朝なのだが、登校時間に間に合うように起きたその時、時計の針は七時を示していた。

　母親と七星との間で行われた話し合い、そして、あの札束に目の色を変えた母親は文句を言わずにれいなの引っ越しを認めた。

　自分は本当に売られたんだ。

　そして祐輔に買われた。

　その現実に頭がひどく痛み夜を明かすのが辛かった。

　モノとして目の前で自分の価値を決められたのだから、拒否感が出るのも当然だった。

　これからは祐輔ではなく、祐輔様のモノとして生きなければならない。

　助けを求めた果てにあったのがこの楽園のような、それでいて地獄の始まりかもしれないと思い出すとまともに寝付くことができなかった。

　祐輔様はここには来ない。

　それが七星との約束だという。

　彼がご主人様として相応しい男になるように支えないといけない。

　れいなの生きる目標はもう決まったようなものだった。

「休むんだ……祐輔。何かあったのかな？」

　体調が悪いから休む。

　そこには簡潔にそう書いてあった。

　放課後、家に寄って欲しいとも。

「甘えたなんだね、祐輔って意外と……可愛い」

　好きな男性に辛いときに頼られて迷惑がる女なんていない。

　そう思えたのも、彼の家のドアをノックして、部屋に上がるまでだった。

　れいなは室内で行われているあまりにも惨い。その一言に尽きる光景を目の当たりにして言葉を失う。

　一歩後ずさりしようとして、祐輔が無慈悲にも音を立てて閉めた扉が逃げ場のない、狂った世界への入り口を歩き出す合図だと悟った時。

　れいなはもうまともにはいきれないのだと覚悟を決めるしかなかった。

「……咲、ちゃん……？」

「いいだろ？　乳首にピアスを開けるのには苦労したんだ。痛覚を氷で麻痺させるくらいまで冷やしていな。両乳首と鼻にほら」

「ぐっ、痛っ……」

「いい感じだろ？　まるで牛みたいじゃないか？」

「祐輔……様。どういう、こと……」

「どうって？　見ての通りだよ。な、咲？」

「やあっ、見ないで……お願い……」

「まだ恥じらう程度には理性が残っているかー。俺も調教初めてだもんなー。後ろ、気持ちいいか？」

　鼻輪と両乳首をつないでいる細長いネックレスのチェーンでも代用したのだろうか？

　それを指先で引き上げながら乳首を摘まみ上げると、咲は恥ずかしそうに、それでいて切なそうな声を出していた。

　……後ろの穴？

　その単語に思わずれいなが見たその先。

「それ……それって……れいな、の……」

「そう。お前に使おうと思って買った首輪とマジックだよ。なかなか入らなくてな？　ほじるっていうのか、こじ開けるっていうか、掘るのに苦労したんだ。いまじゃ、根元まで入っているだろ？」

「ふっ！　お兄、だめ……」

　根元まで埋めないようにして祐輔はそれを出し入れしてやる。

　足首を縛っていた縄は解かれ、しかし、全身を縄で。そう、ビニールヒモを幾重にも束ねたもので亀甲になり損ねた亀甲縛りで緊縛された咲は、しゃがみこみ自分で電マの頭を差し込まれたヒモの部分をク〇に押し付けるようにして大きく股を開いて感じる一匹のメスとなっていた。

「ど、して？　なんでこんなこといつから！」

「そうだなーいつ？　ほんの半日くらい前だよれいな。お前をおばさんに預けたのが昨日、その翌日にはこれだ。もう、めちゃくちゃだよ、最近さ……」

「めちゃくちゃなのは祐輔だよ……れいなで、れいなだけで……」

「俺は他に作らないとは言ってない」

「えっ？　それはーでも……そんな……」

「そうだろ、違うのかメス豚？」

　彼の機嫌を損ねたかもしれない。

　それはだめだ。自分には彼しかいないんだから……。

　れいなの心の嘆きが、捨てられたくないという気持ちに負けそうになる。

「……はい、祐輔様。でも、それならそれで、一言……っ！」

「なあ、れいな」

「はいっ……はい」

「まだ後一匹いるんだ。でも、お前よりは半年ほど先に調教している」

「さっき、初めてだって……！」




　そうだ、確かにそう言ったはずだ。

　祐輔は初めてだと言った。

　なのに他にって……？

　れいなの頭には疑問符が舞い散っていた。

「会ったことの無い女をさ。調教しているんだ。その意味では、俺の会ったことのある初めての奴隷は、れいな。お前が初めてだよ。それにお前は性奴隷だし、こいつは本物の豚にするつもりなんだ。意味分かるか？」

「無理！　何言っているのさ、意味わかんない！」

「座れ、メス豚」

　背骨にピシっと雷のような何かが走った。

　逆らえない。

　彼は自分を買ってくれた。本物のご主人様なのだから。

　れいなはそれでも賢かった。

　教えられたペットとしての座り方。

　大股を開き、お尻の穴が見えるほどに腰を突き出し、そこにしゃがみ込む。

　それを忘れていなかったのだから。

「よしよし、いやらしいメス豚だな、俺のれいな？　性奴隷は抱いてもいいと思うんだ。でもなあ、ペットを、豚を抱く男なんていないだろ？　だから、ケツを広げているんだ。意味、分かるよな？」

　そう言うと、祐輔はスマホの画面をれいなの前に突き出す。

　同時に差し出された彼の足首を見て、れいなは下着を脱ぐとそこにメス穴を擦り付けながら祐輔の差し出した画面を見てみる。

　よしよしと頭を撫でられるのはとても心地が良かった。

　そして、そこに表示されている物……双頭ディルドーを見て、れいなは祐輔が何をしたいかを理解したのだった。
















第五章







針




　三匹……多頭飼いじゃん、ご主人様……。

　いきなり、それも次々と明かされる、隠されてきた真実。

　それを語るときの祐輔の顔は嬉々としてもいなければ、ぜんぜん誇らしくもない。

　ただどこかもの悲しさそうで、瞳は自信があるはずなのに、揺らめいていた。

　れいなの内心は祐輔をよく知る女として、微妙な雰囲気に包まれる。

　だめだよ、祐輔。

　れいなでも分かるんだから。咲ちゃんなんてもう……。

　そう思い恥丘を彼のすねにこすりつける快感を味わいながら隣に座り電マにク〇を当てようと一生懸命に、腰を固定しようとする咲は何か異質だった。

　何だろ……？　変だよ、祐輔。何したの？

　心の中じゃまだ様をつけられない自分はだめなメス豚だな。

　そう思いながら、れいなは下で祐輔の膝がしらを嘗めてみた。

　彼の視線は咲の乳首のチェーンと引き上げながら、ブタ鼻にするにはどうすればいいかをずっと思案したのだから。

「れいな、くすぐったい」

「ごめんなさい、その」

「気になるか？」

　祐輔の指先に「ンっ、んんっ」、と甘い声を我慢している彼の実妹は、れいなにはもう快楽をむさぼる本物のメスのように思えた。

　チラリと横目でそれを見、また舌でのご奉仕に戻ろうとれいなは腰を、祐輔の足首辺りから離し、四つん這いになると自分の愛液で汚れたさまざまな場所に、その小さ目な顔にしては長い舌を這わせていた。

「全部、できるか？」

　祐輔は足を突き出してくる。ついでに全部脱げよと一声、指示がかかる。

　指の間まで、足裏まで舐めろというそんな意思表示だ。

　れいなは、こくんとうなずくと制服を脱ぎ、以前見せたまだまだ痛々しい傷跡と共にその綺麗な裸体を惜しげなく祐輔に晒していた。

　咲は自分の快楽を味わいながら、それでもれいなの臀部辺りにできたその青黒いアザや、すでにかさぶたができ、周囲が赤く腫れあがった太ももをみて、一瞬絶句する。

「……ご主、お兄……？」

　れいなさんにもこんなことをしたの？

　そんな意味の咲からの質問だった。

「いや、俺じゃない。こいつにも、最初いたんだよ。俺には、中古品ばっかりだ」

「中古品ってそんな……ひどいよ。咲だって、あっ……」

「鼻輪まで開けられてモノがしゃべるな」

「はっい……」

　鼻輪を指先で持ち上げられて、咲は痛みよりもむずがゆいような、そんな顔をして見せた。

　あれでも快感になるんだ……？

　れいなは初めて、牛でもないのに開けられたその輪を見て、効果を知ることになった。

「ごめんなさい、お古で……。前と後ろはまだ、なんだけど。口はもう……フェラ仕込まれているから」

「嫌味だな、れいな。誰に何をされたかなんて、俺は聞いてないぞ？」

「そうですけど、ご主人様。でも、妹にまで……」

「舐めろ」

「はい、ご主人様。御足のお掃除、頑張ります」

　祐輔の命令に従う順々なメス豚。

　それを形にして見せることで彼の満足そうな視線の中に自分がいる。

　彼だけに見せられる、さらけ出して受け止めてもらえる自分がいる。

　れいなにとってはそれだけで満足だった。

「足裏よりも、指の間の方がくすぐったい」

「そうですか？　こう？」

　チロチロとではなく、舌先で覆うようにしてれいなの口が祐輔の足の親指をその口内に飲み込んでいく。

　しばらく堪能したところで、その舌先を指先でつまんで引きだしてやると、れいなは本物のブタのように舌先で少しばかり感じ始めた、いやらしいアヘ顔を晒し始めていた。

「ここに空けてもいいかもな？」

「ぶぇ？　び、ピアス……？」

「そうだ。乳首とク〇、ヘソに鼻輪。後はそう、目なんか面白いよな？」

「……っ？」

「ふへ？」

　目と聞いて咲がなぜか怯えたような表情を一瞬浮かべたのがれいなには不思議だった。

　ああ、と祐輔がそれに気づき説明してやる。

　それはさも、ゲームの解説書を読むかのような口調だった。

「ちょっとな、まばたきができないようにして、拷問したんだよ。手足を縛りあげ、顔を固定して、上下のまぶたをセロハンテープで固定した。あとはそこにな……」

「ご、ごうも……ん？」

「そう、なかなか従わないからこんな感じに縛り上げ、首も絞めた。いつ死んでもおかしくなかったんだけどな、数秒置きに瞳に蛇口から水滴が落ちるようにしたんだ。段々、心が消えていくような感じになるらしいな」

　もう一度するか？

　そう尋ねられて、咲はブルブルと真っ青になり必死に首を振っていた。

　彼女のその姿はまるであれだ。祐輔に助けを求めた時の自分と一緒だった。

　恐怖で……心を染め上げたんだ。

　それは調教の枠を超えたモノ、洗脳と言ってもいい狂気だ。

　でもそんなたかだか数時間で人間が変わる？

　れいなはそこが不思議だった。

「女って、頭で快感を覚えるからさ。いくらク〇を刺激しても無駄なんだよな。だから仙骨周りをさすってやると、それだけで性的な快感を覚えるようになる。ついでに」

「……針？　マチ針、どうした……の」

　てっきり乳首にでも突き立てたのかとれいなは誤解する。

　祐輔が見せたのは、咲に後ろに向けと命じたその肘部分だった。

　数本の針がまだそこには数本刺さっている。

　快楽を与えながら、より強い刺激を与えて快楽にしたんだ。

　れいなの心は祐輔の狂気から逃げたいと叫び声をあげそうだった。







隷属




　分からない。

　れいなは素直にそう思った。

　時間をかけて信頼を得ないとだめだと、あれほど祐輔は言っていたのに。

　どうして自分の妹に対してはこんなに容赦ない責め苦を味わわせるのか、理解に苦しんでいた。

「ご、ご主人様……？」

「なんだ？」

「どうしてこんなこと……咲ちゃん、妹……」

「妹だから、かな？」

　緩やかに調教する暇はないんだよ。

　そう言い、祐輔はベッドから腰をあげると咲の肩に手を当てた。

　咲は小さくヒッ、とくぐもった悲鳴を上げると何かに耐えるように目を瞑り、祐輔が与えたタオルを巻いたものを黙って口に咥える。

　何をする気なんだろう？

「れいな、手伝え」

「はい、えと……何を？」

「抜くんだ」

「抜くって、まさか……」

　れいなの目に止まったのはもちろん、あれだ。

　後手に縛られた二の腕の付け根には……やっぱり数本ずつのマチ針が仕込まれていて、いつまでもそれを放置していたら筋肉が締め付け抜けなくなりそうだな。

　やっぱり抜くのだろう。

　その血がにじんでいる、拷問道具を……。

「針、に決まっているだろ？」

「神経とか、大丈夫。なんですか、ご主人様？」

「さあ？　壊れるなら、壊れたらそれでいい」

「……ムグっ！」

　冷たくも酷薄なその返事には、自分のことを買ってくれた彼の優しさは微塵も見えなかった。

　まるで別人の様。

　でも、その怖さにもどこか威厳を感じてしまう。

　れいなは自分もまともという世界からはかけ離れていくんだと改めて認識する。

　抜く、ね。

　これを抜いたらこの子はどんな顔をして鳴くんだろう。

　ふとそう思った自分はＭなのか、Ｓなのか分からない感覚に包まれて、れいなは戸惑っていた。

「その前にシートを引きなおそうか。どうせまた、漏らすだろうしな」

「え？　またって」

「これまで二回ほど漏らしているんだよ。そりゃそうだよな。さんざん、水分を与えているんだから。尿道の栓とかあれば便利なんだけど、あれもやりすぎると身体を壊すってあったからな。様子見、かな？」




　指で示された部屋の隅には、大きめの白いゴミ袋に放り込まれた汚物シートがあるのが、れいなの目に入る。

　こうなるまで自分も壊して欲しい。

　そう願うのは性奴隷としての性だろうか？

　れいなは咲の足元に新しいシートを敷き詰めて、その胸と顔を彩るピアスとチェーンをつい、うらやましく見てしまった。

　咲はこれから始まる調教と言う名前の拷問を数度受けた記憶がもたらす恐怖から逃げられないようだ。

　覚悟を決めた顔をしていたが、目尻からは涙をあふれさせていた。

「はやく……終わりにしてあげませんか？」

「ならお前が抜いてやれ。壊れてもそれでいい」

「私が？　そんな……」

「そのうちお前のおもちゃにしていいぞ」

「おもちゃって……？」

「書きたいんだろ、アダルト小説」

「あ、それはそうだ、けど。でも……」

「好きにしていいぞ。どんな拷問も、何なら腹を裂いたって良い。誰かからレンタルした道具だからな」

　どうして、そこまで道具として扱いたいんだろう。

　妹なのに特別なん存在なのに、大事な家族なのに。

　れいなにはいない、たった一つの妹なのに。

「祐輔」

「いいから早く抜けよ。な？」

「うん……」

　逃げられないように押し込み、口元にはさらに枕まで当てて声を外に出さないようにするその徹底ぶりに、れいなはどうにも嫌な予感しかしない。

　やるならさっさと終わらそう。

　数えてみたら、両方にそれぞれ三本ずつ。

　合計六本の凶器は、丸い頭をこちらに向けてさあ抜いてくれと言わんばかりだ。

　コクリと、れいなの喉が鳴る。れいなは知らなかったのだ、人間の悲鳴というものが、あそこまで脳裏に染み付くような恐ろしいものだったなんて……そして、咲が絞り出したその叫びは耳をつんざくようなものだった。

「金切り声ってこういうものを言うらしいな？」

「……平然としてそんなこと言わないで。まだ耳の奥で何かが鳴っているような気がするもん……」

「気がする、で終わらせるお前も狂いだしたってことだよ、れいな」

「あ……そう、なのかな……」

　苦悶の顔というのは、さっきまでも顔ではなかったのだ。

　れいなは一つ一つが新鮮に見える狂ったその様を心のどこかで楽しんでいた。

　数本の眉間に刻まれた深いしわは消えずにまだ深さを増そうとしている。口の端から漏れた泡は細やかで、それだけでなくすえた臭いまで漏れていて胃液かそれとも嘔吐したのかもしれない。気管に逆流したらどうするんだろう、死は目前なのに。

　タオルはどろどろになっているし、あれがなかったら奥歯は噛む力で砕かれていたかもしれない。

　お尻に差し込まれたぶっといマジックがどれほどあってよかったと思ったことか。それでも、茶色いものがそこかしこに散乱していて、シートがなければ掃除が大変だったろうと理解する。

　全身にきざまれたあまりにも強すぎる拷問から逃げ出したいという咲の力が凄まじくて、六本を抜く間に二回も顎や額に頭突きを食らわされた。

「やっぱり縄で吊る方法が、一番効率が良いのかもな？」

「咲ちゃん、気を失っていますよ。人間のすることじゃない」

「なら、お前が代わりになるか？」

　そう問われ、れいなは無言で首を振るしかなかった。

　これが人をモノとして扱うことだと、そう思い知らされながら。







誘惑




　気をうしなった人間というものがこんなに重いなんて思わなかった。

　れいなは階段をそろりそろりと気を付けて降りながら、自分の数段下で咲のからだを支えて降りていく祐輔はやっぱり男の子だなと感心してしまう。

　背負って階下におろせると言った彼一人では心配だからと手伝いを申し出た自分はいらなかったのかなと思ってしまった。

　二人で協力して気絶した咲を風呂場に運び込んだのは、あれからしばらくしてのことだ。

　垂れ落ちた汚物や愛液を裸のままで掃除している自分は何をしているんだろうと、首を傾げながらそれを終わらせて風呂場に戻ってみたら、祐輔はなにか困った顔をして空の浴槽に全身を横たえた咲を見ていた。

「ご主人様？」

「なんだ？」

「私がその……やりましょうか？」

「やる？　風呂場で洗うことか？」

「うん……、はい」

　本音はそれじゃないでしょ？

　れいなはどこまでがご主人様で、どこまでが友人の祐輔なのか判断に困ってしまう。

　今の彼は普通の男になっていて、妹の調教を楽しんだあの顔はどこかに姿を消してしまい、ただ兄妹の裸体を見ることに恥じながら女の身体を楽しんでいたからだ。

「頼めるか？」

「命令なら、何でもします。それより、その……好き、なの？」

「好き？　何がだよ？」

「だから、そのっ！　咲ちゃんを抱きたいとかそういうのは……本当にないの？」

「おい、れいな……妹だぞ？」

　そう言いながら二人の裸の女を目の前にして、祐輔は健全な反応を示していた。

　れいなはどの口がそう言うのだろうと思い、自分の妹を調教してしまう彼のサディストとしての一面に反応する自分を見せないようにしつつ、じっと半目でにらみつけてみる。

　ゆきなにはかなわないものの、咲よりは豊満な胸を見せつけるように突き出してやると、ご主人様はその威厳を失うようにうっと、うめいていた。




「れいなは抱いてくれないのですか、ご主人様？　調教してくれていいのに……」

「誤解するなよ、メス豚。お前も咲も抱く気は無いって言ったろ？」

「だって、咲ちゃんをこんなになるまで虐めなくてもいいじゃない。れいながいるのに、奴隷になったその翌日には妹に手を出すなんて……」

「手を出すって考えが間違っているぞ、れいな」

「だって……」

「物だって言っただろ？　考え方をそろそろ変えろよ、お前もさ」

「ごめんなさい」




　洗うならきれいにしてやってくれ。

　そんなこと言われなくてもそうするつもりだ。

　モノという扱いがなにをどうするのかも、理解していない気はなかった。

　それよりも秘密が多すぎる。

　れいなは全部打ち明けたのに、祐輔は何一つ明かしてくれない。

　後からあとからまるで自分に嫉妬させるために用意したかのように湧き出てくるのだ。

　不満というよりも、不安がれいなの中に増すのは当たり前のことだった。

「いい」

「へ？　いいって、何が？」

「怒ってないって言っているんだ」

「どう、して……？　ＳＭなら、奴隷がこんなこと言ったらお仕置きされるんじゃ……？」

「ないよ。俺は怒っていない。とりあえず、咲を任せていいか？」

「……うん」

「後から話があるから。終わったら呼べよ？」

　話って何だろ？

　普通のご主人様ならここで抱くものじゃないの？

　前の穴を使わなくても、後ろだって、口だってなんだってできるのに。

　どうして使ってくれないの、祐輔？

　聞きたくてもその当人が出て行ってしまったられいなは一人、置いてけぼりだ。

　意識のない咲なんて人形のようで、まるで息をしていないようで、このままここでお風呂に水を溜めてそこに沈めちゃえば……。

「何考えているんだろ、私。人殺しなんかして祐輔が私のものになるはずないじゃん。喜ぶわけないよ……」

　嫉妬というのは怖いな。

　れいなは咲の全身を泡立てたボディソープで汚れをこすり、お湯でやさしく洗い流してやる。

　この子も今からは、いや違うかな。

　いつからかわかんないけど、同じご主人様のモノになったんだから。

　仲良くできるだろうか？　それとも愛を奪い合うようになる？

　咲ちゃん妹だもんね。

　れいなはまた孤独に逆戻りかな。

「それでも祐輔がたまーにそばにいてくれたら、れいなはそれでもいいかな」

　けどゆーすけ、ご主人様。

　妹にも容赦ないよねーとれいなは咲の乳首をまじまじと見つめてそこに輝くピアスを軽く引っ張り、同時に引き下ろされたチェーンにつながる鼻輪がぶつかり合って鈍い金属音を立てる。

　咲はそれでも目覚めないが、引っ張った張本人のれいなは、どこか痛そうに顔をしかめた気がした。

　私もこんな感じにされるのかな？

　そういえば、祐輔に裸を見られるのって……。

　れいなは肝心なことにはっと気づいて顔を赤らめる。

　今日が、メス豚れいなの裸の最初のお披露目をする日だったことに。

「調教の初日に他の女がいたなんて。落ち着いたら興ざめかもしんない……」

　綺麗だ、とか。美しいとか、可愛いとか。

　そんな一言をくれないご主人様は本当に優しくない！

　れいなはそうぼやきながら、咲の身体を綺麗にしてやるのだった。







道具と奴隷




　待てっていうのは結構、あいつにとってはキツいのかもしれないな。

　祐輔はリビングでのんびりとれいなの報告を待つようなフリをして、三個のガラスのコップに、それぞれジュースやコーラ、アイスコーヒーなどを注いで座っていた。

　咲のやつを抱かなかったんじゃなくて、抱けなかったんだ。

　それは口にせずにいたい。

　でも心臓は早く動きこころに動揺をたたきこんでくる。

　バカな妹にメスの姿を見つけてしまい、サディストの姿をさらしたなんてれいなには打ち明けられない。

　飼い主としての威厳を保ちたい自分がそこにいた。




「……俺、何やっているんだ？　れいなにあきなのこと話すなんてバカだろ。マジで……」

　いや、自分は借金までして。そう、一千万なんて借金を叔母である七星にしてまで彼女に捧げたのだ。

　買ったなんて聞こえがいいだけで、実際は祐輔の自由がれいなに買われた事実がそこにある。

　七星は金に関してはめちゃくちゃシビアで、貸した金を回収できないと知れば遠慮なくれいなか、祐輔の身体で払わせるはずだ。

「俺がだめになったら、れいなまで自由になれないんだよ。その事、理解しているのかなあ。あいつ……抱いてくれないのですか、か」

　はあ、と大きなため息を一つ漏らし、祐輔はまだかなーと風呂場をチラリと見返していた。

　抱きたくない？

　あの身体を見て？

　恥丘をこすりつけてくるあのいやらしいメス豚になったれいなを見て？

　咲を抱くことを我慢するだけで精一杯だったのに。

「我慢できるわけないだろーっ？」

　狂いそうなのはこっちの方だ。

　ただでさえまともじゃないことに労力を注いで咲を堕とした後に、れいなまであんなことを言い出すなんて。

　ズボンに三角のテントを張ったままさっきからおとなしくなろうとしない自分の息子をしごきたくて、れいなの口でもいいし、後ろでもいい。前はまだ早い……咲とれいなの処女は双頭ディルドーにで貫いやらなきゃ、あいつらはまだまだ所有物としての自覚があるようでないもんなあ。

　そんなことを独りでぼやく祐輔は二頭のメス豚を所有する成功したサディストというよりは……ネットで発掘した動画でヌいて孤独にいそしむ童貞のような気分になっていた。

「あーもういい、遅いのが悪い！」

　この気持ち、あきななら理解してくれるだろうか？

　ないものねだりをしているようでどうにも情けないなあ、俺。もう一つ溜息を口にすると、飼い主になった彼は立ち上がり、風呂場へと足を向けたのだった。

「れいなー？　まだかー？」

「あっ、ごめんなさい。まだ、だよ……？」

「おい……？」

　浴室の扉を祐輔が開けた時、咲の身体は綺麗になっているように見えた。

　何やっているんだ、とれいながしているそれを見て、ご主人様はえ？　と口を半開きにして固まっていた。

「あの、違うの！　れいなはそんなんじゃなくてっ！　だから、その……」

「俺はレズプレイをやれと命じた覚えはないんだけどな？」

　バスタブに張られた湯船に浸かる咲は目覚めたばかりのところを責められたのだろう、ぼーっとした目つきのまま視線をあらぬ方向に向けて股間に両手を押し付けていた。

　そこにあるのはれいなの頭で、髪をヘアゴムでくくり濡れないようにしていたそれはしっとりと肌に張り付いていた。れいなの長いあの舌は咲の膣の奥まで責められるんだろうな。

　伸ばせば親指の先より長いだろうそれを出し入れしていたれいなの頭を咲はがっしりと掴み離さないでいる。

　快楽を貪るってのはこういう光景なのかもしれない……。

　初めて目の当たりにした百合の光景に、祐輔は唖然となっていた。

「だって、ゆーすけが抱いてくれないし、イカせてもくれない……」

「あの時はそういう雰囲気じゃなかったろ……欲しいのか？」

「欲しい、よ？　でもくれないでしょ？　だから、れいなは舌でね？　咲ちゃんの指先長いからそれを入れて弄っていたら気づいたみたいで‥‥‥ごめんなさい」

「しおらしく謝ったってやめる気ねーじゃん、れいな……」

「んっ？　だって気持ちいいよ、これ。咲ちゃん、もっとおく、ね？」

　あれだけひじ関節に近い神経を針で突き刺して拷問みたいな快楽を与えたその指先……まともに動くのか？

　人間って意外に強いんだな、と感心する祐輔をほうりだして、咲の指先をれいなはまだ貪っている。

　ご主人様はどうなるんだよ。俺だけおいて二人だけで感じ合うなんてひどい奴隷たちだ。

　そんな祐輔の心の悲鳴を聞いたのか、聞こえたのか、奴隷の感性で感じ取ったのか。

　れいなはじっと祐輔を見上げると、咲のなかから舌を抜き出した。

「一緒にどうですか、ご主人様？」

「え……、いや、だって……」

「おじさまやおばさま、遅いんでしょ？」

「お、おう。そう、だな」

「早く。咲ちゃんも待っているよ？」

「……」

　ヤバい。俺が貪り喰われる番かもしれない。

　祐輔は背筋にじっとりとした汗をかいてそう思うのだった。







混浴




　逃げようとしたら、逃げ場なんてなかった。

　れいなはさっさと浴槽から上がり、祐輔が扉を閉じようとするその袖をしっかりと掴んで離さない。

「咲ちゃんも手伝ってよ！　逃がしたらずっと逃げるんだから、祐輔は？」

「でもー」

　咲の目にはまだ光が戻っていない。

　いまなら生きた人形のように犯せるかもしれない。

　その気の迷いが、ご主人様の生死を分けてしまった。

「つっかまえたっ！　ご主人様ーっ！」

「おわっ！　待てっ、まだぬいでないっ！」

「えへへ。大好きだよーれいなも咲ちゃんも、祐輔様大好き！」

「倒れるって、うわっ？」

　足がもつれ、れいなのもたれかかる重さにたたらを踏み、内側へ押すタイプの扉はしっかりと開かれてしまった。

　祐輔はバランスを崩したまま、れいなに思いっきり引っ張られて中に倒れこんでしまう。

「きゃっ！」

「だからあぶなっ」

　それでも男の子の意地があったのか、後ろに倒れこむれいなを引っ張り、祐輔は扉の取っ手にしがみつく。

　腰に回されたその手がしっかりと自分を抱き締めていると理解して、れいなの目にはうっすらと嬉しさのあまり涙が浮かんでいた。

　白いもやが漂う浴槽ではそれは目立たなかったが……。

「おい、大丈夫？」

「……うっ、うえ……っ……うっ……」

「は？」

　そう嗚咽交じりに鳴き声を上げられて、戸惑う祐輔がおい？　と疑問とともにれいなを抱き締めてやると、隣で見ていた咲から盛大な湯桶にくまれたお湯がほとばしった。

「なんだよー……？」

「このっ、最低あにきっ！　妹に何しているのよっ！」

　こっちはこっちでれいなの鳴き声に共感したというか、感情のスイッチがオンになったというか。

　大粒の涙をぼろぼろと流しながら、両手でそれぞれの肘。針を打たれた場所をかばい、その上、髪をかきむしるようにして祐輔をにらみつけながら恐怖に抗えない咲がいた。

「ひどいっ、痛かった……なんども助けてって叫んだのに、どうして……」

「あ、おい……」

　れいなを抱いている手を離して咲に向かおうとする祐輔を、愛する所有物はそっと引き留める。

　だめだよ、とその顔が言っていた。

「だってな、れいな？」

「だめでしょ？　いま手綱を離したら。ずっと離れ離れかもれないよ、ご主人様？　れいなを捨てるの？　人生をやり直せるの？　どうするつもり？」

　七星さんはそんなに甘くないでしょ？

　その一言が祐輔の心に待ったをかける。

　れいなとあきなは自分から来た。咲は俺が犯したようなものだ。

　無理矢理にも、力づくで……ここから逃げたら、人生が終わる。

　今すぐに、借金を返すのは無理だ。

　ご主人様は自分に二番目のメス豚を見て、じっと観察すると一言尋ねた。

「できるのか？」

「……やってみる……」

「なら、やれ」

「……はい！」

　浴室に乾いた音が鳴り響いた。

「え……？　れいな、さん……？」

　にっこりとほほ笑む頬をはたいた相手は、そこで咲の頭髪をわしづかみにし、戸惑い、暴力から逃げようとする咲を浴槽からひきずりだそうと全身の力で引き上げていた。

「やああああっ！　いたいっ、やめ！」

「うるさいから。黙ってね、咲ちゃん？」

　室内に持ち込んでいた身体を洗う用のタオルがいい仕事をする。

　咲の口に噛まれそうになりながら、それでも噛むたびにれいなはそれを押し込んでいた。

　たまに頬や、胸を張り、足らなければ乳首をつなぐ鎖を引きちぎりそうになりながら操って数分。

　れいなは自分自身も傷だらけになりながら、咲を浴槽の床に組み敷くことに成功していた。

「ご主人様ぁ？」

「はい……よくできたな、まじで」

　れいなの早く！　号令代わりのその声に背中を押されるようにして、脱衣場から持ち出して来た数枚のタオルを湯につけこみ、そのまま最初にやったようなあぐらをかかせた状態で両足首を縛り上げ、バスタオルで首元に引き上げて、背中で縛った腕にくくりつける。

　あっけなく達磨のような姿勢にされた咲はその苦しさにうめき声をあげた。

「よっと……」

「ングッっ！」

　支える物がなければ咲は前後どちらかに倒れこむしかない。

　前のめりに押された彼女は、頭と両脚の膝だけで三角倒立のようにバランスを保っていた。

　れいなと祐輔の目の前に、秘密の花園をさらしながら。

「……どうするの？　犯すの？」

「……ンフっ？」

　二匹から質問と否定の声。

　さてどうしたものかと思っていると、れいなの手はさっさと祐輔を裸にしようとしていた。

「おい、れいな」

「もうここまで来たんだし、でも咲ちゃんが最初はいや！　最初はれいなでしょ？」

「……ならこうしよう」

「どう？」

「こう」

　祐輔はシャワーヘッドを外すと、そこに頭を見せたプラスチックのホースの注ぎ口のネジ式になっているものを咲の後ろへと導く。

「フヒッ！」

「さっきさんざん広げたから、これくらいいけるだろ？」

「ンっ？」

　悲鳴は合意の合図だ。

　咲のケツ穴にそれを差し込むと、ゆっくりと蛇口から冷たい水が直腸に浣腸の要領で流れ始める。

「れいな、ひっくり返してくれ」

「え、あ……はい」

　裏表を反対、前後も反対。

「自分で見ながら、悶え苦しめよ、メス豚？」

　咲の顔を裸足の足裏で踏みつけながら、祐輔は初めて、れいなが自分の息子を口にふくむのを許していた。







膣の裏側




　最初は一リットル？

　二回目は二リットルか、それ以上……。

　無茶していれたから相当、苦しいはず。二回目の排泄で、咲の顔はさすがに苦しいを越えていた。

「青白い、じゃないな……」

「ふっじゅる……もっと？」

「待てって、お前喉奥まで入れすぎ」

「だっえ、はぶっ。好きでしょ、こえ、んうっおいひ……」

「飲むなっ！」

　そう叫ぶとれいなはえっ？　という顔で白濁の精子と胃液と唾液がまじった、なにやらどろどろしすぎたものをその口内に溜めたまま、「あい？」、と声にだしてそれを開いて見せるのには妙な色気が混じっていた。

「俺が指示するまで溜めろ。いいな？」

「……おぇっ、ふぁいーれも、汚いですよ？　ご主人様……？」

「いいから続けろって。ずっと溜めろ」

「ぶっ、うえっ、ふぁい……」

　これも浩紀に仕込まれたんだろうな。

　喉奥まで嗚咽交じりに泣きながら、俺のチ〇ポを飲み干そうとするなんて俺はまだ教えていないのに。

「さすが、中古品だな……メス豚！」

「ふっ！　おぶっラメーっ」

　れいなの太ももに片足を載せると、体重をかけて後ろ髪を二つに分けて持つその手を引き込んだ祐輔は、容赦のない腰のピストンをれいなの喉奥に突き立てていく。

　自分のペースでやれなんて、誰も命じてないぞ？

　れいなは最初こそ両手で祐輔の腰を押そうとしたが、体勢が悪い上に主人はその押し込もうとする手を緩めようとはしなかった。

「ヴぉえ……」

　そんなカエルを押しつぶしたような声がしたかと思うと、気道を塞いだのかそれとも、どちらにしても息は出来ないのだろう。ゆっくりと動いていた舌を絡ませる動きが遅くなり……れいなの全身がピクピクと緊張から今度は跳ねあがり、緩やかにその力を失っていく。

　そろそろだな？

　白眼をむきそうになるその手前で腰を戻し、奴隷の息が回復するように少しだけ息子を引きだしてやると、れいなは盛大に嗚咽の声を漏らしていた。

「まだだろ？」

「……やあ……」

「咥えろ、メス豚！」

「ひっギッ？」

　片方の乳首につけた洗濯バサミを引っぱり、それをはねのけるとれいなの身体がビクンっと大きくはじけた。

「咥えろ」

「だっあっ……はい……」

　痛みに自分の役割を思い出したのだろう、れいなは慌てて祐輔の肉棒を頬張り始めた。

　舌をからませ、まだ完全にむけていないそれを愛おしそうにほおずりしながら、ゆっくりとひきむいていく。祐輔の皮がめくれるたび、敏感に腰を揺らすのを、れいなは楽しむようにして、まだ口内に残した唾液と精子その他の海にそれを迎え入れた。

　生暖かい……こいつの中もそうなんだろうか？

　太ももから足を離すと、内ももをかるく蹴ってやった。

　そうすると前から分かっていたかのように、れいなは大股を開いて腰をつきだしてくるのだ。

　まるであの屋上に続く入り口の前でやったかのように、そのメス穴を祐輔にすりつけて愛おしいと止まない主人に、愛液を塗りたくっていた。

「……出すから、奥まで入れるぞ？」

「ヴぇ？　はい……」

　今度は用意ができたのだろう。メス豚れいなと化したその女は、自分から喉奥へと肉棒の先を誘導し、深く体内へと沈めていく。

　今度はどうやら気道を塞ぐことはなかったらしい。

　食道と喉の感触を確かめながら、祐輔が出す精子をさも美味しそうにれいなは飲み干そうとしていた。

「おっと飲むなよ？」

「……ふぁい……」

　せっかく、ここまで溜めたのに。

　早く美味しいこれをもっと味わいたいお腹の中で……。

　妙に生臭い息を吐きながらそう言いたそうなれいなは、もう立派ないっぱしのメス豚だった。

「それをさ、流し込んでやれよ」

「……？　ながひ？　どほに？」

「ここに、だ」

　祐輔がしゃがみ込み、指先で広げたそれは、きゅぽんと音を立てて抜かれた咲の後ろから吹き出る汚物交じりのそれではなかった。

「ほどもできるんひゃ……？」

「いいから、入れろ。咲、いいよな？」

　いいはずがない。

　そんなものを入れられたら、もしかしたら妊娠するかもっ？

　咲は首を振ろうとするが、そんなものは祐輔には関係ないことだ。

「な？　いいよな？」

「おぐひゅっ！」

　少しばかり力を加えたそのポッコリと出た下腹からは更に勢いを増して、溜まっていたうんちだのなんだの……腸液も混じり、れいなの生臭いのとは逆に、鼻孔をくすぐるどこかかぐわしい腐臭のようなものをだして、自分の存在を示していた。

　面白いのは咲の反応だ。

　もう何回目か、四回目ほどから咲の反応が変わっていた。

　れいなに命じて、後ろから浣腸後の便を出すたびに膣を腹のうえから刺激になるようにマッサージをしたり、指を数本入れて快楽点をこすらせたりした。

　おかげで。

「なあ、咲？　浣腸して出すのが気持ちよくなっただろ……？　膣を裏側からめくれるようにえぐられていくんだもんな？　どうなんだよ？」

「……」

　もう一度強く押すと、おぐっ、なんて声をあげて妹はうなずいた。

　それが快感なのだと自分で認めるかのように……。







掘られる女




　掘る、掘られるなんて単語は、男同士とか女同士のケツ穴を虐め合うそんな行為に使われるものだとばかり思っていた。

　れいなのつたないＳＭの常識が、あえなく覆されたのは知ってから半年ほどした時のことだ。

　それは目の前で行われようとしていた。

「ご主人様、美味ひい……」

「なんか青臭いから……口開くな」

「えーふぁい……」

　少しだけなら飲んでもいい。

　許可を取り、喉奥にコクンっと流したそれは攪拌されてさらりとしているはずなのに、どこかなまめかしくて味があって舌の上だけでなく、喉奥まで犯した祐輔の息子たちを自分の胃の中に流れ込んでいく。

　彼の一部を切り取って食べているようなそんな感触を覚えて、れいなはぞくり、とした。

　いつか祐輔の全部を食べて自分の中に収めこんでしまいたい。そんな狂気の欲望がこっそりと顔を見せたのを、気づいてしまったからだ。

「そこの性欲処理便器をだな、ああ……肉便器、か」

「ぐむっ！」

「……肉便器？　いい響きだね、咲ちゃん。これからずっと祐輔の便器になれるんだよ？　羨ましいなあ？」

「っンア！」

　否定しているのか喜んでいるのか。

　下腹部を抑えられて中身は全部だしたはずなのに、咲は身をよじってそこから上がって来る何かに酔っているらしい。れいなは耳元に口元を寄せて、そっと一言告げたのを祐輔は聞き洩らさなかった。

「これから肉便器、ずっとだね。でも、私はご主人様の性奴隷。咲ちゃんのお兄様、全部貰うんだから」

「……ムっーっ！」

　乳首をコリコリともみほぐされながら、れいなはその長い舌先で咲の鼻の穴を犯すように舌をねじりこんでいる。

　もう絶対、譲らないんだから。

　そんな二度目の宣言を聞いて咲の瞳になぜか、怒りのような色が浮かんだのを見て祐輔は勢いよく片足を股間に振り上げた。




「ばっ……い！　なんで……？」

「アホ。それはお前の道具だろ。わきまえろ、メス豚。俺は恋人でも旦那でもないぞ？」

「……ごめんなさい、ご主人様」

　一人、優越感に浸る女ほどロクなものはない。

　無毛の股間を蹴り上げると、れいなは男のそれとは違う反応を見せた。

　股間を咄嗟に引き上げ、よじるようにして痛がる様は男のそれとあまり大差ない。でも回復はあきらかに女の方が早かった。

　それを見ていた咲の目はざまあみろ、そんな感じに頬までいやらしさがにじみ出ている。

　いま二人の立場を逆転させたら、こいつはどこまでやれるんだろう？

　ふとそんなことを楽しみたいとも思ったが、それはもう少し先にとっておくことにした。

　下剋上の機会は、なるべく少なく、それでいて効果的に使わないと面白くない。

　ペット同士の血まみれの闘争……悪くないな。

　祐輔は頬の端をゆがめて残忍な笑みを浮かべた。

「咲を転がして流し込めよ、れいな」

「いっつ……はい、でも……」

「大丈夫だよ。まだ来てないから」

「え？　まだ？　だってもうこんな歳だよ……？」

　れいなは自分はもっと早かったと組し抱いている咲に視線を落とした。

　初潮がそんなに遅いなんて……なんで？　そういう目で咲を見るが、本人は凄まじく恥ずかしいことを触れられたかのように顔を赤らめていた。

　さっきまでは蒼白だったくせに、信号機みたいなやつだなと祐輔は思いながら、妹のメス穴に指先を添える。

　ク〇は度重なる裏側からの、子宮をダイレクトに刺激した快感からかビンビンに屹立していてその存在を示していた。

「これ、直接穴を開けてもいいな……」

「ビァ（いやっ）っ！」

「開け、ほらっ」

　思わず股を閉じようとした咲の地球に平手打ちを数度、力の限りたたきつけると元から白いその肌に紅葉が咲いた。

　パンッ、パシっと数度のいい音とともにそれは数を増やしていく。

　ふふ、咲ちゃん可哀想……、なんて偉ぶるれいなの太ももとお尻にも二回ほど紅葉を咲かせてやると、今度は言ったあああーいっ！、なんて思わず叫び立ち上がる間抜けなメス豚がいた。

　水で濡れそぼったその髪をつかんで引き寄せると、れいなは顔を歪ませて咲の股間に口をうずめた。

　もう、首輪要らないかもな。髪をおさげにでもして引っ張ればそれでいいんじゃね？

　そんなことを主人が考えているとはメス豚はつゆ知らずなままに、咲のメス穴に指を左右から突き入れて穴を拡張する。

「そのまま流し込め」

「あい……」

　胃液と唾液で粘着質になったものをゆったりと、獣がよだれを垂らすような感じでれいなは身をよじり、逃げようとする咲の足首を掴んで引き寄せる。

　正座になり、太ももの上に咲の背中を押し上げて寄せると、股間に顔をうずめるれいながそこにはいた。

　ゆっくりと、それでいて舌遣いも同時に妹の子宮に通じるまでの膣道を犯しているはずだ。

　これ、スマホの動画に録画しておくべきだったな。祐輔はちょっと残念そうな顔をすると、れいなの頬に自分の息子を当てがった。

　意図を理解して、ハムっと頬張るメス豚の口内はとても柔らかい。

　そのまま数度目のイキそうになるのを我慢して顔を離させると、シャワー栓の太さの分だけぽっかりと穴を開けた咲のケツ穴に、祐輔は息子を容赦なく差し込んだ。







あとがき




　初めまして、和泉鷹央と申します。

　何の縁があってか、この度、本書の刊行と相成りました。

　皆様、宜しくお願いいたします。




　本作品は、元々某小説投稿ウェブサイトで掲載していたものでした。

　今回はそれを元に加筆修正を行った形になります。




　和泉にとって書籍化というものは、人生初の試みでした。

　これまで三十年近く執筆を趣味でやってきましたが、商業ではこれは初めてということになります。

　拙い部分も多々あると思われますが、祐輔をはじめ、ゆきな、れいな、咲といった一癖も二癖もある『欲望』に忠実な彼女たちを中心にして、新たな物語が紡いでいくことが出来ればうれしいと思っています。

　それでは、続巻にてお会いしましょう。

　打ち切りにならなければ……。





二月某日　和泉鷹央












ネトゲで知り合った関西弁で喘ぐ奴隷志願のメス犬が、同じクラスの俺にだけウザい幼馴染だった件
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